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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　死は怖くない。ただもう一度だけ、君に会いたい。

　それが、彼女からの手紙を読んだ僕の正直な気持ちだ。

　僕の恋人、三み日か月づき緋ひ花か里りが亡なくなったのは、三週間ほど前のこと。彼女は出ることの叶かなわなかった高校の卒業式の後、間もなくして息を引き取った。

　もともと入院していて、余命がいくばくもないことはわかっていた。

　お互い、推薦入試で同じ大学に行けると決まって、残りの高校生活を謳おう歌かしていた去年の十二月末。彼女は自分の体調に異変を感じ、病院での検査の結果、とある病気だと発覚。そのときには既に手遅れで。進行の早いその病は、瞬またたく間まに彼女の命をすり減らしていった。

　そうしてしめやかに彼女の葬儀が終了した後。彼女の母から僕へ、とあるものが届けられた。

　それは、彼女から僕にあてた手紙だった。

　女子がよく友達同士で使う、カラフルで可愛かわいいキャラクターが描かれたやつとかじゃなく。どこまでも素っ気ない、なんのイラストもない真っ白な封筒。飾り気のないところが彼女らしい。

　僕は封を開け、便箋に綴つづられた、彼女の最後の言葉を目で追っていった。




「ユウトへ。あたしが死んだら、あたしの後を追ってほしい」




　出だしから、いきなりそれだ。

　なんの前置きも、婉えん曲きよく表現もなくそんなことを書く率直さを彼女らしいと思ったし、これは間違いなく、他の誰でもない彼女が書いたものなんだとわかった。




「あたしが死んだ後も、あんたにはそれでも生きててほしいとか、別の人を好きになって幸せになってほしい、なんて殊勝なコト、あたしはやっぱり言えない。あたしはあんたが、あたし以外の人と幸せになるなんて絶対ヤ。

　どうだ我わが儘ままでしょ。でも、そんなあたしを好きになったのはあんた。だからあんたの責任。

　それにあんただって、あたしみたいな可愛かわいい彼女が死んじゃったんだから、どうせ死にたいとか考えてるんでしょ。だから、あんたはあたしの後を追うべき」




　他の人が読んだら、びっくりするのだろうか。ひどい女だと思うのだろうか。だが、これこそ間違いなく僕が愛した彼女だ。

　人目を惹ひく可愛かわいらしい顔立ちと裏腹に、破天荒で変わり者。外見と内面が見事に嚙かみ合あわない、周囲からは「詐欺」と言われるほどの女。

　僕も最初は、変な女だと思った。一方で、自由で奔放な彼女に、惹ひかれていった。

　こんな文章を読んで、「ああ、君の後を追おう」と心の内で返事ができる程度には、惹ひかれていた。




「──けど、あんたが死ぬ前に。あたしは、チャンスがあるコトを知ってる。運命をやり直せる可能性があるのを、知ってる」




　彼女の綴つづった文を追っていた目が、そこで一度止まった。

　チャンスがある？　運命をやり直せる？

　何を言っているんだ、彼女は。いつも突拍子もないことばかり言う人だったけど、今回はまたずいぶんとおかしなことを。




「運命を『リセット』できる。そんな不思議なチカラが、このセカイにはあるんだって」




　──本当に。

　彼女は、何を、言っているんだ？




「ほんとは死ぬ前に使えればよかったんだけどさー、『リセット』って、一回バッドエンド迎えないと使えないみたいなのね。だから今まで言わんかった。まあ、今言ったからいいっしょ」




　軽いな、おい。そういうところも、彼女らしいけど。




「その力について、詳しいコトを知ってる奴やつがいる。そいつの居場所だけ教えてあげるから、あんたは『リセット』を行うために必要な『謎』を解いて。そんで、リセットの力を使って、もう一度あたしに会いに来い」




　ドクン、と。

　ずっと動いていたはずなのに、少しも動いている感じのしなかった僕の心臓。久しぶりに、鼓動というものを実感した。

　──もう一度会いに来い、だと？　馬鹿な。できるわけない。

　人間は死んだら生き返らない。誰もが知っている世界の常識だ。一度死んだ人間とは、二度と会えない。だから僕は彼女に、二度と会えない。

　だけどその言葉の後には、「リセットについて詳しく知っている奴やつ」について、居場所が書かれていた。名前も、素性も何も書かれておらず、ただ文字で住所が書かれていただけだが。

　どういうことだ。

　ありえない。死んだ人間に会えるはずがない。なのに彼女は僕に、謎を解けと。「リセット」を行えと要求している。

　困惑する僕に構わず、その手紙は、こんな言葉でしめくくられていた。




「それができないなら、あたしの後を追って」
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　初めて僕が彼女を認識したとき、彼女は窓まど硝子ガラスを割っていた。

　今から三年前。忘れもしない、高校一年の六月の初め。よく晴れた日。場所は文化部の部室棟、あまり活動熱心とはいえない、天文部の部室。

　ちょうど僕の所属していた部、文芸部の部室はその左隣だったので、ガシャンという大きな音が聞こえてきて。そのとき一人で部室にいた僕は、何ごとかと様子を見に行ったわけだ。

　彼女は割れた窓の外の清すが々すがしい晴天を背景に、室内で一人、佇たたずんでいた。

　割れた窓から射さし込こむ陽光は、砕け散った硝子ガラスをキラキラと照らし。

　割れた窓から入り込んでくるぬるい風は、彼女の長い黒髪を揺らしていた。

　逆光で、彼女の顔は陰になっていた。それでもなお、うっすらと見える大きな両の瞳には、周囲を射抜くような強い光が宿っているのがわかった。

　雲一つない空、割れた窓と散乱し輝く硝子ガラス片へん、彼女のシルエットはまるで一枚の絵のようで、思わず息を吞のんでしまうほどのインパクトがあった。

「こらーっ、三み日か月づき！　何をしている！」







　天文部の右隣、演劇部の顧問である岩いわ倉くらは、駆けつけるなりギッと目を吊つり上あげ彼女を怒鳴った。

　彼女は岩いわ倉くらの説教を聞いているのか聞いていないのか、無表情でその場から動かない。

　逃げることも、逆ギレすることも、めそめそ泣いて同情を買うこともなく。ただ、窓まど硝子ガラスを砕いたのであろう、尖とがった大きな石を右手に握りしめたまま、じっとしていた。

「おい、ちゃんと反省しているのか!?　大体おまえは普段の態度からして、いつもいつも……」

「あの」

　岩いわ倉くらの話が、いつまでもくどくどと続きそうだった中。声をかけた人物がいた。

　僕だ。

「まず先に、怪け我が、手当てしたほうがよくないですか」

　言っておくが僕は、問題に率先して首をつっこむタイプじゃない。どちらかといえば、問題は避けて平穏に過ごしたい。

　ただ、見ていられなかった。

　彼女の透き通るような白い手に、赤い血が滲にじんでいるのが。

　窓まど硝子ガラスを割ったときに傷ついたんだろう。大きな傷というわけじゃないけれど、なにせ本当に──ありふれた比喩ではあるけれど、雪のように肌が白いものだから、その中に赤い色があると、くっきりとよく目立つ。
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「……む」

　僕が口を挟んだことで、岩いわ倉くらは興が削そがれたようにさっきまでの怒りの勢いを失う。それに、女子生徒が怪け我がをしているのは確かなので、このまま説教を続けるのもまずいと思ったのだろう。僕という目撃者もいることだし、後で「あの先生は生徒が怪け我がをしているのに保健室に行かせなかった」とか問題になったら面倒だと思ったのかもしれない。

「……そうだな、三み日か月づきは保健室に行きなさい。日ひ野の、おまえはここを片付けておくように」

　思わぬ巻き添え。割ったのは僕じゃないのになんで僕が、とは思ったが、口ごたえできるほど強気な性格はしていないので黙って掃除用具を取りに行った。

　それが、初めて彼女を認識したときで。

　ちゃんと話したのは、その数日後。

「ねえ、暇ならお茶しない」

　彼女は天文部の部室の前で待っていて、隣の文芸部の部室にやってきた僕に、開口一番ナンパの常じよう套とう句くのようなことを言い、とあるものを差し出してきた。

　校内の自販機で売っている、紙パックに入った飲料。ただしその紙パックには、「黒酢ドリアンジンジャー茶」と書いてある。生徒達たちの間で有名な、誰が何を考えて開発したのかわからない、我が校の自販機一番のキワモノ。勇気ある一部の挑戦者によれば「泥水を飲んだほうがマシ」で、ネタとして一度飲んでみる奴やつがいても、二度買う奴やつは見たことがないというシロモノだ。

「この前、片付けてもらったお礼」

　彼女はそんなものを僕に押しつけ、自分も同じものにストローを挿す。

「……これ、好きなの？」

「初めて買った。いっぺん飲んでみたかったんだけど、まずかったら嫌じゃん」

「まずいかもしれないものを、僕に渡すのはいいのか」

「ん？　道づれ」

「…………」

「だって、一人で飲んでまずかったら、ただムカつくだけじゃない」

「道づれがいると、何か違うのか」

　どうだおまえにもまずい思いをさせてやったぞ、ざまあみろとほくそ笑んだりするんだろうか。

「何コレまずいねって、一緒に笑えるんじゃない」

「…………」

　不意打ちでちょっと含蓄のあることを言われ、言葉に詰まってしまう。変な女だ、という第一印象だけど、変なだけの子ではないのかもな。

「あとは純然に、どうだおまえにもまずい思いをさせてやったぞ、ざまあみろってほくそ笑める」

　やっぱりかよ。

「……怪け我が、大丈夫なのか」

　彼女の右手には、まだ包帯が巻かれている。

「全然大丈夫。うわ何コレまっず」

「……あのさ、聞いていい？」

「別にたいした理由はないよ」

「まだ何も聞いてない」

「『なんで窓まど硝子ガラス、割ったの？』以外に質問があるわけ？　スリーサイズとか？　けっこう着やせするタイプだよ」

「聞いてない」

「ねえ、女子からの素朴な疑問なんだけど、スリーサイズって知って何か楽しいの？　ただの数字じゃん」

「聞かれたくない」

「同じ、天文部の子がね。部室で友達同士でふざけ合ってる間に、わざとじゃなかったんだけど、窓まど硝子ガラスにヒビ入れちゃったって言うから」

「ん？　……ああ、それは窓まど硝子ガラスを割った理由か。君の話、あっちへ行ったりこっちへ行ったりして、わかりづらいな。……ていうか、理由すんなり教えてくれるのか」

　窓まど硝子ガラスを割るなんて、何かわけありで、理由も聞かれたくないものかと思っていた。

「きみには硝子ガラス片へん、片付けてもらったからね。あと、これは完全に直感だけど、きみはこういうの、無闇に口外しなそう」

「友達も少なそうだし？」

　僕は人嫌いというわけではないけれど、大人数で明るくわいわいやるのは好きなほうじゃない。休み時間とかも、一人で過ごすか、仲のいい少数の友達とだけ喋しやべるタイプだ。口外する相手が多いようには見えないだろう。

「そんなに自分を卑下しなさんな。まあ元気出しなって、飲む？」

「たった今同じものを飲んでる最中なんだけど。まずいからって押しつけようとするなよ」

「女子と間接キスができる最初で最後のチャンスじゃん」

「元気出しなと言っておきながら、何気にひどいことを言ってないか？」

「さては、間接じゃ気がすまないタイプ？」

「残りのジュース、全部鼻から注いでやろうか」

「で、窓まど硝子ガラスの話だけど」

「いきなり戻るのか」

「そんなわけで、ちょっと前から、あの窓まど硝子ガラスには既にヒビが入ってたわけ。でも普段、建前上の顧問は全然部室に来ないし、そもそも窓、ずっとカーテンで隠れてたし。外側からも、ちょうど木の陰になってて見えづらいところだから、誰にも気づかれてなかったんだよね」

「……なるほど」

　ここまで聞いて、大体話は読めた。

「ようするに君は、友達を庇かばうために、自分が割って怒られることにし……」

「どうせなら、いっそ砕いたれと思って」

「ん？」

　予想の枠をあさっての方向に越えてきた回答に、一瞬停止してしまう。

「ヒビだけなんて中ちゆう途と半はん端ぱじゃん。それならいっそ砕いてやったほうが清すが々すがしくない？」

「ごめん、ちょっと何言ってるのかわからない」

「あの窓は、あたしが割らなければ、ヒビが入っているというコトすら誰にも気づかれずに、ずっとそのまま放置されていたわけ。なら割るしかなくない？」

「うん、わからない」

「たとえばさ。目の前にものすごく苦しんでる人がいて、でもその人はものすごく無理をして笑っているとき。そんな我慢なんかしないで、いっそ思いっきり泣かせてあげたいって思わない？」

「え、そんな話だったの？」

「いや違うけど」

　違うんじゃねえか。

「ようは、窓まど硝子ガラスにはヒビが入ってた。あたしはその窓まど硝子ガラスを割った。それだけだよ」

　この話はこれで終わり、とばかりに、彼女はずずーっとストローで紙パックの中身を吸った。あまりのまずさにげほげほと咳せき込こんでいた。

　変な女だ。心からそう思った。

　だけど同じ釜の飯ならぬ、同じ変なお茶を飲んだ絆きずなのため──ではなく。単に部室が隣同士だから、それからちょくちょく顔を合わせては話をするようになった。会って三回目くらいのときにようやくお互いフルネームを名乗って、むしろそれまで名前すら曖昧なまま会話していたことに気づき驚いた。

　不思議な女だった。僕も彼女も、あまりフレンドリーなタイプじゃない。なのに彼女とは、ごく自然に話せ、軽口すらポンポン叩たたけてしまう何かがあった。

　何か、波長が合っていたのかもしれない。変人同士──と言ってしまうと、彼女だけでなく自分も同レベルの変人であると認めてしまうことになるので、そう言いたくはない。

　だからあえて、ロマンチックな言い方をしてやろう。

　──初めて会ったときから、惹ひかれ合あっていたのかもしれない、と。







　そんなふうに彼女と出会った一年生の、夏休みに入る直前のある日。僕は、校舎の廊下で彼女が、別の女の子と二人でいるところを見かけた。

　部室棟でも見たことある、天文部の女子。だけど僕が気になったのはその女子じゃなく彼女……三み日か月づきのほうだ。

　僕にはそのときの彼女の顔が、妙に印象に残った。

　彼女は変な女で、悪戯いたずらっぽくにやにや笑うとか、つまらなそうなジト目とかはよく表に出すけど、「ふんわり優しい笑顔」ってのを見せることはなかなかなかったから。

　なんだか珍しいものを見た気分で、じっと彼女の様子を眺めてしまったんだけど。その視線に気づいたのか、目が合ってしまった。

「お。ちっす、日ひ野の」

　三み日か月づきはごく自然に声をかけてくる。僕は、見ていたことがバレてしまったかと、なんだか気恥ずかしく「ちす」と小声で素っ気ない返事になってしまった。

「ヒカリの友達？」

　三み日か月づきと一緒にいた女子は、覗のぞき込こむように僕を見上げる。

　肩にかかるくらいの、セミロングの髪を持つ女子。他者の目を奪いやすい容姿をした三み日か月づきと比べると、取り立てて特徴のある子じゃない。

　ただ、柔らかな雰囲気を感じた。初対面の相手に向ける視線であっても、警戒や棘とげのようなものがない。おそらく持ち前のものなんだろう穏やかさが、内側から滲にじみ出でているようだった。

「んー、そんなカンジかな？　この人は日ひ野の夕ゆう斗と。なんか面白い奴やつだよ」

「君に言われたくない。君のほうがよっぽど面白いだろ」

「へえ、よっぽど面白いって？　そんなにあたしのコト気に入ってくれたの？」

「……面白いって言葉を最初に使ったのはそっちだぞ。それで言うなら、君だって僕のことを気に入ってるってことになるけど、いいのか」

「んん？　いいのかって、不思議なコト聞くね。あたしはきみを気に入っちゃいけないわけ？」

　三み日か月づきは四割からかっているような、けれど六割本気のような謎の配分で、じっと僕の目を見つめてくる。

　そんな僕らの会話になぜか、三み日か月づきと一緒にいる女の子は笑っていた。僕らのやりとりを、茶化すでも馬鹿にするでもなく、微笑ほほえましく見守るような優しい笑顔がなんだかこそばゆい。

「日ひ野の、この子は美み空そら。美み空そら千ち宇うだよ」

「はじめまして、美み空そらです。日ひ野の君は、いい人そうだね」

「初めて言われた」

　僕は周囲に愛あい想そよくにこにこするタイプじゃない。自覚はあるが結構淡々としているので、第一印象では冷たいと感じられることが多いと思う。

「ヒカリを気に入る、ヒカリの魅力がわかる人は、いい人だよ。こんなに面白くてかっこよくて可愛かわいい子、他にいないでしょ？」

　美み空そらはぎゅうっと、三み日か月づきの腕を組むというか、抱きしめるようにして満面の笑みで言った。三み日か月づきは、ストレートに褒められることには弱いのか、若干頰が染まっている。

「ヒカリのこと、よろしくね」

「いや、別にそういう関係ではないから」

　否定したというのに、美み空そらは何か勘違いしているのか、にこにこと笑っていた。

　男と女がいたら無闇にくっつけたがる風潮は好きじゃない。だけど不思議と、美み空そらからはゴシップを楽しむようないやらしさは感じず。むしろその視線からは温かく心地いいものを感じたんだ。

　──これは後から、ヒカリを通して美み空そらを知っていった中で気づいたことだけど。多分美み空そらは、からかうとかじゃなく、本当に僕らの幸せを願ってくれていたから、嫌な感じがしなかったんだと思う。

　ほわっとしているようでいて、洞察力の鋭い子だった。きっと、僕とヒカリの奥底にある孤独を見抜いて、僕らならお互い自然に笑い合って生きてゆけると、直感的に悟っていたんじゃないだろうか。

「おーい、美み空そらぁ。このプリントのことなんだけど」

　そこで美み空そらの知り合いらしき生徒が、彼女を呼んだ。

「ごめん。ちょっと行ってくる」

　僕と三み日か月づきは、その場に残された。

「美み空そらね、あの子、いい子なんだよ。計算されたぶりっことかじゃなくて、皆に優しい。あたしにも、いつも笑って話しかけてきてくれてさ」

　彼女の言い方、一瞬弾んだ声色はまるで、それが特別なことであるように嬉うれしそうだった。

「ほらあたし、集団に埋没しない、自分というものをしっかり持った、個性がキラキラ光る女の子じゃん？」

「そうだね、だいぶいい言い方をすれば、まあそうならなくもないかもね」

「だからさ、どん引きされちゃうコトもけっこうあるわけよ。まあそんなコトで自分を変えようとは思わないあたしではあるんだけども。でも、普通に笑って接してもらえると、やっぱり嬉うれしいわけ」

「…………」

　少し目を細め、いつもより明るい調子で語る彼女。

　僕はそんな彼女の様子を見て、とあることに思い至る。

「な。もしかしてあの子が、前言ってた、窓まど硝子ガラスにわざとじゃないけどヒビ入れちゃった子か？」

「……んう？」

「前話したときは、なんか変なこと言ってたけどさ。やっぱり君は、友達を庇かばうために、窓まど硝子ガラスを割ったんじゃないか？　隠してたって、いつかはヒビのこと先生にバレるだろうし、その間、その子はずっとヒヤヒヤ気が気じゃないだろうし」

　彼女は一瞬、言葉に詰まる。表情こそ変えなかったものの、ぴくりと小さく動いた瞼まぶたが、図星だと物語っている気がした。

「別に……ヒビだけじゃ中ちゆう途と半はん端ぱだから砕いてやろ、って気持ちも本物なのよ？」

「でも、あの子が怒られるのは嫌だから、ヒビが誰かに見つかる前に自分が割った、って面もあるわけだ？」

　むう、と彼女は唇を尖とがらせる。ここまで話してきてわかっていることだが、彼女は変人であり、ひねくれ者だ。友達を庇かばう優しい女の子だなんて思われるのはムズムズして耐えられないのかもしれない。

「るさいなー、真実をはっきりさせないと気がすまないわけ？　きみは探偵？」

「実はそうなんだ。普段は平凡な高校生として過ごしているけれど、本当は華麗に事件を解決する名探偵で」

「マジで！　すごいじゃん。いーなー、美少女の助手はいらない？」

「噓うそだよ」

「わかってるよ」

　いつも通りの、変なノリの軽口を挟んだ後、話を戻す。

「探偵じゃないけど、なんだか君のことは知りたくなる」

「お？　口説かれてる？」

「ち、違うけど。未確認生物が傍そばにいたら、気になって観察したくなるだろ」

　僕の言葉に、彼女はぶはっと噴き出して笑った。

「いいねえ。好きだよ、きみのそういう遠慮ない物言い」

　別に、本当に、口説いたつもりなんかなかった。

　だけど僕は不覚にも、彼女のその言葉にドキッとしてしまった。

　三み日か月づきは変な女だけど確かに女子で、しかも女子の口から「好き」なんて言葉が出たものだから。……と言ってしまうと、自分がとてもちょろい男のようで認めたくないけど。

　それに彼女が好きと言ったのは、僕自身じゃなくて、僕の物言いだ。そこを勘違いして調子に乗ることは致命的なはず。

　だけど、あらためてふと思う。

　彼女は、黙ってさえいればとても可愛かわいい。

　透けるように白い肌。対照的にどこまでも黒く、艶のある長い髪。大きく、強い光を持って輝く瞳。瑞みず々みずしい果実のような唇。

　実際、男子達たちの間でもたまに話題になっているのを聞く。大抵、「なあ、一組の三み日か月づきって可愛かわいくない？」から始まり「でもあいつ喋しやべると超変人だからな」と二秒で終わる話題。まあ、言いたいことはよくわかる。

　わかるけど、僕は。

　黙っている彼女なんか、つまらないんじゃないか、とも思っていた。







　次の印象的な出来事は、同じ年の秋。十一月の放課後のこと。

　その日僕は先生に用事があって、いつもの帰りのバスの時間を過ぎてしまい。次のバスまではまだ時間があるので、教室の自分の席で寝ていた。が、喉の渇きを感じ、自販機まで飲み物を買いに行くことにした──その途中。

　バタバタと、廊下の向こうからすごい勢いで走ってくる人影を見かけた。

「三み日か月づき？　君、何そんな必死に走って……」

「しっ！　静かに、かつ、こっちに！」

　彼女は僕の手を摑つかみ、引っ張って一緒に走らせる。

「うわ!?　なんなんだよ、いきなり」

「追われてるの！」

　二次元じゃない現実世界でそんな台詞せりふ言う奴やつ、初めて見た。アニメのヒロインかよ。

「どうしよ……よし、ここだ！」

　三み日か月づきは適当な近くの教室に入ると、僕もろとも掃除用具入れの中につっこみ、内側から扉を閉めた。

　僕らは二人で、掃除用具入れの中に閉じこもった状態だ。

「おい、なんなんだよ」

「だから、追われてるんだってば。しかも、岩いわ倉くらセンセに」

　岩いわ倉くら。以前彼女が窓まど硝子ガラスを割ったとき、怒っていた教師。もともと厳しくて、怒ると怖いことで有名な奴やつだ。彼女みたいな、何をやらかすかわからない自由人とは激しく相性が悪いだろう。

「いや、君が追われてるからって、なんで僕まで一緒に隠れなきゃなんないんだよ」

「道づれ」

「道づれるな」

　掃除用具入れの中に二人。密着具合が落ち着かない。

「でもなんかちょっと、ドラマっぽくて楽しくない？　追手から逃げる二人、的な」

「……ていうか、追われるなんて何したんだよ、一体」

「んー、なんだと思う？」

「そんなの、どうせ……」

　小さく息を吐いた後、おそらく正解であろう理由を言う。

「……どうせ、前みたいに誰か庇かばったとか、何か理由があるんだろ？」

　僕の言葉に、彼女は目を見開いた。間近だから、反応がよくわかる。

「んんー？　何々？　妙にかっこいいコト言うじゃない」

「別にかっこつけてるわけじゃない。君は変な女だけど、意味もなく、冗談じゃすまされないようなことはしないだろ」

「おー？　そうかな？　別に、前の窓まど硝子ガラスのコトだって、友達を庇かばったわけじゃなくて、あたしがただ窓まど硝子ガラスを割りたかっただけで……」

　そこで、ガラッとここの教室の扉を開ける音。僕らは口をつぐむ。

「三み日か月づき！　……ん？　いないのか」

　岩いわ倉くらは教室内を見回しただけで、掃除用具入れの中までは見ることなく。ドスドスとうるさい足音を立て、行ってしまった。

　彼女はそれを確認した後、噴き出す。

「あっはは、こんな手、ほんとに通用するもんなんだね。ま、掃除用具入れなんてベタすぎて、逆に疑わないか」

　それにしても、本当に僕はなんの意味もない道づれだったわけだな。

「何をしでかしたか知らないけど、何か理由があるなら、ちゃんと釈明すればいいのに」

「んー？　……別にぃ、いーよ、そういうのは」

「君って、器用そうに見えて、不器用だよな。意外と損するタイプっていうか……」

「あたしは、自分が損してるなんて思ってないもん。今だって、こうしてスリルのある鬼ごっこができたうえ、日ひ野のとこうしてられるわけだし？」

　……僕とこうしていられることは、彼女にとって得なのだろうか。解げせない。

「それに日ひ野のは、わかってくれてるんでしょ？　だったら、いいよ」

「……別に、僕がわかってたって意味ないだろ」

「そうでもないよ」

　岩いわ倉くらはもう行ったのに、彼女はなぜかここを出ようとしない。おかげで僕らはまだ、非常に距離が近いまま。

「誰か一人でも、自分をわかってくれてる人がいるって思えるコトと、そうでないコトは、全然違う」

　掃除用具入れの中は、埃ほこりくさいし薄暗い。

　そして狭くて──だからこそ、彼女の顔がすぐそこにあって。

　彼女が普段はあまり見せることはない、柔らかな笑顔も、とても間近で。

　直視してしまうと、眩くらむようだった。

「……じゃ、そんなよき理解者を、こんなふうに面白がって巻き添えにするなよ」

　気恥ずかしさを誤魔化すように、あえてそう言った。

「あは。きみなら、許してくれるかなって」

「……そりゃあまあ、このくらいで許さないってことはないけどさ……」

「ふふ、いいねいいね。ふざけたコトしても、しょーがないなって許してくれる人は、あたしの中でポイント高いよ？」

「……なんのポイントだよ」

　からかわれているだけなんじゃないかと思いつつ、淡い期待を抱いてしまう。

　だけどその期待も、いいかげんただの自惚うぬぼれではないんじゃないかと、思っていた。

　彼女は変な女だけど、まったく人の心の機微がわからない子でも、本当に人の心を弄ぶような女でもないから。

　ただ、それでも僕は、この頃の関係性も心地がよくて、自分の気持ちを明確に伝えるということはしなかったんだけど。

　──ぶっ壊しにきたのは、彼女のほうだ。







　一年生が終わる頃には、僕らはもうお互いを完全に意識していたと思う。

　だけど、僕からはやはり何も伝えてはいなかった。友人のままでも、それはそれで心地がよかったから。

　……が。

　彼女はまた、奇襲と言っても過言でないことを尋ねてきたんだ。

「ねえ。あたしのコトどう思ってるの？」

　それは、高校二年になりたての春。

　葉桜になりかけの桜の中。夕方、金色の陽の中。天文部の部室──部室棟の二階。彼女が以前割って、今はもう取り換えられた窓から、彼女は顔を出して。部室の鍵を職員室に返すため外に下りていた僕に、そう聞いたわけだ。

　いや、なんでこの状態で言う。

　彼女は二階の窓から姿を出していて、僕は部室棟の外……彼女の下にいる。

　教室内に二人きりのときとかならともかく、この状況じゃ、ある程度大きな声で言わないと届かない。

　もしやそれが狙いか。常に悪戯いたずら精神全開な彼女のことだから、「恥ずかしい思いをさせてやろう」と内心悪魔の翼と尻尾を生やしケケケと笑っていてもおかしくない。

　もう十七時近く、文化部の生徒は大抵帰宅していて周りに人はほぼいない。文芸部も、今日は皆先に帰っていて、僕はなんとなくまだ学校でだらだらしていたくて残っていただけで（そもそも僕は一応文芸部所属だけど、本は読むほうが専門であまり書いてはいない。部室にはいつも、静かに本を読んで怠惰に過ごすために来ている）、一人だし。……とはいえ、大声で「その質問」の答えを言えというのはかなりの羞恥プレイだ。

　だけど僕も僕で、そこで素直に恥ずかしがってやるのはなんだか癪しやくで、いっそ逆に彼女を恥ずかしがらせてやろうという悪戯いたずら心ごころが湧いた。やっぱり、僕ぼく達たちは似ていないくせに妙なところで似ていたのかもしれない。

　そうだ。ここで恥ずかしがることは負けだ。なんの勝負かとつっこまれたら、答えられないけど。

　だから僕は、言ってやった。

「大好きだよ」

　直後に激しく後悔した。

　彼女を恥ずかしがらせてやろうと思ったとはいえ、好きだよ、に「大」なんかつけてしまったこと。思った以上に恥ずかしい。自分に大ダメージだ。

　ものすごく目を逸そらしてしまいたかったんだけど、それもまた負けの気がして、じっと彼女を見つめていた。

　ちょうどそのとき風が吹いて、まるで映画のワンシーンのように、桜が舞い彼女の黒髪が揺れた。風にさえひやかされているような錯覚に陥り、羞恥で叫び出したくなったが飲み込んだ。

　その、次の瞬間。

　降ってきた。

　彼女が、二階の窓から。

　かつて彼女が割ったことのあるその場所の窓から、彼女の体が、降ってきたのだ。

　バサバサバサッと音を立て、彼女は背中から下の植え込みに落ちる。

「何してんだ！　大丈夫か」

　柔らかい植え込みの上に落ちたので無事のようだったが、激しく心臓に悪い。僕は彼女のもとへ駆けつけ、仰向けに倒れたままの彼女を覗のぞき込こむ。

　──と。ぐいっと胸倉を摑つかまれ、引っ張られた。

　唇に、柔らかい感触。

　キスされているんだと気づくまで、たっぷり五秒かかった。

　突然のことに呆ぼう然ぜんとしている間に体勢を変えられ、押し倒されるような形になる。彼女の長い黒髪がさらりと僕の肩にかかる。

　やがて口が離され、間近で息が重なる。桜の花びらが、髪飾りのように彼女の頭を彩いろどっていた。

「……なんで、二階から降ってきたんだ」

「……一刻も早く、きみのもとへ行きたかったから？」

「なんで疑問形なんだよ」

「いや、自分でもよくわかんなくて。でも、階段を使うコトすらまどろっこしく感じたのかな」

「使えよ、頼むから」

「ふふ」

「……なんで泣いてるの」

「なんでだろ」

　彼女は泣いていた。僕は彼女の泣き顔を初めて見た。

　悲しそうな泣き顔ではなかった。器用なことに、泣きながら、同時に笑ってもいたから。

　柔らかく、三日月のように細まった目。間近で見てしまったそれは、目に焼きつくように印象的で、僕はいまだにこのときの彼女の表情が忘れられない。二年経たつ今でも、色いろ褪あせず鮮明に思い出せる。

　彼女は僕の耳もとで、そっと秘密を打ち明けるかのような小声で言った。熱を持った吐息が僕の耳にかかる。
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　──日ひ野のがあたしのコト好きって言ってくれてうれしい。




　珍しく、とても素直にストレートにそんなことを言いやがったものだから。

　僕はそれ以上、何も言えなくなってしまった。

　耳が異様に熱い。今だけは鏡を見たくない。きっとおいしそうに茹ゆだったタコのような顔をしていそうでとても嫌だ。

　自や棄けのように、今度は自分から唇を重ねた。やられっぱなしでは悔しかったのもあるし、一方でもうそんな意地なんてどうでもよく、ただ彼女を可愛かわいいと思ったからというのもある。

　彼女は変な女だった。僕だって、けして女子から好かれるような性格をしているわけじゃなかった。きっと理想の恋人同士とかそんなものとは程遠い。

　けど僕は抗あらがいようもないほど彼女に惹ひかれていたし、彼女も不思議と僕を好きになってくれた。

　幸せ。言葉にすれば二文字でしかないその単語の意味を、身をもって知り積み重ねてゆくような日々。

　穏やかなだけじゃない、振り回されまくる日々だったことも確かだけれど、僕らは怖いほど満たされていた。

　そう、怖いほど。二人でいる時間は、シャボン玉のようにキラキラと七色の輝きを持ち、ふわふわと優しく浮遊するのに、触れたらぱちんと壊れてしまいそうな危うさをどこかで僕は感じていた。幸せすぎることが怖かったからだ。自分の人生に訪れる幸福と不幸というのは数量が決まっていて、幸せを受け取ったぶん、あとで不幸が襲いかかってくるんじゃないかなんて妄想が、どこか頭の片隅にあったから。

　そしてそんな妄想が的中するように、彼女は死んだ。







　死は怖くない。

　ただ、もう一度だけ、君に会いたい。

　そんな思いを胸に、僕は電車に揺られていた。

　彼女の手紙に書いてあった、「リセット」について知っているという人物のもとを訪ねるためだ。

　その駅は、僕の家から電車を乗り継いで一時間強かかるところにあった。

　あまり栄えているとはいえない、コンビニと薬局がぽつんとあるくらいの駅前を抜け、ここからは徒歩。スマホで現在地を確認しつつ、目的の住所へと進む。

　三月の終わりだ。冬を越え、この季節を待ちわびていたように、住宅地の庭先には花をつけた木々が風に揺れている。気温も温暖。

　だけど今の僕には、色も、温度もろくに感じられない。

　喪失感を抱いた心情を表す比喩として「灰色の景色」というのをよく目にするけれど、実際にはもちろん、色を、色として認識することはできる。

　空の青。木々の茶と緑。花の桜色。ちゃんとわかる。でも、ただそれだけ。

　色を色として認識することはできても、そこに本来は味わうことができるのだろう、風ふ情ぜいなり情緒なり、そんなものへの感受性が失われている。何を見ても、何も感じない。

　初めての景色を楽しむことすらできずただ機械的に足を動かし続けること約二十分。ようやく目的の場所に着いた。

　住宅街の外れ、長い長い坂を下りた先。まるで人目を避けるようにぽつんと立つ小さな一軒家。

　家自体はこぢんまりとした普通のものだけど、庭が広く、僕には名前もわからないようないくつもの植物が生い茂っていて、なんだかノスタルジックなアニメ映画にでも出てきそうな外観だ。表に表札はない。しかし、住所としてはここで合っているはず。

　どこの誰が住んでいるのかもわからない家だ。インターホンを押すのには、少しためらいがあった。

　だけどせっかくここまで来た。それに、「リセットを行え」というのは、彼女が手紙で僕に託した言葉。いわば遺言に近い。

　この先には、彼女の知る「何か」があるはず。だからこそ、僕はインターホンを押した。

　数秒の間の後、声が聞こえてくる。

「──はい。どちらさまでしょうか」

　顔が見えるわけじゃない。けれど声だけで、やけに紳士然と落ち着いた──だが老人というわけじゃない、僕と同じくらいの若い男だとわかった。

　とりあえず、応答があってよかったかもしれない。誰もいなかったら、誰か来るまで待たなければならないところだった。

「日ひ野の夕ゆう斗とと申します。三み日か月づき緋ひ花か里りさんに、ここの住所を教えてもらって……」

　さっそく言葉に詰まり、あらかじめ言うことを考えておけばよかったと今更思う。「リセット」を行うために来ました、なんて、常識的に考えればお帰りくださいと一蹴されて終わりじゃないだろうか。

　そんな心配とは裏腹に、にっこりと、声だけでも優雅に微笑ほほえんだのだろうとわかる甘い感じで、男は言った。

「かしこまりました。家のドアの前で、少々お待ちください」

　とりあえず、話をしてもらえるらしいので、ひとまずほっとする。

　にしても、これから一体何が起きるんだろう。そもそもヒカリは、「リセット」なんてものを知る男を、なぜ知っていたんだろう。疑問は埃ほこりのように降り積もってゆく。

　門から入り、庭を抜けて、家のドアの前で待つこと約十分。

　いつまで待つことになるんだろう、とスマホの時計をぼんやり眺めていたちょうどそのとき、「お待たせしました」の言葉とともにガチャリとドアが開いた。

　……その瞬間、僕は少しここに来たことを後悔した。

「はじめまして、ユウトさん。私の名前はクレセント。どうぞ、お見知りおきを」

　妙に恭うやうやしく、大おお袈げ裟さなほどのお辞儀をする男。

　すらりとした長身にスーツを纏まとい、手には白手袋。口調と仕草も相あい俟まって、執事のような雰囲気。まあ、そこまではいい。

　問題は、頭に、猫のかぶりものをしていること。

　デフォルメされたキャラクター的なものではない、リアル系な猫だ。……いや、今問題なのはリアルかリアルじゃないとか、そんなことじゃない。

　どうして、猫のかぶりものなんかしているのか。問題はそこだ。

「ふふ。猫で驚きましたか」

　なんなんだこいつ、と言葉にせずともじろじろ見てしまっていた僕に、「クレセント」と自称した男は言う。

「無理もありません。猫が人語を喋しやべるなんて、普通は驚きますよね。ですが、私はそういう猫なのです」

「いや人間だろ」

　初対面ではあるが、反射的につっこんでしまった。

　猫のかぶりものをしては、いる。だけどあくまで「猫のかぶりものをした人間」でしかない。

　僕よりもやや高いその身長は絶対に人間の男性のものだし、そもそもかぶりもの以外に猫要素が一つもない。

「ええ、ええ、最初は皆そう言うんです。なかなか信じられないですよねえ、私のような猫の存在は。けど大丈夫！　あなたも次第に、私が猫だということを受け入れられるようになるでしょう」

　受け入れられるようになったら、むしろやばいと思う。

　そう思いはしたけれど、口には出さなかった。さっきは咄とつ嗟さにつっこんでしまったが、初めて会った、こんな得体の知れない男にあまりどうこう言うのには抵抗があるというか、警戒心が湧いたから。

「まあ、立ち話もなんですから、どうぞ中へ」

　クレセントは、僕を家の中に入るよう促す。

　怪しい、猫のかぶりものなんかした男の家だ。本当に入って大丈夫なのか？　と、一瞬戸惑いの気持ちが生じる。そして、それを見抜いたようにクレセントが言う。

「今、こんな猫なんかの家に入って本当に大丈夫なのか、と思ったでしょう。いいですか、人を種族で判断してはいけませんよ。猫も人間も、互いに偏見を持たず手を取り合って生きてゆくべきなのです」

　……種族で判断、の前に、「人を」と言ってしまっているのはいいのか。

　クレセントはあくまで猫だと主張してくるけれど、明らかに人間だ。

　だが、その物言いになんだか気が抜けた僕は、家に入る決心をしたところで、更に気が抜ける。

　どうぞ、とばかりに足もとに用意されていた客用スリッパは、ふわふわした猫足型のものだった。ご丁寧に、裏に肉球を模したぷにぷにまでついている本格仕様。

　とはいえ、仮にも人の家にアポなしで（電話番号も何も書いてなかったから、アポのとりようがなかったんだが）お邪魔させてもらう身だ。スリッパ一つで文句をつけるのもなんだし、黙って履く。

　案内された応接間は、妙に時計が多かった。

　高級そうな柱時計、普通の丸い壁掛け時計に、鳩はと時ど計けい。棚に並べられた置き時計に砂時計。一部屋の中に、絶対こんなに時計は必要ないだろう。

　……まさかとは思うけど、彼は時を司つかさどる能力があったりするんだろうか。「リセット」というのも、時間を操る能力の一環なんだろうか。そんなふうに時間に関する存在だからこそ、こんなふうに室内に時計が溢あふれているんだろうか。

「時計が多くて驚きましたか。これは、私の趣味です」

　趣味かよ。

「時計をコレクションするのが好きなものでしてね」

「……猫は、魚やネズミや玩具が好きなんじゃないですか」

「時計が好きな猫だっています」

　一度クレセントが退室し、紅茶を持ってきてくれたところで、僕らはテーブルを挟み、革製の椅子に座り向き合う。

「……ええと、クレセントさん。さっそくなんですけど……」

「私に敬称や敬語はいりませんよ。どうぞ、楽に喋しやべってください」

「……じゃあ、さっそくなんだけど」

「はい、なんでしょうか、ユウトさん」

「……僕にも敬称や敬語はいらないけど」

「いえ、私は敬語じゃないと落ち着かないので、この話し方のままで」

「僕には、敬語をやめるように言ったのにか」

「はい。私は、そういう猫なんです」

　変な奴やつだ。彼女の紹介なだけはある、と妙に納得してしまう。

「それで、クレセント。『リセット』って、一体なんなんだ」

「おやおや。本当にさっそくですね」

「その。……僕は、三み日か月づき緋ひ花か里りの恋人だったんだけど。彼女のこと、彼女が亡なくなったことは、知っているか？」

「ええ、存じています。……彼女のことは、残念でした」

　死を悼いたむように一旦落ちた声のトーンに、胸が軋きしむ。

　こうして誰かと彼女のことを話題にするたび、この世界にもう彼女がいないという現実を思い知るようなこの感覚に、まだ慣れない。慣れたくもない。

「それで、彼女は僕に、こんな手紙を遺のこした。ここに、『リセットを行え』というようなことが書いてある」

　僕は実際に持ってきていた彼女の手紙を見せるとともに、言った。

「単刀直入に聞く。『リセット』なんてものを行い、死んだ人間ともう一度会うなんてことが、可能なのか。ここまで来ておいてなんだけど、正直僕には信じられないんだけど」

　僕は本を読むことが好きだし、ファンタジーもそこそこ読む。だけど、だからこそ、不思議な力なんてものはフィクションの産物であり、現実でそれを信じるのは馬鹿らしいとも思っている。物語と現実は、区別されるべきだ。

「『リセット』はありますよ」

　だがクレセントは、当たり前のようにさらりと言った。

「もっとも、『リセット』を行うには『セカイの謎』を解かなくてはならないので、今、リセットの力を見せるということは、できないのですがね」

「…………」

　いくらリセットの力があると言われたって、口先だけではそう簡単に信じられない。

　死んだ人間にもう一度会うなんて、普通は絶対にありえないんだから。

「そもそも、リセットってなんだ。運命をやり直せるって、手紙には書いてあるけど……具体的にどういう力で、何が起きるんだ？」

「リセットはリセットですよ。セカイの謎を解く前には、詳しくお教えすることはできません」

「……見せることも教えることもできないなんて言われたんじゃ、信じられない」

「ふむ。困りましたね。……では」

　クレセントは手袋をしたままの手で、かぶりものの顎の下を撫なでた後、椅子から立ち上がる。

　彼は近くの物入れの引き出しから、何か取り出す。

「こちらをご覧ください」

　そう言って僕に渡されたのは、懐中時計。彼の掌てのひらの中にすべて隠せてしまえるほどの、ごく小さなもの。

「壊れてるじゃないか」

　盤面にヒビが入っているし、電池が切れているのか、秒針も動いていない。短針も長針も、現在とはまったく違う時間を示して止まっている。

「ふふ。リセットの力を、今見せることは、できません。その代わり、こんなのはどうです？」

　クレセントは僕の手から懐中時計を取ると、自分の両手で、それを包み込むようにぎゅっと挟む。そして何か、日本語ではない言葉──魔法の呪文のようなものを、唱えた。

「どうぞ。もう一度ご覧ください」

　彼は、再度僕にその懐中時計を渡す。

「一体なんだって……、っ!?」

　受け取ったのは、同じ懐中時計だ。大きさもデザインも変わっていない。

　ただ一つ、明らかに変わっていることがある。

「……直ってる……？」

　さっきは確かにあったはずのヒビが綺き麗れいになくなり、秒針も時を刻んでいる。短針と長針が示す時間も、正確に今の時間だ。

「どうです？　あなたは今までご存じなかったかもしれませんが、この世界には確かに、不思議な力というものが存在するのです」

「……ただの手品じゃないのか」

「おやおや、疑うたぐり深ぶかいですねえ。もっと、素直に信じる心というのを大切にしたほうがいいですよ」

「簡単に信じられる話じゃないだろ。運命の『リセット』なんて」

「信じてくださいよ。この世界には、あなたが思うよりも、不思議なことがたくさんあるのです」

　クレセントは、まるで壊れていたのを「リセット」したかのように綺き麗れいになった懐中時計、その鎖に指をひっかけ、くるくると回す。

　そして、ふっと微笑するように息を落とした後、言った。

「……実際、あなたが覚えていないだけで。既にあなたの身にも、『リセット』が起きていたりする……なんてことも、あるかもしれませんよ？」

　くすくすと、悪戯いたずらっぽく笑う猫のような声。なんだか、食えない奴やつ。

　……「リセット」なんてあるはずない、と思う。思ってしまう。

　希望に縋すがるのは怖い。その希望が砕かれたとき、深い絶望へと一転するから。

　僕は彼女の病気が発覚してから毎日、希望に縋すがった。奇跡を願った。

　彼女が病気？　噓うそだ、医者が噓うそをついているんじゃないか。

　すべてが夢なんじゃないか。すぐに目が覚めて、「なんだ、夢か」と笑えるんじゃないか。それで彼女が、「そんな夢みるとか、ドラマの観みすぎなんじゃないの？」と馬鹿にしてくれるんじゃないか。

　彼女が死ぬはずない。しぶとい彼女のことだ。奇跡的な回復とかして、「なんか全然たいしたことなかった！」なんて退院してくるんじゃないか。

　どこかの国の偉い先生とかが、病気を完治させる薬や手術方法を発見して、彼女もすぐよくなるんじゃないか。

　そんな、夢のような希望や奇跡にばかり、縋すがっていた。

　それ以外、何もできることなどなかったから。

　明日こそは、明日こそは何か奇跡が起きる。きっといい方向へ転がってくれる。

　必死にそう自分に言い聞かせても、彼女は日ごと悪くなってゆくだけで、僕はそれをただ傍そばで見ていることしかできなかった。

　微かすかな希望に縋すがりついては絶望する、精神が削り取られてゆくような日々。だからこそもう、希望を持つことは怖いけれど。




　──「リセットの力を使って、もう一度あたしに会いに来い」




　彼女が、そんな手紙を僕に遺のこしたから。

　信じられないと思う一方で、縋すがりたかったから、僕はここまで来た。

　希望を抱けば、いつかは絶望を抱くことになる。

　……だけど。どうせ、もう失うものは何もない。

　僕の家族は母親のみ。もともとは、僕の父が大金持ちの妻帯者で、母は最初から金目当てで彼に近づき、僕を産んで父に「今の奥さんと別れて結婚してなんて言わないし、周りにも秘密にしておいてあげるから、お金だけちょうだい」と言ったらしい。

　金には余裕のある父が、その約束を守り毎月多額の金を振り込んでくれるおかげで、生活には困らなかった。僕は大事な金ヅルだから、母からも暴力を受けるとかそういうことも、幸いなかった。だが母親はもう、新しく愛する人をつくっていて僕に興味はなく、滅多に家に帰ってくることもない。

　つまり、僕が彼女の後を追っても、一生の傷になるような人はいない。

　友達は一旦悲しんでくれるかもしれないけど、きっとすぐ忘れてゆく。

　──なら。人生の幕を下ろす前に、挑戦してやろう。

　セカイの謎、とやらに。

「……クレセント」

「はい」

「リセットを行うためには、セカイの謎とやらを解かないといけないんだろ。……それは一体、どんな謎なんだよ」

　クレセントは懐中時計を弄ぶのをやめ、「それ」を口にした。




「このセカイで、最も綺き麗れいなものはなんだ？」




「……は？」

「今のが、リセットを行うために解かなくてはならない、『セカイの謎』です」

「……ずいぶん、抽象的だな。最も綺き麗れいなものなんて、人によって違うだろ」

「そうかもしれませんね。ちなみに、あなたにとって最も綺き麗れいなものは、なんですか？」

「……彼女。三み日か月づき緋ひ花か里り」

「ごちそうさまです」

「のろけたわけじゃない。ただ、そう思ったから言っただけだ」

「その言葉自体、十分なのろけのような気もしますが。素敵な回答……しかし残念ながら、それは『セカイのアルジ』の望む回答ではないのですよ」

「セカイのアルジ？　なんだ、それは。……ヒカリとどういう関係なんだ。そもそも一体どうして、ヒカリは『セカイのアルジ』や『リセット』なんてものを知っていたんだ」

「ふふ。この世界には、知らなくていいこと、今は知るべきではないことというのが存在します。今はまだ、それをお話しするタイミングではありません」

「……なら、それは一旦置いておくとしても。セカイのアルジとやらは、どんな答えを求めてるっていうんだ」

「それを見つけ出すことが、あなたのやるべきことですよ？」

「…………」

　今は知るべきタイミングではないとか、僕がやるべきことだとか。結局全部、はぐらかされている。肝心なことがまったくわからない。

「……自分の基準じゃなく、もっと一般的で普遍的な答えを見つけろってことか？」

「ふふ、さて、どうでしょうねえ。いずれにせよ、あなたが『それ』を見つけ出し、私に預けてくだされば、私は『セカイのアルジ』にそれを渡します。そして『リセット』を行い、あなたの望みを叶かなえて差し上げましょう」

「僕の、望み」

「ええ」

　クレセントは大仰に頷うなずき、誓うように右手を胸に当てた。

「もう一度、彼女に会わせて差し上げます」

　それはまるで、甘い毒薬のような囁ささやき。

　怪しいとはわかっているのに、手を伸ばさずにはいられない。残酷な誘惑。そう、そうだ……こんなのはまるで、悪魔の囁ささやき。

「……悪魔、なのか？」

「私ですか？　どう見ても、可愛かわいらしい猫でしょう」

　どう見ても人間だ。胡う散さんくさくて、得体が知れなくて、紳士ぶっているけど怪しさ満点の男。

　普段なら絶対に信じられないし信じない。だけど今は、一いち縷るの望みに縋すがりたい。それがたとえ、どんなに細い蜘く蛛もの糸なのだとしても、摑つかまずにはいられないのだ。

「それで、ユウトさん。挑戦するんですよね？　リセットを行うための、この謎解き」

　最後の確認であるように、くすりと笑う声に、真剣さが混じる。

「ああ。やる」

　どうせここまで来た。どうせもう失なくすものはない。

　最後に一つ、馬鹿げた賭けに乗ってみよう。

「……まあ、やるといっても、何からやればいいのかすら、わからないけどな。なにせ謎とやらが、あまりにも抽象的すぎるし」

　ただ、当分はたっぷり時間がある。現在は春休み中で、推薦で入学が決まっている大学は、入学式の日取りが遅くまだしばらくは大学生活も始まらない。

　……彼女と二度と会えないなら、大学生活自体、どうでもいいものだけど。

「ご安心ください。この私、お役立ち猫のクレセントが、全力であなたをサポートいたしましょう」

「サポート？」

「はい。まず、あなたがこれからやるべきことですが。私が、『セカイのアルジ』の言葉を聞きます。あなたには、『セカイのアルジ』が私に伝えた場所に行くことで、謎の答えを探していただきます」

「行くべき場所を、示してもらえるのか」

「はい。ただし、行くべき場所は一か所ではありませんよ。セカイの謎は、そんなに簡単なものではありませんから」

　それでも、まったくのノーヒントでは最初から途方に暮れるしかなかったから、助かる。

「ちなみに、行くべき場所を回るときは、私もご一緒します」

「え……ついてくるのか？」

「はい。セカイの謎探しの、同行者ですよ。何か不都合でも？」

　不都合というか、こんな猫のかぶりものをした男を連れて歩いていたら、確実に変人だと思われるだろう。

「別に、私が一緒にいてもいいでしょう？　日本人は猫好きが多いですから。私を連れていると、何かと優しくしてもらえるかもしれませんよ」

　日本人に猫好きが多いことと、猫のかぶりものをした男に寛容であるかということはまったく別問題だ。不安しかない。

「それと、一つ、大事な制約があります」

「制約？」

「はい。セカイの謎探しをしている間、乗り物は禁止です。行くべき場所には、必ず、徒歩で行ってください」

「…………。もしかしてそれで、ものすごく遠い場所まで行かされたりするのか？」

「ふふ、さて、どうでしょう。それは私の知るところではありません。すべては、セカイのアルジの意のままに」

　目の前の、自称猫の変人は、きっとかぶりものの下で微笑を浮かべている。そんな、意地の悪い声だ。

　彼女の遺のこした言葉に従い、ここまで来て、僕は。

　彼女ともう一度会うための、旅に出ることになるようだ。
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　謎解きのために、最初に行かなければならない場所。

　それは、僕がつい最近まで通っていた高校だった。

　僕と彼女が出会い、恋人となった場所でもある。

「はあ……」

　出発地──クレセントの家が千ち葉ば県けんで、高校の所在地は東とう京きよう都と。だが二十三区ではない、多た摩ま地域に存在する市なので、徒歩となると結構な時間と体力が必要となる。

「大丈夫ですか、ユウトさん。お疲れですか？」

「……普段、こんなに歩いたりしないからな」

　僕はけして体育会系ではないし、運動が好きなタイプでもない。むしろインドア派で、自主的に運動をすることは滅多にない。

　一駅分歩くのさえ億おつ劫くうだと思うタイプなのに、一駅どころじゃない距離を歩くことになったわけだ。謎を解くというから頭脳労働系を想像していたけれど、ずいぶん肉体労働だな。

「ふふ。たまには体を動かしたほうがいいですよ。健康のために」

「健康なんて……」

　彼女が病死したっていうのに、自分だけ健康なんて気にするのは、馬鹿馬鹿しい。

　そんなことを思ったけど、口にするのはやめた。初対面の胡う散さんくさい自称猫に、わざわざ言うようなことでもない。

「……僕より、そっちは大丈夫なんだろうな。その、かぶりもの。見てるだけで暑いんだけど」

　クレセントは宣言通り、この道中、僕と一緒に目的地まで歩いてくれている。

　文句も言わずについてきてくれるのはありがたいが、格好がスーツ姿に猫のかぶりものというままなので、そんな姿のまま歩き続けて平気なのだろうかと気になる。一緒に行動しているんだから、倒れられても困るし。

　すれ違う人ひと達たちも、一体なんなんだろうとチラチラ好奇心の眼まな差ざしをこちらに向けていた。そこまで不審なものを見る侮蔑の目ではないのが救いか。春休みだし、浮かれた学生がＳＮＳに投稿するネタでも作っているとか思うのかもしれない。

「かぶりもの……？　はて、なんのことでしょう」

「……その猫設定を貫き通そうとするのは構わないけど、脱水症状とかにならないでくれよ」

「ふふ。十分気をつけますよ」

　クレセントに「セカイのアルジの言葉」とやらを聞いてもらい（その際、クレセントは一人で別の部屋にこもってしまっていたので、何をどうしてその言葉とやらを聞いたのかは不明だ）、彼の家を出発したのが昼過ぎ。スマホで地図を確認し、それでもたびたび迷いながら、ひたすら歩く。

　ここで、景色の変化による感慨なんか楽しめれば、少しはいい道中になったのかもしれないけど。

　今の僕は、色を認識することはできても、色を美しいと思うことはできない。彼女を失ったのと同時に、世界を楽しむという感覚も失ってしまったように。

　だから道中なんか、ただ単に、自分の歩くスピードに合わせて住宅や電柱、木々が後ろに流れてゆく。それだけの単純作業でしかなかった。

　感覚が鈍っている──そのくせ足の痛みだけはダイレクトに襲いかかってくる。

　たまに公園のベンチなんかで休憩をとり、水分補給をしながら、ひたすら歩き続ける。

　やがて夜になると、スマホ検索で最も近いホームセンターで夕飯と替えのシャツ、寝袋やそれが入るバックパックなどを購入。公園で野宿する羽目になった。

「……野宿なんて、生まれて初めてだ」

「ユウトさんは、もうすぐ大学生なのでしょう？　こういうの、学生の青春って感じで素敵じゃありませんか？」

「……学生の青春をなんだと思ってるんだ。ていうか、そっちだって学生なんじゃないのか」

　喋しやべり方かたはかしこまっているし、紳士的……というか、そうあろうとしている気がする。より正確に言うなら、そういうキャラを演じようとしている気がする。猫キャラを演じるのと同じように、紳士キャラを装よそおおうとしているような。

　だが声の雰囲気とかでは、そんなに僕と年齢が離れている感じはしない。そのかぶりものを取れば、大体の年齢もわかりそうなものなのに。寝るときまでかぶりものを取らない気なんだろうか。スーツの上着は脱いでいるくせに、そこは譲れないラインなのか。

「私ですか？　私は、猫ですよ。自由に生きる猫です」

「……あ、そう」

　もういい。好きに言わせておこう。

「なんですかユウトさん、その反応は。せっかくのこんな旅なんです、楽しまないと損ですよ。もっとはしゃいだらどうです。ほら、夜空ですよ。生の夜空です」

「夜空に生も何もないだろ」

　楽しむことなどできない。

　ヒカリを失ったばかりだから。

　今も、こうやって。どうして彼女がいないんだろう、どうしてここに彼女がいないんだろう、どうして、この世界にもう彼女がいないんだろう、と。

　ずっと繰り返してきた疑問と痛みが、また胸を引き裂くように叫びを上げる。胸の中に、鋭い爪と牙を持った真っ黒な化け物でもいて、うるさく吠ほえながら僕の中を滅め茶ちや苦く茶ちやにかきむしっているかのようだ。

「素っ気ないですねえ。もっと笑顔を大事にしてはいかがですか？　笑う門には福来たる、ですよ」

　穏やかで、にこやかな言葉。悪気なく神経を逆さか撫なでされている気分だ。

　笑顔が大事とか、笑って、明るく前向きにやっていれば報われる、みたいな言葉は、恵まれた人間のものだと思う。

　──幼い頃、僕は母親に好かれたくて、なるべく明るく元気に振る舞ってみたり、笑顔の練習をしてみたことがある。

　だけど、努力次第で変えられるものばかりじゃない。何をしても興味を持ってくれない母に、年をとるにつれ僕も興味を失っていったし、母親以外の人間にもあまり興味を持てなくなっていった。

　ヒカリは本当に、僕にとって例外中の例外だった。特別だったんだ。なのに僕は、そんなヒカリさえ失ってしまった。

　明るい人間や愛あい想そのいい人間が苦手なわけじゃない。だけど、それを他人にも強要するような人間は苦手だ。

　だからクレセントのことは、正直煩わしいと思う。

「どうでもいい。寝よう。疲れた」

　会話を終了させたくて、そう言った。だが噓うそではなく、実際にもう体が重い。ずっと歩きっぱなしだったものだから、普段甘やかされている両足はとうに悲鳴を上げている。

　寝るための準備をしつつ、ちらりと夜空を見上げる。別に星が多く見えるわけでもないし、なんてことはないごくごく普通の夜空だ。

　……景色の美しさというのは、景色自体や視覚云うん々ぬんの問題ではないと思う。

　重要なのは、誰と見るか。どんな気分で見るか。

　今の僕にはただ真っ黒というだけで何も感じられない空でも、どこかで同じ空を見上げている誰かにとっては、何より美しくかけがえのないものに見えていたりするんだろう、きっと。

　ヒカリも、天文部に所属していただけあって、夜空が好きだった。「夜空ってロマンを感じるよね。ほら、こう、宇宙ってロマンじゃん？」と、一緒に二人で夜空を見たことも何度かある。

　彼女と見た夜空はいつも綺き麗れいだったはずなのに。

　今は、ただの黒い紙でも見ているかのように、どうでもいい。

　今の僕には、何かを綺き麗れいだと思うことができないんだ。どんな色をしているだとか、とても細かく飾られたものだとか、そういうのを理解することができたとしても、「それがなんなんだろう」と思うことしかできない。

　僕が、もう一度彼女に会うために解かなければならない謎は、「このセカイで最も綺き麗れいなものはなんだ？」というもの。

　こんな今の僕に、見つけることができるのだろうか。







　翌日は、朝から既に倦けん怠たい感かんと筋肉の痛みを感じた。

　昨日は昼過ぎにクレセントの家を出て、夜までずっと歩き通し。しかも、慣れない野宿。普段しないことのオンパレードで、体が不調を訴えている。

　だけどまだ、最初の目的地にさえ着いていない。こんな段階から音を上げているわけにはいかないんだ──「リセット」のためにも。

　そんなわけで、悲鳴を上げる足に鞭むち打うち、昼過ぎにようやく高校の最寄り駅近くまで辿たどり着つくことはできた。

　かといって、まだ喜ぶことはできない。ここからがまた問題だ。

　僕らが通っていた高校は、駅からスクールバスが出ていて、学校まではバスで約二十分。生徒全員がバスによって登校している。毎日徒歩で登校しているような生徒はいないと思う。少なくとも、僕は在学中そんな猛も者さには出会わなかった。

　理由は単純。高校が、山の中にあるから。

　東とう京きようというと都会なイメージがあるし、都心には高いビルが立ち並び、自然は少ない。だがそれはあくまで、都心の話。

　同じ東とう京きよう都であっても、二十三区の外の市には、山も川も畑もたくさんある。うちの高校も、仮にも都内でありながら非常に自然豊かで、学校の周りには木々ばかり。カラオケやゲーセンなんてものはおろかコンビニすら気軽に歩いていける距離にはない。いや、バスの窓から学校へ向かう途中、他の場所で見たことがないような名前の、おそらく個人経営ローカルコンビニがぽつんと立っているのは見える。歩こうと思えば歩けない距離ではないけど、歩いていくには面倒くさい距離でもある。

　校内放送で「校庭に猿が出ました。危険なので近づかないように」と流れたこともあるし、ぼんやりと窓の外の木々を眺めていたら、モモンガらしきものがひらりと飛んでいるのを目撃したこともあるし、球技大会のときには雹ひようが降った。おかげで僕は、高校時代を都内で過ごしたという自覚はあまりない。

　ともかく。高校は山の中。かつ、僕は乗り物を使うことができず、徒歩で行かなければならない。

　ただでさえ疲れきっているうえに、山登り。体力も精神も摩耗してゆくようだ。

「……この先の坂道をずっと、歩いて上るのか……」

　山の中といっても、ちゃんとスクールバスが通れるように整備されているわけであり、鬱うつ蒼そうと木々が生い茂っている、いかにも山という雰囲気はない。どちらかというと、なだらかな上り坂がずっとずっとどこまでも続いている感じだ。それがかえって辛つらい。

「歩いて、上るんですよ」

「……にこにこ面白がるかのような声をしているけど、僕と一緒に上るんじゃないのか、クレセント」

「ええ。上りますよ？　いやあ、大変そうですねえ」

「……せめて、かぶりもの取ればいいのに。暑そうだし」

「かぶり、もの……？　何をおっしゃっているのかわかりません。私は猫です。吾わが輩はいは猫である、名前はまだない、なのです」

「名前はクレセントじゃないのか」

「そうでした。私は猫である、名前はクレセントです」

　馬鹿馬鹿しいやりとり。山登りの前から疲れるようで、僕は長い息を吐く。

「くだらないこと言っていないで、とっとと行こう」

「くだらないことを楽しむというのも、また人生だと思いますけどね」

　自称猫が人生を語るな、と言いたいところだが。そうしたら、またにこやかな声でどうでもいい返しをされそうなので、あえて言わないことにした。

　本来、受け流せるようなことにも苛いら立だってしまう。余裕のない証拠だ、と自覚はあるけれど、どうにもできない。

「……いいから、行くぞ。余計なことは喋しやべっていたくない」

　ただでさえここまで歩いてきて疲れているうえに、これから山を登るのだ。無駄な体力を使いたくなかった。

「素っ気ないですね。私が一緒にいるのは、お嫌ですか？　学校まで一人で行きます？　私はここで待っていたほうがいいですか」

「それ、山登りたくないってだけなんじゃないのか。来いよ。どうせならもう、道づれだ」

「やれやれ。別に道づれがいたところで、あなたにかかる負担が変わるわけでもないでしょうに」

「それはそうだけど。でも、道づれがいれば──」

　──一緒に笑えるんじゃない。

　いつかの彼女の言葉を、無意識に口にしようとしてしまった。

　あの、初めて会話を交わした日。くそまずい飲み物を一緒に飲んだ日。

　チリッと焼けるような痛みが胸に走る。もし今ここに彼女がいたら。こんな苦行のような中でも、「もうほんと疲れたよね、ばかじゃん」とけらけら笑いながら、楽しい時間を過ごせたんだろうか。そんな意味のないことを考えてしまう自分に嫌気が差す。

　忘れたいわけじゃない。忘れたくはない。

　だけど、思い出すのは辛つらい。

「ユウトさん？　どうかしました？」

「なんでもない。行こう」

　そこからはほぼ無言で、ひたすら足だけ動かしていた。

　僕は相変わらず、景色を楽しむことはできず。木も草も花も、相変わらずそれをそれと認識できるけれど、ただ「ある」だけ。ゆっくりと、それらが後ろに流れてゆくだけ。

　楽しむ、なんてことはできず──上っている最中は、「本当に辿たどり着つけるんだろうか」という気持ちで一杯だった。

　ここまでもずっと歩いてきたせいで、足の裏はじんじんと、ちゃんと靴を履いているというのに、素足で焼け石を踏んでいるかのように痛い。膝から下全体を襲う不快感。普段は「足」なんて部位を明確に意識することないのに、今この足は、全力で存在を主張している。筋肉が大声で疲労を訴えている。

　時折、立ち止まったり、少ししゃがんで揉もんだり、水分補給をしたり。思うように進むことはできず、だからこそ焦あせるし、挫くじけそうになる。こうして乗り物を禁止されてあらためて実感するが、徒歩での一歩一歩というのは、とても小さいし遅い。

「くっそ……」

　もっと早く進みたいのに、上がらない自分のペースに自分で苛いら立だつ。

　……その、一方で。

　当たり前と言えばそうかもしれないけれど、立ち止まっても座り込んでも、遅くても。逆方向に歩かないかぎり、戻ることはない。

　どれだけ遅くとも、足を動かせば動かしただけ、目的地には近づける。

　最初はぽつぽつと住宅があった場所から、次第に緑が増えてゆき、トンネルを抜け。そこから先を、更に上る。あとはもう、とにかく木、木、木ばかり。

「あ……もう少し、だ……」

　やがてよく彼女と二人、バスを待ちながらくだらないお喋しやべりをしていた、学校のバス停が見えてきた。

　長い長い徒歩の末、ようやく見えてきた終着に気が弛ゆるみ、今すぐに倒れ込みたくなるし、そのまま二度と動きたくなくなる。

　だが実際はバス停から校舎まで、最後にもう少し坂を上らないといけないから、まだ足は止めるわけにはいかない。しかも、学校に着いたら謎解きのため何かするべきなんだろう。あまりの休息のなさに、いっそこのまま座り込んでしまいたくなるけれど。

　──だが、それでも。亡なくなった人間ともう一度会うチャンスを得るためと考えれば、むしろこのくらいでも安いだろう。

　だから僕は、歩き続ける。

「はあ……っ」

　水分を補給したぶん、次々流れてくる汗をぐいと腕で拭い、ラストスパート。

　ラストだからといってダッシュで行くような元気も気力もない。その代わり、一歩一歩を踏みしめる。

　不思議だ。三年間も通ったのに、電車もバスも使わず、自分の足だけで来たのは初めてだから。

　それだけで、少し、ほんの少しだけ、新鮮な景色のように見えた。

　……新鮮なだけで、綺き麗れい、というのとは、違うけど。







　学校の敷しき地ち内ないには、僕だけで入ることにした。

　クレセントは猫のかぶりものをしたままでは、さすがに校内に入るのはまずい。かといって奴やつはかぶりものを外そうとしない、そもそもかぶりものであることすら認めようとしない。

　まだ卒業したばかりで、僕を知っている先生もいるのに、あいつのことを見せたくはない。道ですれ違う程度の、知らない人に好奇の目で見られるのとはわけが違う。

　そう、僕はほんの三週間前卒業したばかり。とはいえもう在校生ではない、微妙な立ち位置。勝手に校舎内に入っていいのだろうかと一瞬躊ちゆう躇ちよもしたが、「誰かに見つかって注意されたら、素直に謝ろう」という開き直りのもと、普通に入ることにした。何しろ、ここまで必死に歩いてきたんだ。ここで引き返したらあの労力が全部無駄になってしまう。

　一階には職員室があり、誰に会ってしまうかもわからないので、すぐに二階へ。春休み中とはいえ、先生達たちは雑務のため学校に来ているんだろうし。それこそ、岩いわ倉くらみたいに厳しくて頭の固い奴やつには見つかりたくない。卒業したんだから出ていけ、とつまみ出されそうだ。

　上履きがないので、靴下だけの状態でひたひたと二階の廊下を歩く。吹奏楽部が各教室を使ってパート練でもしているようで、あちこちから楽器の音が聞こえてくる。春休み中だっていうのに熱心だな。

　しかし、ここまで辿たどり着ついたはいいものの、僕は一体どうすればいいんだろう。

　このセカイで最も綺き麗れいなもの。……それが、この学校のどこかにあるっていうことなのか？　あるとしたら、どこに……。

「……日ひ野の？」

　考えながらふらふらと廊下を歩いていたところで、背後から声をかけられた。

「青あお山やま先生」

　僕の、高二のときの担任。三十代半ばの、眼鏡をかけた穏やかな男性教師だ。

「こんにちは、先生。部活指導とかですか？」

　青あお山やま先生は吹奏楽部の顧問だ。熱心ではあるが厳しくはなく、丁寧に指導してくれると評判だった。僕は吹奏楽部ではなかったけれど、担任だったときは優しく接してもらっていた。

「そうだよ、新入生歓迎コンサートの予定もあるしね。……日ひ野のこそどうしたんだ。何か用事でもあったのかい」

「あー……あの」

　セカイの謎解きのために来ました。なんてことは言えない。どう言ったものか、と一瞬考えてから、僕は口を開いた。

「あの、先生。ヒカリが……三み日か月づき緋ひ花か里りが、亡なくなったんです」

「…………」

　僕の言葉に、先生は一瞬息を止めた。

「ああ……知ってる」

　保護者か、教師の誰かから、既に聞かされてはいたようだ。

　僕にどんな言葉をかけてあげるべきなのか戸惑った──さっき一瞬の沈黙は、そういうことだと思う。

　変に慰めの言葉をかけられるのも嫌だったので、僕は先生が何か言う前に言葉を続ける。

「それで、その。変だって思われるかもしれませんけど……どうしてももう一度、ここに来たくなってしまって。……ヒカリは、卒業式にも出られなかったし」

「そう、だよな。……うん、だな」

　先生は僕とヒカリの関係を知っている。そしてそれを不快に思うことなく、温かく見守ってくれる人だった。

　優しい人だ。だからこそ言葉に迷っている。僕はそこにつけ込む。

「先生。ほんの少しでいいんです。校内を、見て回っていいですか。ヒカリがいた場所を、もう一度この目で見ておきたいんです。……卒業する前は、もう一度くらい、彼女とここに来られるんじゃないかと思っていて……」

　噓うそだ。

　卒業前だって、奇跡に縋すがりつつ、もう回復の見込みがないことはわかっていた。

　それを思い出すことも、こんな噓うそをついている自分のことも気持ちが悪い。けれどすべてはセカイの謎を解くためだ。彼女にもう一度会う、その可能性に賭けるため。

「……ああ、もちろんだ。日ひ野のは卒業生なんだし、気がすむまで自由に見て回るといい」

「ありがとうございます、先生」

「青あお山やま先生ー、質問したいことがあるんですけどー」

　そこで先生は、教室から出てきた別の生徒に呼ばれる。

「ああ、今行く。……日ひ野の、それじゃあ」

「はい、ありがとうございました」

　軽く一礼し、そのまま振り返らず歩き出す。

　これで許可は得られた。誰か他の教師に見つかっても、堂々と「青あお山やま先生に許可を貰もらいました」と言えばいいわけだ。

　さて、ここからどこに行こう。

　とりあえず自分のクラスだった教室にでも行くか、と思い、階段をまた一つ上がる。

　僕とヒカリは、一年と三年のときは違うクラスだった。同じクラスだったのは、二年のときだけだ。

　だからこそ僕は、ついこの前まで過ごしていた三年の教室ではなく、二年のときの教室に行ってみる。

　教室の扉は閉められていたけれど、中に誰かいる気配はなかった。春休み中も活動している部に使われているわけではなさそうで、ひとまず安心する。

　覚悟を決めるように呼吸を整えた後、扉を開けた。

　誰もいない、電気もついていない、ただ机と椅子が並んでいるだけの教室がそこにある。

　当たり前だけど、それ以外に特別なものなんて何もない。

「…………」

　セカイで最も綺き麗れいなものはなんだ、と。それを探せ、とは言うけれど。それで、セカイのアルジとやらの言葉に従ってここまで来たわけだけど。どうやってそんなもの探せというんだ？

　宝探しでもしろっていうのか。床下や天井裏に、絵にも描けないような美しい財宝でも隠されているというのか。……とても、そうは思えない。

　なんとなく、ではあるけれど、そういう物質的なものを求められているわけではない気がする。もともと、謎自体ひどく抽象的だ。答えはもっと感覚的な何かのような気がするんだけど──

　……考えたところで、わからない。クレセントは一か所だけでなくいろんな場所に行かなければならないとも言っていた。ここに来ただけでは、答えは摑つかめないんじゃないだろうか。

　そう思うと、念のため床下や天井裏を調べてみる気にもなれなくて、僕は窓辺に立つ。

　窓を開けると温かい春風が入り込んできて、カーテンを揺らした。見下ろせば、すぐ下には校庭、遠くには一面緑の木々が見える。

　彼女は窓辺が好きだった。自分の席が廊下側だったときには、そのときちょうど窓まど際ぎわの席だった僕のところまで、休み時間よくやってきたものだ。

　こうしてこの教室で窓からの風を浴びていると、窓の外を眺める彼女の横顔、揺れる黒髪を、目の前に鮮明に描くことができる。

　──ねえ、ユウト、と。

　僕を呼び、微笑ほほえむ彼女を。







「ねえ、ユウト。時間を巻き戻せるとしたら、何する？」

「え？」

　僕ら以外誰もいない放課後の教室。強い風が吹くたびカーテンがまとわりついてくる、窓まど際ぎわの僕の席。

　彼女は自分の席でもない僕の前の席に座り、僕の机に組んだ腕を乗せ、更にその上に自分の顎を埋めて、上目遣いでそんな質問をしてきた。

「何、急に。まあ、君の言うことが急なのはいつものことだけど」

　その日は彼女が、「家に帰るのだるいけどこれから電車乗ってどっか遊びに行くのも面倒だし、お喋しやべりでもしていこ」と言ったので、皆が下校した中、何をするでもなくだらだら二人で過ごすという、怠惰で贅ぜい沢たくな時間を過ごしていた。

　下校のスクールバスは、授業が終わって普通に生徒達たちが下校する、ピークの時間帯を過ぎるとガクッと本数が減る。教師に見つかっても「お喋しやべりしてないでとっとと帰れよ」とは言われなくてすむところは、ある意味利点だ。帰りたくたって、バスがなければ帰れないんだから。

「昨日、夜テレビでやってた映画さ。タイムリープものだったんだよね」

「ああ、あの有名なやつ」

　僕は前に一度観みたことがあるから視聴しなかったけど、確かにタイムリープものとして誰もが知っている作品だ。

「だからさ。もしユウトなら、時間を巻き戻せるとしたら、何をするのかなって」

「…………。そう言われると、なんだろ。急には思いつかないかな」

「何それ、無欲だなー。時間が巻き戻せるんだよ？　なんかこうでっかい夢を膨らませなよ、山賊王に俺はなる、とかさ」

「それはタイムリープの力を使って叶かなう夢かな？」

「自由に空を飛びたいな、とか」

「だからそれはタイムリープの力を使って叶かなう夢か？」

　たわいない、取るに足らない雑談。だけど、そんな時間が心地いい。窓から入り込んで頰を撫なでるぬるい風みたいに、いつまでもこのままでいたいと思わせる何かがある。

「逆に、タイムリープの力があったら、ヒカリは何をするの」

「うん、とりあえずあんたを道づれにすることは前提なんだけど」

「うん、とりあえず前提がおかしいことは確実なんだけど」

　二年生の六月。あの部室棟でのこっ恥ずかしい告白させられ事件、からの二階からの飛び降りキスを経て、僕と彼女はこの頃にはもう付き合っていて。僕らは互いに下の名前で呼び合うようになり、彼女の僕への二人称も、「きみ」から「あんた」に変わっていた。多分、親しみを込めてのことなんだと思う。扱いが雑になったというわけじゃない、はず。

「君は本当に、僕を道づれにするのが好きだよね」

「おうとも。死ぬときだって道づれにしてあげる」

「笑顔で言うな」

「冗談はさておきさー。下手に一人で自分の過去とかいじって、あんたに出会えなくなっちゃったりしたら嫌じゃん」

「……ヒカリってわりとひねくれ者のくせに、なんでたまにそういうとこだけストレートなの？」

「照れるあんたの反応が面白いからじゃない？」

　からかってるのかよ。

「だってなんかさ、バタフライ効果？　とかいうのがあるんでしょ？　過去を変えると、それがどんな小さなコトだったとしても、思いもよらない方向に大きく未来が変わっちゃうとか。タイムリープでさ、昔の自分のコトとか変えようとして、それで結果的にあたしとあんたが出会えなくなっちゃったら、どうするの」

「どうするのって言われてもな」

「そこはこう、『たとえ何度運命が変わったとしても、何度でも君を見つけ出すよ……』とか気の利きいたことを、あんたは言ってくれなそうだからあたしが言おう」

「ん？」

　彼女は立ち上がる。そこでなんともタイミングよく、彼女のための舞台装置であるかのように、窓の外からの風が、ぶわりと彼女の黒髪を綺き麗れいにひろげた。

　初夏だ。日中が長くなってきて、夕方でもまだ青い空を背景に、彼女は告げる。

「たとえ何度運命が変わったとしても、何度でも、あんたを見つけてあげる」

　風に煽あおられていた長い黒髪が、風がやわらぐとともにさらさらと元に戻ってゆく。彼女は微笑を浮かべ、僕を見つめている。

「……いや、そんなキメ顔で言われても」

　遊んでいる。完全に、遊んでいる。

　冷めた反応の僕に、そんなリアクションすら楽しむように、彼女はにやにやと微笑のまま着席する。

「まーだからさ、タイムリープがあるなら、自分らの人生よりもさあ。こう、二人で一緒に、もっとでっかいコトをしたいよねっていう」

「二人で一緒に、でっかいこと……って、どんな？」

「こう、世界とか救っちゃおうぜ」

「頑張ってね」

「何、人ごとみたいに言ってんの。あんたも頑張るのよ」

「僕に世界を救える力なんてないから」

「何言ってんの、タイムリープの力があんのよ？　それでこう、前もって犯罪者の行動とかを知ったうえで、バンバン薙なぎ倒たおしていくわけよ」

「ヒカリって、そんなヒーロー願望とかあるタイプだっけ？」

「悪党相手なら、何やっても許されるだろうし」

「暴れたいだけかよ」

　僕のつっこみに、彼女はくっくっと満足そうに笑う。別に本気で馬鹿を言っているわけじゃなく、ただ単に、ふざけたことを言ってつっこまれる、そういう遊びが好きなんだ。

「あー、でもさー、悪党どもをバタバタ薙なぎ倒たおして、この名が世界に轟とどろくのかと思うと、ちょっとテンション下がるよね」

「普通ならテンション上がるところかもしれないけどね」

「自分のフルネーム、ヤなんだよね。三み日か月づき緋ひ花か里り、なんてさ、なんか中二病キャラみたいじゃない？　眼帯と包帯つけて『ククク……我が名はムーンライト・スカーレット……闇の世界を緋ひ色いろの花弁で紅あかく染めし者……』とか言い出しそうじゃない？」

「待って、即興で考えた設定にしては凝りすぎてない？　さては実際に中二の頃……」

「ともかくさー、この黒歴史系ネーム、微妙なんだよね。変わりたいけど、将来結婚してあんたの姓になった場合、今度は『ひのひかり』じゃん。日の光、だよ。八方塞がりじゃない？」

「…………」

「まあ実際には、あたしのヒカリって『光』じゃないんだけどね。耳で聞いただけだと、全然わかんないもんね」

「…………」

「ん？　どうしたの、ユウト。何、急に黙ってんの」

「いや……その」

「？」

「将来、結婚してくれる気があるのか……と思って」

「…………」

　さっきの発言。あまりにも自然にさらりと、彼女は将来僕らが結婚した場合のことなんか言ってのけた。

　大おお袈げ裟さじゃない、あくまで自然なその言い方が、なんかこう、キタ。

　もっとも、それは彼女の手中なのかもしれないけど。またからかわれているだけなのかと思うと、悔しがる場面なのかもしれないけど──

「…………」

「ヒカリ？」

　てっきり、またにやにや笑われるのかなと思っていたのに。彼女がいつまでも無反応だから、どうしたのかと思って、顔を覗のぞき込こむ。

「うん？　いや、まあ……ほら、仮にも彼氏彼女なんだし、それくらいの妄想はするんじゃない？　……できたらいいなーくらいのコトは、ねえ。思ってもおかしくないと思うんじゃないですかね」

　平静を装よそおおうとしているけど、明らかに挙動が不自然だし、何より耳が赤い。

　からかったわけじゃなく、本気で、素で口走っていたんだ。それで、僕に言われて自分でも気づいて、恥ずかしくなった様子。

「な、なんで急に敬語」

「るさいな。敬語とは、突然やってくるものなんだよ。聞いたコトないの」

「聞いたことない……」

「…………」

「…………」

　妙に気恥ずかしい沈黙。心なしか、体感温度が三度くらい上がった気がする。

「……まー、でも、ほら。そんな未来も、あるかもしれないじゃない。……ない？」

　じっ、と。珍しく少し不安げにこちらを窺うかがうヒカリ。

　長い睫まつ毛げに囲まれた目が、僅かな熱をもって僕を見上げる。

　彼女のそんな瞳には、僕の鼓動を乱す効果でもあるみたいだ。何かの魔法をかけられたかのように、落ち着かない。

「い、いや、あるといいなと思いますけど」

「なんで急に敬語」

「敬語とは、突然やってくるものなんだろ」

「そんなわけないでしょ」

「君が言ったんだろ！」

　そこで彼女は、噴き出して笑う。……よかった。やっと、こっ恥ずかしい空気が少しだけ払ふつ拭しよくされた気がする。

「でも、あれだね。自じ分ぶん達たちのコトは置いといて、過去もいいけど、未来にも行ってみたいかもね。何十年後とかに、世界がどうなってんのか、とかさ」

　着席したまま体を前後させ、椅子をギイギイいわせながら、今度はそんなことを言い出すヒカリ。

「未来、か」

「そ、未来。ねえ。未来に行くコトも、タイムリープって言うんだっけ？」

「時間跳躍ってことだから、一応当てはまるんじゃないの」

「なんか、あれだよね。こういうのっていろいろあってまぎらわしいよね。タイムトラベルとか、タイムループとか。どう違うの？」

「そのへんは作品によって定義が違うから、一概には言えないけど。前に文芸部の先輩が話してたのだと、タイムトラベルは、肉体ごと時間を飛ぶ。タイムリープは精神だけが時間を移動する。だから、タイムトラベルの場合は、未来や過去の自分と会うことがあるけど、タイムリープの場合は、その時間軸に同じ人間が存在するってことはないらしい。ループは、同じ時間軸を繰り返す。ざっくりだけど、そんな感じじゃない？」

「ふーん。だったらあたしは、その中じゃタイムトラベルがいいかなあ」

「精神だけより、肉体ごと時間移動できたほうがいいのか」

「なんか、遠い過去や未来とかだとさ。自分であっても、自分の体って意識薄くなりそうじゃん。同じ自分とはいえ、身長も、過ごしてきた年数も、諸もろ々もろ違うんだしさ」

　そこで、彼女はおもむろに僕の左手を取り。自分の右頰に、当てる。

　柔らかく、滑らかで、温かい。他人の頰に、こんなふうに触れるの初めてかもしれない。

「こうしてあんたに触れる、今の、この体あってこそのあたしなのよ」

　僕の手を頰に触れさせたまま、彼女は微笑する。

　形容しがたい笑顔だった。ドヤ、と悪戯いたずらっぽい笑みでありながら、その眼まな差ざしは優しく、全力で幸福を受容している感じがする。

「……君の、照れるポイントは一体どこなの？　さっきは動揺してたくせに」

「意識的にやるか、無意識にやらかしてしまうかの違いかな」

「もしや、さっきのが悔しかったから、意趣返しってわけ？」

「違うよ。ただ、触れてほしかっただけ」

「…………」

　やっぱり、からかわれている気がする。意趣返しのような気がする。してやったり感がある気がする。

　……だけど、そんなことどうでもいい気がしている僕もいる。

「君って、本当にわかんないな」

「これから、わかっていけばいいよ。簡単にはわからせてやらないけど」

「自分から宣言するのか」

「この先もずっと一緒にいるのに、簡単に全部わかっちゃったら、つまらないじゃない」

　さっきは無意識だったことを、今度は意識的に、まっすぐ僕の目を見て言ってきやがる。

　……無意識でも、意識的でも、破壊力が高いことに変わりはない。僕なんか、容易たやすく鼓動を乱されてしまう。

「ユウト」

　夏風が、白いカーテンと彼女の黒髪を揺らす。柔らかな日差しが、透き通るような肌を照らし、淡い雪ゆき灯あかりであるかのような錯覚を引き起こす。

　けれど掌てのひらに触れる頰は確かに温かく、雪なんてものではない。

　彼女が目を細め、僕の手に自分の手を重ねたまますり、と頰ずりすると、ドクンと僕の心臓が跳ねた。

　彼女の、熱を、鼓動を、呼吸を、皮膚感と肉感を、存在を、今すべて感じている。

　体に触れながら、心にも触れているような。

　未来でもなく、過去でもなく。

　今この瞬間、この体で、感じているのだ。

　ガラにもなく、僕は思った。

　この今さえあれば、過去も未来もいらない。

　もっとも、そう思っていたのは僕だけだったようで。

　彼女のほうは、もう少し欲張りで。

　この先の未来を、欲しがっていた。

「あたし達たち。きっとこれからも、ずっと一緒にいるよね」







　噓うそつき。

　ザア、と風が吹いてカーテンが揺れる。僕の記憶を掠かすめとってゆくように。

　手を伸ばしても、もう触れるものは何もない。

　雪ゆき灯あかりのように白く、温かかったもの。すべては消失してしまった。……君は。

　君は、いなくなってしまったじゃないか。

　あのときは、あの瞬間さえあればいいと思っていた。だけど今、未来を欲しがっているのは僕のほうだ。

「……会いたい」

　ぽつりと呟つぶやいた言葉は、緩やかな風に吹き消されるように、誰にも届かず失われる。

　この場所のせいだ。この場所が悪い。彼女と過ごした時間があまりにも多い場所だから。

　どうしても、彼女の面影、残り香のようなものを感じてしまう。こんな場所にいるのは、わざわざ痛みを掘り返す、自傷のような行為。まだかさぶたにもなっていない傷口を、ぐじゅぐじゅに抉えぐりひろげるような。

　帰ろう。どうせ、きっとこの一か所に来ただけじゃ、セカイの謎は解けない。そんなふうに簡単に、あの子は取り戻せない。彼女は本当に、厄介な人だったから。

　この場所は甘く優しく、人生の幸せな時間をすべて閉じ込めた宝箱のようなところで。

　今の僕にとっては、痛みの巣そう窟くつだ。







「おかえりなさい、ユウトさん」

　校舎から校門までの坂を下ったところで、待機していたクレセントと合流した。

「通報とかされなかったか」

「はは。猛獣でもあるまいし、可愛かわいい猫がいるだけで通報なんてする人はいないですよ」

　……まあ、春休み中で人も少ないし、あまり見られなかったんだろう。見られたとしても、教師ならともかく、生徒なら「どこかの部が入学式に何か出し物でもするのかな」くらいに思うかもしれない。

「クレセント。ここだけじゃなく、謎解きのためには、もっといろんな場所に行かなきゃならないんだろ？」

「ええ、そうですね。あなたが、『セカイで最も綺き麗れいなもの』の答えを見つけ出すか、あるいは……」

「あるいは？」

「あなたが、諦めるまで、ですかね」

「…………」

　僕が答えを見つけるか、僕が諦めるまで、この旅は続くのか。

　……諦めは、しない。彼女が最後に僕に託した希望。もう一度、彼女に会えるかもしれないという可能性。

　諦めるときは、僕が死ぬときだ。

　比喩ではなく。この謎解きを諦めるとき、僕は彼女の後を追う。

　ただ、今は最後の希望に縋すがり、抗あらがっているだけ。

　そう、「今」は──

「そうだ。なあ、クレセント」

「はい、なんでしょう」

「『リセット』っていうのはもしかして、タイムリープを行うってことなのか」

「タイムリープ、ですか？」

「そうだ。リセットっていうのは、運命をやり直すことのできる、不思議な力なんだろ？　それはつまり、時間を巻き戻すとか……現在の記憶を持ったまま、過去へ戻り、そこから違う運命を辿たどっていくっていうことなんじゃないのか」

　クレセントは昨日僕に、壊れた時計を一瞬で修復するという謎の技を見せてくれた。

　だけど、ヒカリの肉体は既に火葬もすんでいるし、それをそのまま蘇よみがえらせるというわけでは、まさか、ないだろう。そんなことになったら、周囲も大混乱に陥る。

　そもそもクレセントは、「リセットの力を今見せることはできないから、代わりに」とあの力を見せてくれたんだ。だから、あの力はリセットではないんだろう。

　だから、リセットというのは別の不思議な力のはず。ならタイムリープなんじゃないか……と思ったんだが。この仮説には、疑問もある。

　リセットがタイムリープのことなんだとしたら。もし彼女の死因が事故や殺人なんだったら、救えたかもしれない。

　だけど病死という運命を、タイムリープでどう変えるんだ。

　それとも、タイムリープの力で「もう一度会う」という点は達成できても、病死という運命は避けられないのか？

　あるいは。

　もっと早く彼女の病気がわかってさえいたら。彼女の死は、回避できていたのか──

「……っ」

　吐き気のような感覚。反射的に口を押さえる。

「ユウトさん？」

　今のは、考えないようにしていたことだ。考えると、それこそ傷口がぐしゃぐしゃにひろがってゆくだけだから。

　あのときああしていたら、こうしていたら。胸の内をかきむしるような後悔は、自分を蝕むしばみ破壊してゆくだけで無益だ。

　後悔して現在や未来が変わるなら、いくらでもする。けどそうじゃない。

　だから「それ」だけは考えてはいけない。

　考えていたら、がんじがらめになるように、動けなくなってしまう。

「……で、どうなんだよ。リセットは、タイムリープのことなのか」

　幸い、吐き気にみまわれただけで、実際に吐かずにはすんだ。僕はクレセントの、外されることのない猫のかぶりものを見て尋ねる。

　かぶりものだ。表情の変化などわからない。だがクレセントは、いつも穏やかな微笑を浮かべているかのような声で喋しやべる。そうして、答えにならない答えを与えてくる。

「リセットというのは、『やり直し』ということですよ」

　……それでは、結局何もわからない。

　疑問は何も解決されることなく降り積もってゆく。同じように、僕の中の焦燥と憤いきどおりも積もる。

　クレセントはいつも余裕そうで、微笑を浮かべているような声で。だからこそ苛いら立だつ。こっちはヒカリと会いたくて本当に必死だというのに。何もわからないまま、あがくしかできない自分で遊ばれているようで。

　こんな調子で、本当にリセットに辿たどり着つけるんだろうか。そもそも、リセットなんて本当に存在するのか。

　──僕はもう一度、ヒカリと会うことができるのか。

　疑問、焦燥、怒り、そして不安が、音もなく渦巻く。
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　僕は泣いていた。

　そのときの僕は、小学校四年生。幼く、弱く、抱える問題に対し、ただ泣くことしかできなかった。

　親はいつも冷たく、話をしてくれることはおろか、ろくに目を合わせてもくれない。くわえて、僕は昔から大勢の輪の中に自分から入ってゆくことは苦手で、うまく友達をつくることもできず。僕は、いつも一人だった。

　だから、家も学校も好きじゃなかった。どこにも居場所がなくて、放課後や休みの日はよく、家の近所の河原に一人でいた。

　何をするでもなく、ぼうっと水面を眺めて。

　ああ、嫌だな。

　何もかもが嫌で、つまらない。

　こんなセカイは、もう嫌だ。

「大丈夫ですか？」

　そんなときに、背後から声をかけられた。

　僕は振り返り──振り返ったことを後悔した。

　そこに立っていたのは、明らかに変な奴やつだったから。

「はじめまして。私の名前はクレセント。どうぞ、お見知りおきを」

　何が変って、そいつは頭に猫のかぶりものをしていたんだ。

　身長は僕よりやや高く、年齢は僕と同じか少し上くらいだろう。別に、それはいいんだけど。

　白いＹシャツに黒いサスペンダーパンツ、蝶ちようネクタイ。そのうえ、猫のかぶりものだ。絶対おかしい。

　いくら友達がいないからって、知らない、こんな怪しい格好をした奴やつと話したいとは思わない。僕は、無視してその場を去ろうとした。

「おやおや、どちらに行かれるのです？　待ってくださいよ。あ、もしかしてあなた……」

　はっ、と。何か重大な事実に気づいたかのように、「クレセント」と名乗った変な奴やつは真剣な声で言う。

「猫アレルギーですか？」

「そういう問題じゃない」

　無視しようと思ったのに、つい、つっこんでしまった。つっこみどころが多すぎるから、我慢できなかったんだ。

　その猫のかぶりものはなんなんだ？　とか、クレセントって言ってるけど、普通に日本語喋しやべっているし、日本人じゃないのか？　とか。

「なんだよ、おまえ……僕に、何か用なのかよ」

「私に用があるのは、あなたのほうではないのですか？」

「は？」

「私は、クレセント。人々の悲しみを消し去り、忘却させる猫です。私は、私の助けを求める人間のところへ、いつでも参上いたしますよ」

「……何言ってんの？　僕は、おまえに用はない」

「ですが、あなたは泣いていた」

　からかうような口調ではなかったけど、かっと顔が熱くなった。泣き顔なんて、人に見られるのは恥ずかしい。

「泣く必要などありません。悲しみなどすべてなくして、忘れてしまえばいいのですよ」

「黙れ、簡単に言うな」

「だって、簡単なことですから。悲しみをすべて消し去り、忘れてしまえる。そんなすごい力が、この世界にはあるのです。そして私こそが、そんなすごい力を持つ猫」

　強い口調で黙れと言ったにもかかわらず、クレセントと名乗る変な奴やつは少しも折れず、むしろ胸を張る。僕はだんだん腹が立ってきた。

「ああ、そうかよ。じゃあおまえには、僕の家のこともなんとかできるっていうのか」

　自や棄けだ。僕は自分の中の燻くすぶりを、そいつにぶちまけていた。

「僕には、とある事情で、母親がいない。父親と二人で暮らしてる。でも父さんは、僕のことなんてどうだっていいんだ。邪魔なだけなんだ」

　怒鳴られたり、ぶたれたりするわけじゃない。それ以前に、父さんは僕を見ることすら、ろくにしてくれない。

「……僕は、思う。一緒に暮らしているのがせめて母親のほうだったら、こんな思いしなくてすんだのかなって。何か、違っていたのかなって」

　母という存在を全然知らないからこそ、憧れがあった。僕は自分の母親をちっとも覚えていないけど、クラスメイトや周りの皆にとって、母親というのは優しい存在みたいだから。

　僕のよく知らない、僕の母さん。一緒に暮らしてみたい。そうしたら、もしかしたら僕だって、もっと毎日楽しく過ごせるのかもしれない。そんな淡い希望を抱いている。

　そんなの、叶かなうはずないのに。

「どうだ。おまえに、なんとかできるっていうのか？」

　無理に決まってる。僕はこの変な奴やつをちょっと困らせてやりたくて、わざと詰め寄るように言ったんだが。

「はい。できますとも」

　クレセントとかいう変な奴やつは、あっさりそう言ってのけた。

「『リセット』すればいいのです」

「……リセット……？」

「ええ」

　クレセントは、猫のかぶりものをしている。その表情は見えない。

　けど、どうしてだろう。

　そのとき僕には、クレセントが、にやりと笑ったのがわかった。

「世界など、この手にかかれば、いくらでも変えられるのですよ」

　ザアア、と大きな風が吹いた。そこではっと、そういえばここは河原だったと思い出した。

　クレセントの言葉には、妙に引き込まれるものがあって。僕は一瞬、ここがどこかさえ、見失いかけていたんだ。

「さあ、『リセット』をして、世界を変えましょう──そして、すべてを忘却の彼方かなたに」

　それが。

　それが、僕とクレセントの、初めての出会いだったんだ。
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　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡わたる、とはこういうことを言うのかと思い知る。

「ぷは……っ」

　ペットボトル入りのスポーツ飲料から口を離し、息を吐く。飲料の甘味が指の末端までじんとひろがってゆくような感覚。

　昨日から既にひどく疲れていた足に、更なる疲労が加算されている。両足が、未知の感覚で気色悪い。自分の足なのに、まったく別の重い物質になってしまったかのようだ。一歩一歩、足を踏み出すたびに、「もう止まれ、休ませろ」と足が訴えてくるかのよう。そのくらい、疲れと痛みが蓄積している。

「……まだ歩くのか……」

「まだ歩きますねえ」

　セカイのアルジの言葉に従い、次に目指すことになった場所は、神か奈な川がわ県けんにある。

　もっとも、東とう京きように近い市だし、クレセントの家から僕の高校までよりかは、距離としてはむしろ短くはあるのだけれど。

　それでも、昨日一昨日と歩いた疲労の蓄積のせいもあり、ペースは落ちているように思う。

「おまえは平気なのか、クレセント。疲れてないのか」

「ふ……ご覧の通りですよ」

「……見てわかるか。かぶりもので表情の変化も何もわからないんだから」

　ちなみに、クレセントもときどき「ちょっと失礼」と物陰に隠れたり、後ろを向いたりして、絶対に僕から見えないよう警戒しつつ水分補給をしていたりはする。

　食事も同じように、猫のかぶりものを全部は脱がないまま、下から入れるようにしてとっているのだ。

「……おまえさあ、人間だろ。いいかげん素直に認めればいいのに」

「……逆に、人間ではないという可能性を、あなたは考えないのですね」

「は？」

「考えてみてください。もし私が普通の人間であるなら、なぜわざわざ暑くて息苦しいだけのかぶりものなどするでしょう？　もし、もし仮に私が本当に猫でないのなら。猫をかぶっているだけの、とても醜い化け物なのかもしれませんよ」

「化け物……？」

「そう。その姿はひどく恐ろしく、普通の人間ならひと目見ただけで卒倒してしまう。だからこそ、猫をかぶっている。……なんて、そんな説はいかがですか？」

「…………」

「おっと、怖がらせてしまいましたか？　ご安心ください。私は猫です。猫なのですよ」

　当然だが、かぶりものの表情は変わらない。クレセントの声だって、いつも穏やかににこにこしている感じで、起伏は少ない。本当に、見ても聞いてもよくわからない。こいつの正体は。

「ただ私が言いたかったのは、考え方や可能性は一つではないということです。自分だけの思考や常識に囚とらわれていたのでは、面白みがありません」

「面白み、か」

「ええ。あなたの愛いとしい彼女だって、そういうのを大事にする方だったのでは？」

　がくん、と。

　そこで、僕は地面に膝をついていた。

　別にクレセントの言葉のせいではない。単純に、疲れきった足が限界を訴え、力が入らなくなってきたようだ。

「どうしました、ユウトさん」

「別に。ちょっと足が弱音を吐いているだけだよ」

「休みますか」

「いや。先を急ごう。止まっていたら、進めない」

　遅かろうが、一歩でも先へ。今はとにかく進みたい。痛くて苦しいくらいがちょうどいい。いっそ肉体の痛みや苦しみで脳がすべて支配されれば、心の痛み苦しみのほうを意識しなくてすむかもしれないから。

　そう、思うのに。

「無理はなさらずに。ですが、あなたが進むという意志を曲げないのであれば、私もどこまでもお付き合いいたしましょう」

　苦しんで、前に進んで、それでもなお思い出してしまう。

　だって、そもそも忘れ去りたいわけではないのだから。

「次に行く場所は、変わったお店のようですし、楽しみです」

　次の目的地もまた、セカイのアルジから指示されたもの──クレセントが今朝、「セカイのアルジからの声が聞こえました」と言って、僕に伝えてくれた。

　歩きながら、思い出す。初めてそこへ行ったときのことを。ああ、ほら、また。

　傷口が開いて、血が零こぼれるように。

　愛いとしい思い出が、溢あふれ出だす。







「もうすぐ夏休みというものが襲来するらしいって噂うわさ、知ってる？」

　高二の、夏休みを目前に控えた七月の休み時間。

　彼女は腰に手を当て、自分の席に座る僕に対し、立ったまま腰を折って目線を合わせるようにしてきた。

「なんでもその夏休みというのは、なかなかに長い休みらしくてね？　それはいいんだけど、学校がないと、毎日会うコトはできないわけじゃない？　だけど逆に、休みというコトはどこへだって行けちゃうわけでね。本来なら会えないはずの休みの日に、二人で会って、普段は行かないような遠くにでも行けたら。それはとっても幸せなコトだとは思わないかね、諸君ら」

「……諸君らって誰だよ。君には僕の後ろに透明人間の大群でも見えてるわけ？」

　彼女が語りかけているのは、もちろん僕一人だ。「諸君」なんていうような大勢ではない。

「ていうか、噂うわさとか、何その言い方。そんな、都市伝説を語るかのような」

「諸君らは鈍い。もうすぐ夏休みです。だから一緒にどこか遠くへ行きたいなという、可愛かわいい彼女の可愛かわいいおねだりです」

「なんで急に敬語」

「敬語は突然やってくるものだって、あんたが言ったんでしょ」

「君が言ったんだよ」

「で？　あたしに何か言うコトがあるでしょ、ほら」

「……夏休み、一緒にどこか行こうか」

「よろしい」

　彼女はふふっと笑って胸を張り、非常に満足げだ。

　言わされた感はあるけれど、にこにこと嬉うれしそうな笑顔を見ていると、言ってよかったなと思ってしまう。

　ただ、一つ問題がある。

　場所は、どこにすればいいんだ？

　ヒカリとのデートはこれが初めてってわけじゃない。だけど、今までは近場ばかりで過ごしてきた。もちろん、それはそれで僕もヒカリもとても楽しんだけど。ただ今回は、せっかくの夏休みだし、こんなふうに言ってくるってことは、いつもより遠くの、何か特別な場所に行きたいということだろう。でも僕は、特別なデートに適した場所なんて全然わからない。

　まあいいか。わからないなら聞けばいいんだ。

「どこ行きたいの。遊園地とか、水族館とか……映画館とか？」

「うぺあー」

「ペンギンの鳴き声みたいな声を出すな」

「え、ペンギンってこんな声で鳴くの？」

「いや知らないけど」

「つっこみが適当すぎるでしょ、もっと真剣につっこむように。……それより、場所のコトだけど。せっかくの夏休みだってのにそんな定番スポットじゃ、面白おかしさってものがないでしょ」

「デートにそんな奇抜な面白みが必要かな」

「あんた誰とデートするの。あたしでしょ」

「まあ、そうだね」

「まあ、って何。他にデートする相手がいるわけ？　あんた不幸になるわよ」

「いるわけないから。不幸になるってなんだよ。呪いでもかける気か」

「あたしのほうが、他の誰よりあんたを好きなんだから。あんたをこの世界で一番幸せにできるのはあたし。だから、あたし以外の女に目を向けたら、結果的に不幸になるからね」

「…………」

　僕は黙ってしまった。呆あきれたわけではなく、率直に照れたんだが、悟られるのは悔しいので目を逸そらす。僕は彼女と話しているとたまに、僕らは「どちらがより相手を恥ずかしがらせられるかの不意打ちゲーム」で勝ち負けを争っているかのような気分に陥る。

　なお今は休み時間だから周りには人もいるわけだが、「あー、いつものバカップルか」くらいの反応で、もはや皆気にしていない。そんなふうに思われてしまっていること自体、どうかとも思うけど。

「それより、デートの場所なんだけど。せっかく夏休みだから遠くに行きたい。そんで、既に見つかっている場所より、前人未到の地へ行きたいじゃない」

「日本であるかぎり、前人未到の地というのはないと思うけど」

「あたしは変な場所に行きたいの。そのほうがあんただって楽しい。間違いない」

「断定された」

「あたしと一緒ならどこだって楽しいでしょ？」

「卑ひ怯きような聞き方をするな」

　そんなわけで、その夏休み。ヒカリの提案により、僕らは「行く先をまったく決めずに、どっか適当な遠くの駅で降りる」という、なかなか難易度の高い、デートというよりむしろ夏休みの冒険のようなものに出た。

　電車に乗ること約一時間、降りたことのない駅で降りて、本当に目的地も何もなくぶらぶら散策する。

　有名な駅で降りたわけでもないから、駅前は普通にクリーニング屋やら小さな書店から、住人達たちが利用するんだろうという場所ばかりで、高校生がデートスポットとして楽しめそうな店はなかった。

　それでも彼女は僕の手を引っ張って、終始楽しそうに、ご満悦な笑みを浮かべていた。

　僕はといえば、ずっと繫つながれたままの手が気になって落ち着かなかった。妙に熱いのは夏のせいだ、と季節に責任転てん嫁かをしておいた。

　彼女は本当に直感と気分だけで道を進み、狭い小道に入ってみたり、途中で見つけた野の良ら猫ねこの後をついていってみたり、めちゃくちゃに進んだ。これ帰り道絶対、元来た道がわからなくなるんだろうな。でも、彼女はそれも含めて楽しむんだろうな、と思いながら、僕らは歩き続けた。

　そうして見つけた、一軒の店。

　駅から離れ、閑散とした人通りの少ない道の脇。周囲の住宅に紛れ、申し訳なさそうにひっそりとそこはあった。

　表に出ている立て看板には、こう書かれていた。「不思議の館　幻想喫茶」。

「ほらほらユウト、いかにも胡う散さんくさそうな店があるよ」

「いかにも胡う散さんくさそうな店を見つけてそんなに嬉うれしそうにする人、初めて見た」

「ねー、入らない？　入るでしょ、入るよ」

　問答無用で彼女はドアを開ける。カランカラン、と音がして、店の人が出てくる──かと、思いきや。

「ですから……あなたは、俺の運命の相手なんです！　ひと目見た瞬間に、そうわかったんです……！」

　ドアを開けたら男性がそんな台詞せりふを言って女性の手を握っていたので、一瞬、何かのショーでもやっているのかと思ってしまったんだが。

「えっとぉ……お客様、落ち着いてください」

　男に手を握られている──どうやら店員らしい女性は、困った様子で苦笑いを浮かべている。

　つまりこれは、店員による見世物とかじゃないわけだ。

「落ち着いてなんていられません。俺はずっとあなたを見ていたんですよ。絶対に、あなたは俺の運命の女性です。俺にはわかるんです」

　男は店員さんの腰を抱き寄せ、顔を近づける。店員さんは困り顔のままだ。

　なんだか変なところに出くわしてしまったな。あまり、かかわりたい場面ではない。

「……帰ろうか」

　僕はヒカリにそう囁ささやいた。だが彼女は、じっと男の様子を眺めたまま動かない。

「お客様、困ります～」

「そんなふうに困ったふりをしたって、わかっています。あなたのことは調べましたから。今、恋人はいないんでしょう？　本当は、ずっと独り身で寂しいんでしょう……？」

「いやあの、私は……」

「お願いです、俺の想おもいに応えてください。俺はもう、自分の気持ちを抑えきれません……」

　男は店員さんの拒否を聞こうともせず、一人で勝手に気持ちが盛り上がってしまっているようで、僕とヒカリが見ていることなど気づいてないようで。興奮して我を失っているように、店員さんの胸に触ろうとする。おいおい、いくらなんでもこれはまずいんじゃないか、と思った──そのとき。

　カシャ──と。スマホカメラのシャッター音が、はっきりと店内に響いた。

　ヒカリのものだ。

　ヒカリは男が女性の胸を触ろうとしているところを撮影し、かつ、こう言った。

「なるほど、いいおっぱいだ。触れたくなる気持ちはわかる」

　男と店員は、突然来店して自じ分ぶん達たちを撮影し、かつ第一声そんなことを言った、彼らにとって謎の美少女ことヒカリを、ぽかんと見ている。

「だからっつって、合意なく触れたら犯罪だから。店員さん、嫌がってるでしょ。好きな相手の言葉なら、ちゃんと聞きなさいよ」

「……な……っ。だ、誰だ、君は……っ」

「あたしは単なる、通りすがりの美少女だけど。冷静になりなよ。確かにおっぱいは素敵だ。でも、犯罪者になってまで揉もみたいのか。うん、揉もみたいよな。だっておっぱいは素敵だからな。だけど勝手に触れたら犯罪なんだ。おっぱいは素敵だけどな、犯罪なんだよ」

　おっぱいは素敵だ、と三度も言う必要は、はたしてあっただろうか。

「今の時代、やばいよ？　ネットとかで、この人痴漢です！　ってモザイクもなしに、そのスケベ顔、す～ぐ全世界にひろまっちゃうよ？　一度画像が出回ったら、もう取り返しつかないよ？　怖いよ～」

「は!?　ね、ネットって……」

「だからネットよ、ネット。洗濯ネットじゃないよ？　だってあたしが今から、画像つきでＳＮＳで呟つぶやくし、知り合いに拡散させるし。あんたのしようとしたコト、ちゃーんと撮影できてるからさ」

　ヒカリの言葉で、男の顔がさあっと、面白いほどに青ざめる。

「ま、一応未遂だし、二度とこんなコトしないってんなら、見逃してやってもいいけど」

「ふざけるな！　犯罪なんかじゃない。俺と彼女は、運命で繫つながっているんだ！　彼女は俺のものなんだ！　そのスマホを寄越せ！　画像なんて、削除してやる！」

　男は怒りを露あらわにし、ずかずかとヒカリのもとへ歩いてこようとして──

「ふざけてんのはどっちだっつーの！」

　彼がヒカリの前に辿たどり着つく前に、ヒカリは近くの椅子を思いきり蹴倒し、威嚇した。

　ガターン！　と爽快なほどのいい音が響き、男はビクッと身じろぎする。

　ヒカリは、外見だけならひどく可か憐れんな少女だ。外見だけなら、こんなことする人間だとは思われない。だからこそ、彼女が声を荒くし椅子を蹴ると、ギャップによるインパクトというか、かなりの迫力がある。

「言っとくけど、ここであたしに暴力ふるったらそれも犯罪だから。あたし泣き寝入りするようなタイプじゃないし、絶対訴えるし、地獄の果てまでだって追い詰めてやるから覚悟せいよ」

　にや～と黒い笑みを浮かべ、全身から冷たいオーラを出すヒカリと、顔を青くし凍りついている男。この場面だけを切り取って見たら、どっちが悪かわからないくらいの絵面。だけど。

「大体あんたさ、さっき、ずっと独り身は寂しいとか言ってたけど。それ、大間違いだかんね」

　それでも彼女は、けして悪ではない。

「誰かと一緒にいられるのは、確かに幸せ。……だけど二人でいて幸せなのは、それが好きな相手だから。誰でもいいわけじゃないでしょ。少なくとも、あたしはそう」

　見ていて気持ちいいほどに、自分の正義を貫いている。

「……で、どする？　二度とそういうセクハラ行為しないって、誓う？　誓うなら画像消してやる。誓わないなら、ＳＮＳにあげる」

「わ、わかった！　誓う！　誓うから！」

　男は逃げるように店のドアを開け、出てゆこうとする。

「ちょっとお、あんたこの店で何か注文したんじゃないの？　お会計は？　食い逃げしようとしてんじゃないっての」

「……っ」

　男は財布から無造作に札を取り出すと、入り口前の会計テーブルにバンッと叩たたきつける。

「釣りはいらない！　だからいいか、約束は守れよ！　画像は、しっかりと削除しろよな！」

　そんな捨すて台詞ぜりふを最後に、バタンとドアは閉められた。バタバタと、走って逃げてゆく足音がドアの外で遠のいてゆく。

「……ヒカリ、あんまり危ないことするなよ」

「えー、だってあんたが一緒にいたから」

「え？　なんで僕が関係あるんだ」

「デートだから、気合を入れて恋人にかっこいいところを見せてやりたいっていう、乙女な心理じゃん」

「…………。え？　マジで？」

「どーだ、けなげでしょ。どう？　ちゃんと惚ほれ直なおした？」

「え、ああ、まあ……。すげーいい女だなあとは思ったよ」

　さっきの行為が乙女心という言葉に似つかわしいかは置いといて。困ってる人を助けるために行動を起こせるヒカリは本当にすごいと思う。変な男の恨みを買うような危ない真ま似ねは、正直、してほしくないけど。

「でしょ。さあ、えらいえらいって、惜しみなくあたしの頭を撫なでてくれていいのよ」

「え、いやそれは」

　撫なでるのは嫌じゃない。だがそれよりさっきから、店員さんが放置プレイ状態なんだが、それはいいのか。

　あの男の他に客はいなかったようで、狭い店内、からまれていた女店員さん以外、人は見当たらない。だからといって、まだぽかんとしている店員の前でイチャつくのはどうよ。

「撫なでろ」

　命令形できた。もう従うしかない。

　ご所望の通り頭を撫なでる。さらさらとした黒絹のような髪。触れていると心地いい。触られている彼女のほうも、気持ちがよさそうに目を細めている。

　彼女を動物に喩たとえる場合、犬か猫かでいえば絶対猫だと思うんだけど、今この瞬間にかぎっては、まるで主人に褒められた犬みたいだ。

「あの……ありがとうございました～」

　と、そこで、今まで黙っていた店員さんが、ふにゃんと笑って頭を下げた。僕らが店内で突然イチャつき出すという行為について、全然気にしていないようでありがたい。

「一応お客様なので、こちらとしては、あまり強く言うこともできなくて……もう本当、助かったのです」

　少しゆっくり、ふんわりとした喋しやべり方かたをする女性だ。背が低く、とろんと眠たげにたれた大きな目が可愛かわいらしい雰囲気だけれど、格好はまるで魔女。この店の制服なんだろうか、ところどころにフリルのついた、黒いローブ姿。

「椅子蹴っちゃってごめんなさい、でも助けたんだから勘弁してね」

「もちろんですよ。あなた様のおかげで、助かりましたもの」

「じゃ、お礼におっぱい触っていいですか？」

「おいコラ何言ってんだヒカリ！」

　さすがに初対面の相手にそれはないだろ、という意味を込めてぐいっと彼女の肩を摑つかむ。

「だってほら、すごいでかいよ。すごいでかい」

「やめろっての！　セクハラだぞ！」

　確かに店員さん、身長のわりに胸が大きい。だからといって、本人の前でそれを言っては、さっきの男とあまり変わらないだろ。

「女同士だからいいかなと思って……」

「ええ、いいですよ、女同士ですもの。それでお礼になるなら、どうぞ～」

「えっマジ？　やったー！」

　許可が下りるなり、ヒカリは目を輝かせ、彼女の乳房を鷲わし摑づかみにした。「うわーマジでっかい」「すごい、マシュマロみたい」とか言いながら執しつ拗ようなまでに指を動かす。店員さんはそんなヒカリにも寛大に笑顔で、かつちょっと恥ずかしそうに胸を揉もまれ続つづけていた。なんだこの光景。

「ユウト、そんな羨ましそうな目で見るなって。そのうちあたしのを触らせてあげるから」

「羨ましそうな目でなんて見てない」

　……あとそういうことをさらっと言うな。

　店員さんはそこで僕のほうを見ると、再びふにゃんと柔らかく微笑ほほえんだ。

「恋人さんですか？　申し遅れました。私はこの店、『不思議の館　幻想喫茶』の店主、セイナと申します」

　館なのか喫茶店なのかよくわからない店名。だがそれより、今の言葉で気になったのは。

「あなたが、店主？　……え、何歳なんですか？」

「今年で千三百二十八歳です」

「……ん？」

「私は魔法使いなので。魔法使いは不老不死なのです」

　ここは、そういう設定のお店なのかな。メイド喫茶の魔女っ娘バージョンみたいな。

「……というのは、まあ冗談ですけど。さっきのお客様のように勘違いなさる方もごく稀まれにいますが、うちは別に、女の子メインでお触りオーケーとか、そういうお店では全然ないので～。ですが、女性に気安く年齢を尋ねるものではありませんよ？　最悪、死にますから～。うふふ」

「そうそう。命が惜しければ自重しなさい」

　セイナさんの言葉に、ヒカリまで同意して頷うなずく。まあ、確かに尋ねた僕が失礼だったのかもしれない。反省する。そして店主だということと年齢を正直に答えないことから考えて、セイナさん、童顔なだけで、それなりの年ではあるんだろう。

「ねー、それにしても、ここ面白いですね」

　ヒカリは、小学生が宝探しをするときのような表情で、周囲を見回す。

　来たばかりのときは、さっきの変な男のせいで、店内にあまり目がいかなかった。

　だがこうして落ち着いて見ると、店内は、とても個性的だ。

　喫茶店というより、まるで狭い美術館といった雰囲気。四方の壁はどこも、タロットカードのような不思議な絵が額に入れられ、所狭しと飾られている。更に奥、化粧室近くの壁には魔法陣のタペストリー。

　レジテーブル脇に設けられた棚には、大きな羅針盤、魔人でも出てきそうなランプ、奇妙な動物を象かたどったオブジェ、占い師が使うような大きい水晶玉などなど……これまた、あまり日常生活の中では目にすることがないような、変わった品々が雑多に並べられている。

　まさに不思議であり、幻想。現代日本ではなく、ゲームに登場するファンタジーの街に出てくる店のようだ。

「お客様。不思議とは、なんだかわかりますか？」

　セイナさんは大きなたれ目をきらりと輝かせ、僕ぼく達たちにそう尋ねてきた。

「……なんなんですか？」

「うふふ。不思議とは」

「不思議とは……？」

「ロマンなのです！」

　ん？

「なるほど、わかります」

「おいこらヒカリ、何わかるとか言ってんだ」

「いやいやわかるって。不思議はロマンだ」

「さすがお客様、わかっていらっしゃる～」

「そうそう。あたしはわかっていらっしゃるのよ」

　きゃっきゃと手を合わせて意気投合する二人。この店は不思議だけど、店主のセイナさん本人が一番不思議ちゃんじゃないだろうか。そしてこの二人、混ぜるな危険じゃないだろうか。ついていけねえ。

「ようするに、私は不思議とか魔法とか、そういうのが大大大好きなのです。だからこの店は、私の好きな物を好きなように飾り、それをお客様にも好きなように見ていただいて、かつおいしいお茶で素敵なひとときを過ごせる。そんな、私の趣味のために営業している店なのですよ」

　なるほど。でも他に店員さんもお客さんも全然いないようだし、儲もうかっているようには見えない。もしかしてよっぽどのお嬢様で、この店は道楽の一環なのかもしれない……と、ちょっとひねくれた見方をしてしまう。

「そんなわけで、どうぞごゆるりとしていってください。こちらメニューですので、決まりましたらお声かけくださいませ」

　セイナさんは僕らをテーブルまで案内すると、表に魔法陣が描かれた、魔法書のようなメニュー表を二つ置いて離れていった。

「……不思議な力、ねえ。ヒカリ、そういうの信じるタイプなのか？」

「うん、信じる」

　あっさり肯定された。まあ、この前もタイムリープについて話したし、そういうの面白がるタイプだろうし、特に意外でもないか。

「世界って広いしね。あるっしょ、不思議なコトだって」

　ヒカリはメニュー表を開いていて、彼女の顔はその陰になってしまっていたので、表情はわからなかった。

　だけど彼女の声は、面白がって茶化すわけでもなく、わりと真剣にそう言っているようだった。

　行くあてもなく歩き回っていたため僕らは足が疲れて腹も減っていたし、セイナさんの店で昼食をとった。ヒカリとセイナさんは、タイプこそ違うものの、変人同士気が合うようで、食事の後も、僕らは長く話をした。

「また、是非遊びに来てくださいね」

　帰かえり際ぎわ、セイナさんはそう言ってくれた。ヒカリはヒカリで、雑誌やネット情報でなく自分の足であのお店を見つけたということと、あとは純粋にセイナさんを気に入ったようで。

　だからそこから本当に、それ以降も何度か二人で遊びに行った。行くたび、地味に新しい不思議グッズが増えたりしていて、僕らは店内の雰囲気を楽しみつつ、お茶やセイナさんとの会話を満喫した。

「うふふ、お二人はすっかり常連さんですね～」

「そだね。なんかココ、居心地よくてさ」

「にしても、お二人はいつも仲なか睦むつまじくて、羨ましいかぎりです」

「でしょー。でも、こいつはあげないからね」

「おい、ヒカリ……」

　こっちが反応に困ることを言わないでほしい。バカップルか。どうにも落ち着かず、誤魔化すように僕は紅茶を啜すする。

「うふふ。是非、お二人の結婚式には呼んでくださいね。ヒカリさんのウェディングドレス姿は、きっととても美しいでしょうから、楽しみなのです」

　紅茶を噴き出しそうになった。いや、いくらなんでも、気が早くないだろうか。僕らまだ高校生だぞ。

　……そりゃ、前にヒカリにも言ったけど、ずっと一緒にいられたらいいとは、まあ、もちろん、思ってはいるんだけれども。

「もちろんだよー。えっでも、社交辞令じゃなくてホントに来てくれるの？　あたしはまだよくわかんないけど、なんか知り合いのお姉さんは、結婚式はご祝しゆう儀ぎとか大変だから呼ばれたくないーとかぶつぶつ言ってたけど」

「まあ、中にはそういう方もいるかもしれません。……ですが物事に対し、どんな意味や感情を抱くかは人それぞれです。結婚式なんてお金がかかるだけで意味ないと考える人もいれば、そうでない人もたくさんいるのです」

　セイナさんは、そこでほんの少しだけ真面目な口調になり、微笑ほほえんだ。

「何より、私はあなた方が好きです。好きな人ひと達たちの幸せを祝福できるのは、とっても幸せなことでしょう？」

　ふにゃん、と。セイナさんはそういう笑顔をする人だ。格好は魔女だけど、怖さなんてもの欠片かけらもなく、周囲を和ませる空気がある。

　ヒカリはその笑顔を見て、つられるようにふふっと笑った。

「じゃ、本当に呼ぶから。絶対来てね。世界一美しい花嫁姿を見せてあげる」

　ヒカリが調子に乗って胸を張ると、セイナさんも一層表情を明るくした。

「うふふ、楽しみです。約束ですよ、お二人とも」







　約束は守られなかった。

　正確には、守れなくなってしまった。

「さあ、ユウトさん。次の目的地まで、そろそろですよね？　もうひと頑張り、気合を入れて歩きましょう」

　スマホで地図を確認しながら歩く僕、そのスマホでの現在地を覗のぞき込こみ、クレセントがそう言った。

　セイナさんの店に到着する前、僕らは近くのコンビニに寄った。汗拭きシートと制汗スプレーを購入し、気休めにすぎないかもしれないけれど、一応身なりを整える。今朝、公園の水道で頭を洗いはしたけど、それでもちゃんと風ふ呂ろに入れているわけではないからな。

　本当はビジネスホテルとか、ネットカフェとかに泊まれたらいいし、そういうところでシャワーでも使えたらいい。

　だけど僕はつい最近まで高校生だったわけで、潤沢に資金があるわけじゃない。しかもこの旅がいつまで、どこまで続くかわからないので、なるべく節約したいわけだ。

「学校のときは、私は離れた場所で待機していましたが……。今回のお店は、私も一緒に入ってよろしいのですか？」

「……まあ。店主のセイナさんは不思議マニアだし、多少怪しい奴やつでも気にしないだろう」

　むしろ興味を持つかもしれない。初めて店を訪れたときにいた類の変人は言語道断だが、クレセントは外見は怪しいとはいえ、態度は紳士なので、大丈夫だろう。

「ここだ。……久しぶりに来たな……」

　店の前に辿たどり着つき、ドアノブに手をかける。このドアを開ければ久々にセイナさんに会うことができ。

　そして僕は、ヒカリの死を彼女に告げなければならない。

「…………」

　ひと呼吸置いて覚悟を決め、ドアを開ける。カランカラン、と出迎えのベルが鳴る。

「いらっしゃいませ……まあ！」

「お久しぶりです、セイナさん」

　店に入るとすぐ、いつも通り、フリルのついた黒いローブを纏まとったセイナさんがこちらに近寄ってきた。

「ユウトさんではありませんか。それに、今日は不思議な方をお連れくださったようですね？」

　やはり、不思議マニアで、自身も結構な変人であるセイナさん。猫のかぶりものをした怪しい男にも、嫌な顔はしない。

「それにしても、今日はヒカリさんはどうしたのです？　一緒じゃないなんて、初めてじゃないですか」

　セイナさんは、ヒカリを探すようにきょろきょろと首を動かす。

「はっもしや、喧けん嘩かでもしたのですか？　ヒカリさんはなんだかんだいって、ユウトさんに対してだけは構ってほしがりの甘えんぼさんですからね。頭でも撫なでてあげて、仲直りするといいと思うのですよ～」

「ヒカリは死にました」

　普段は、寝不足でもないだろうにとろんと眠たげにたれている、セイナさんの目。

　それが、大きく見開かれる。

　……しかし、それは一瞬のこと。

「そうですか」

　セイナさんは、寂しそうな表情を見せたものの、それ以上は何も聞いてこなかった。

「今、飲み物をご用意しますね。いつも通り、紅茶でよろしいですか？」

「……はい。お願いします」

「紅茶でしたら、私はアイスで、ストローをつけてお願いします」

　こいつ、かぶりものの下から吸う気だ。いっそ脱げよ。

「かしこまりました。少々お待ちくださいませ」

　セイナさんは、カウンターの奥へ飲み物の準備をしに行く。

　店の経営が心配になるレベルで、今日も他に客はいない（学生は春休み期間中だが、普通の社会人にとっては今日は平日というせいもあるかもしれないが。以前ヒカリと、日曜日に来たときは少しは他の客もいたし）。

　ヒカリのことについて、もっと何か、聞かれてもおかしくない場面なのに。セイナさんは、わざと触れないでおいてくれたのだろう。こういうの、大人の対応っていうんだろうか。セイナさん、若く見えるけど、結構年のはずだからな。

　……セイナさんが優しい人だということは知っている。だから僕を気遣ってくれたのだということもわかっている。

　ただ僕は、ヒカリの病気が発覚してから今まで、こういう空気も何度か味わってきた。

　ヒビの入った硝子ガラスを前にしたような、緊張感と気遣い。

　触れないでほしいとも思うし、いっそ砕かれたほうが清すが々すがしいのかとも思う、この嫌な感覚。優しくされているのに、無性に泣きたくなる。

「へえ、なるほど。こういうお店だったのですね。素敵な店内です」

　クレセントはきょろきょろと周りを見回す。この店内にこいつがいると、本当にエセファンタジー感が強いな。

「お待たせいたしました」

　やがて、セイナさんが僕らの飲み物を持ってきてくれた。ホットの場合、テーブルでセイナさんが自らカップに紅茶を注いでくれる。

「セイナさん」

「なんでしょう」

「変な話をしていいですか」

「変な話は大好きですよ」

「『リセット』って知ってますか」

　ここまで、リセットについて、僕とクレセント以外の人物に話をすることはなかった。普通の人相手ならそんな話「何言ってるの？」と一蹴されて終わるに違いないからだ。

　だが、セイナさんは不思議マニア。だから彼女なら、きっと馬鹿にしない。

　一度、他の誰かから、客観的に意見を聞いてみたかった。リセットなんていうものの存在。……僕は、彼女に、もう一度会うことなど可能なのか。

　リセットについて他言は禁止、ということは言われていない。だから他人にこれを聞くこと自体は、問題ないはず。

　念のためクレセントの表情を窺うかがおうとして、そうだかぶりものだ、と自分が馬鹿らしくなる。表情なんて窺うかがえない。かぶりものを脱がないままストローでアイスティーを吸う彼を見て、なんだか気が抜ける。

　ともかく、止められないということは、話しても問題ないんだろう。

「リセット？　ゲームの、リセットボタンのことですか？」

「それが、僕にもよくわからなくて」

「ユウトさんにも、よくわからない？」
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「……その。これを、見てほしいんですけど」

　僕はこの旅の中でも、荷物の中、手紙を保管する用の小さな箱の中でずっと持っていた、ヒカリの手紙を取り出してセイナさんに見せた。

「これは……」

　セイナさんは、ヒカリの文章に目を通してゆく。

「……ふむふむ、なるほど、『リセット』……。さては、ご一緒のこの方が、リセットについて知っているという方ですか？」

「ああ、はい……」

「申し遅れました。はじめまして、私はクレセント。猫です」

「まあ、どうもです。私はセイナです、よろしくお願いします」

　お互い頭を下げ合う、セイナさんとクレセント。ビジュアル的には、魔女と猫男。奇妙な光景だ。

「それで、『リセット』についてなのですけど。クレセントさんからは、教えてもらえないのですか？」

「ええ。私からは、セカイの謎を解くまでは、口外できないようになっているのです」

「ふ～む……」

　顎の下に手を当て、考え込むセイナさん。

「僕は、タイムリープっていう可能性を考えたんですけど。でも、どうやら違うようで」

「なるほど。リセットをして、やり直す。ただし、タイムリープではない……」

　彼女は今度は上を向き、ぼんやりと天井を眺めながら、思考をまとめているようだった。

「では……これは私の仮説ですが、こんなのはいかがでしょう？」

　セイナさんは人差し指をぴっと立て、話す。

「リセットを行う。それはつまり、パラレルワールドに移る、ということでは？」

「パラレルワールドに……」

「はい。パラレルワールド。それは、この世界のとっても素敵な不思議でしょう。世界は一つじゃない、幾重にも枝分かれしている。つまり今このときにも、ここではない外の世界では、ヒカリさんが普通に生きている世界だって存在しているはずなのです」

　ヒカリが、今もなお生きている世界。

　それを想像することは救いであり、絶望。たとえヒカリが生存している世界が他にあるのだとしても、それはこの世界ではなく、僕は普通に生きていたら絶対その世界に行くことなどできない。

「ヒカリさんが死なない、普通に生きて存在する世界。それが、この世界の外にはある。だからユウトさんは今自分がいる世界を『リセット』し、別の世界でリスタートする。その、ここではないどこかの別の世界で、二人はやり直すことができる。……そういうことなのではないですか？」

「……でも。今ここにいる僕がパラレルワールドに移動するってことは、その世界には、僕が二人存在することになりませんか？」

「あ～……。まあ、ヒカリさんが生きてて、ユウトさんが死んでる、もしくはユウトさんが生まれてない世界とかも、膨大なパラレルワールドの中にはあるでしょうし。細かい辻つじ褄つま合わせとかは、その『セカイのアルジ』とやらが行ってくれるのではないですか？」

「なるほど……」

「……しかしですね。私としては、その『セカイのアルジ』とやら、気になるのですけど」

　セイナさんは、ちらりとクレセントのほうを見ながら言った。

「そんな、『リセット』なんていうすごそうな力……使うのに、代償とか、ないのですか？」

　クレセントは黙ったまま、両肘をテーブルについて口の前で手を組んでいる。

「たとえば、ですけど。世界で一番綺き麗れいなものとは、『人間の命』で、それを差し出せ……とか」

「ふふ。さらりとすごいことを言いますね。可愛かわいい顔をしていても、魔女は魔女、ということでしょうか」

　手て遊すさびのように、グラスを揺らして中の氷をカランと鳴らすクレセント。

「ですが、そもそもユウトさんもセイナさんも、難しく考えすぎです。──リセットはリセットです。それ以上でも、それ以下でもない。ただ、それだけのことですよ」

　かっこつけるようにそう言った後、普通にかぶりものの口の部分からアイスティーを飲もうとして「おっと」と慌てた声を出してみせる。わざとやってるのか素なのか知らんが、いちいち気が抜ける。

「セカイのアルジというのは、クレセントさんにとっては、上司にあたるのですか？　アルジだなんて、なんだか偉そうな感じですけど、職場いじめとかあってません？　大丈夫です？」

「ふふ、大丈夫ですよ。上司というか、恩人ですから」

「恩人、ですか？」

「ええ。私は以前、セカイのアルジに助けていただきました。だから、これは私の恩返しなんです」

　そうだったのか。僕も初耳だ。

「恩返しですか。くれぐれも、自分の羽根で機はたを織ったりしてはいけませんよ？」

「ご安心ください、私は鶴ではなく猫ですから」

　いや人間だろ。

　……人間、なんだよな？

　少なくとも絶対、猫ではない。だがその猫をかぶっている下の正体は、謎だ。

「とはいえ、こき使われては、いますけどね。こうしてユウトさんと一緒に、連日、長時間歩かされたり」

「それはそれは、ブラック企業ですねえ。いえ、ブラックセカイ、でしょうか～？」

「ブラックセカイ、ってすごく嫌な響きだな……」

　僕らはその後、しばし三人で雑談を交わした。だがやはり、リセットについても、クレセントやセカイのアルジについても、謎は謎のまま。

　また、静かに焦あせりは積もる。これほどまで歩いてきたのに、まだ場所としては二つ目だし、なんの手掛かりも得られていない。

　いつか僕は「答え」を出し、この旅を終わらせることができるのだろうか。

　そのとき僕は、一体どうなっているんだろう。







　セカイのアルジが指定した場所であり、長時間歩いてやっと辿たどり着ついた場所だ。何かヒント的なものはないかと、僕はセイナさんとの話の後、店内を見て回った。

　店内はこぢんまりとはしているけれど、棚には雑然といろんなものが置いてあるため、見どころは多い。ここは来るたびに飾りがマイナーチェンジされていて、前来たときにはなかったものが増えていたりする。今回は、壁に魔女の箒ほうきや木製の杖つえ、レプリカのファンタジー風の剣などが新しく飾られていた。

「うふふ、どうですか、私のコレクションは。いつ見ても素晴らしいでしょう～？」

「セイナさん」

「はい？　なんでしょう」

「これはもう、リセットとかセカイの謎とかを抜きにした、個人的な質問なんですけど」

「なんですか？　年齢以外のことでしたら、お答えしますよ」

「……セイナさんにとっては。世界で最も綺き麗れいなものって、なんですか」

　そんなもの、本来は人によって違い、何千、何万と答えのあるものだと思う。

　だからこそ、セカイのアルジが望むものではない、一般的な答えや他の誰かの答えじゃない、セイナさんの答えを聞いてみたかった。

「世界で、最も綺き麗れいなもの……」

　セイナさんはほんの少しだけ考えるように天井を見つめたが、すぐに答えを口にする。

「そうですね、私にとっては……この空間、ですかね」

「ああ。セイナさんの好きなものを、好きなように置いてる大事な店ですもんね。なるほど、飾られているどれか一つの品じゃなく、店自体、ってことですか」

「それもそうですが、品物や装飾のことだけではないのです」

「え？」

　セイナさんはふわりと、店内の空気を包み込み、抱きしめるように両手をひろげる。

　そして、ふにゃんと柔らかな笑みを浮かべた。

「私は不思議が好きで、この世界に不思議な力があることを信じるのです。でもそれは、ときに人から馬鹿にされることでもあります。『そんなのあるわけないじゃん』『いい年してそういうの、恥ずかしくないの？』と。……ですが、どんなに少なくても、あなたとヒカリさんのように、この店によく訪れてくれる常連さんはいるのです。それは、とてもかけがえのないこと。だって、私の信じる不思議を、少なくとも馬鹿にすることなく、むしろ好きになってくれた。好きになって、こんな場所までいつも来てくれるということなのですから」

　セイナさんが優しくこの場所への想おもいを語るさまは、聞いていて心地いい。声自体がキラキラと、砂金を含んでいるような煌きらめきを持ち、この場所の空気を彩いろどってゆくようだ。

「私はそういうとき、この人ひと達たちに出会えてよかった、と思うのです。そしてそれは、この店がなかったらない出会いだったのです。だからここは私にとって大切な場所。私にとって、最も綺き麗れいな、皆さんとの繫つながりの場所です。……あなた方と、出会えた場所でもあります」

「……そうですね」

　この場所は綺き麗れいだ。そしてまっすぐに、胸を張って語るセイナさんは、綺き麗れいだ。

　恋愛感情ではない。僕が好きなのはヒカリだけだから。異性としてじゃなく、人間として素敵だと思う。

「答えてくださって、ありがとうございました。僕らはそろそろ行きます。長居してすみませんでした」

「何を言ってるんですか。ユウトさんなら、何時間でも大歓迎なのですよ」

　僕は席に座っていたクレセントを呼び、会計をすませて店を出ようとする。

　ドアを開けたところで、セイナさんに呼び止められた。

「……ユウトさん」

　いつもゆるく、微笑ほほえみを浮かべているセイナさん。

　だけど今は、少し、苦しそうな表情だ。

「ヒカリさんは、とても変わった方で……とても、素敵な方でした」

　刺すような痛みが、胸に走る。

　セイナさんの言葉はけして凶悪なものではなく、むしろヒカリを偲しのんでくれてのものだ。

　だけど僕には、「でした」と過去形で彼女が語られてしまうことが、痛い。

　この店はここに存在し続ける。けどもう、この店を彼女が訪れることはできない。

　セイナさんはヒカリのことを大切に思っていてくれた。だけど、この先どんどん、ヒカリを置いて時間は進んでゆく。

　セイナさんはやがて、忘れてゆくだろう、彼女のことを。

　──もう誰も、これから新しく彼女を知る人はなく。

　今、彼女を知っている人ひと達たちも、これから先は忘れてゆくだけだ。

「今は、お辛つらいでしょう。ですが、リセットを行うにしろ、行わないにしろ、いつかはまた笑える日が来るはずなのです」

　笑える日、か。彼女を失ったのに、僕はいつかまた、笑うのか。

　彼女のことを忘れて、笑うのだろうか。

　優しい言葉をかけられるのと反比例に、胸は締めつけられてゆく。

「ユウトさん。私はあなたの幸せを、願っていますよ」

　空虚な僕を元気づけるように、セイナさんは、優しく微笑ほほえんだのだった。
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　セイナさんの店に行った夜。

　僕はまた、ヒカリのことを思い出していた。

　ただし今度は、甘く幸せな記憶ではない。

　彼女の病気が発覚し、入院していたときのこと。

「おっ、やっほー、今日も来てくれたんだ」

　僕は彼女の病室に、毎日お見舞いに行っていた。

　彼女は自分の病気が発覚してからも、飄ひよう々ひようと笑顔で過ごしていた。

　それは彼女が、強がりから弱い部分を見せたくなかったのか、あるいは周囲に心配させたくない、辛つらそうな顔など見たくないという気配りによるものだったのかは、定さだかではないけれど。……おそらく両方。

「……ヒカリ」

　だけど。ヒカリは、明るく振る舞ってはいたけれど、日に日に瘦せていっている気がしたし、もとから白い肌は更に色が抜け、青みがかって見えるほどだった。

「なんだよう。やだやだ、辛気くさい顔してんじゃないってーの。なーんか、あんたのが病人みたい。ちゃんと学校行ってんでしょーね」

「……行ってるよ」

　行きたくないけど。

　学校に行っている時間すら、無駄に思える。本当はずっと彼女の傍そばにいたい。

　だけどそれは言わなかった。病気である本人が気丈でいるのに、僕がそんな弱音を吐くわけにはいかないから。

「そりゃーよかった。でもあたしがいないからって、浮うわ気きとかするなよー」

「するわけないだろ」

　するわけない。できるわけない。

「僕が好きなのはヒカリだけだ」

　もう、恥じらいなんて感じていられるほどの余裕もなかった。

　だって、今伝えておかなければ、この先はもう、彼女は……。

「あはっ」

　僕の言葉に、彼女は笑った。

　ように見えた。

「……ずっとそう言っててほしいよ」

　だけどそれは、彼女が無理をして、笑ったようにみせただけだ。

「ヤだよ。ユウトが他の子を好きになるのは、嫌」

「……ヒカリ？　だから、僕は」

「ねえ、ユウト。おねがい」

　服の裾を摑つかまれる。

　彼女は、自分の表情を見せないよう顔を俯うつむけていて。長い黒髪が、彼女の弱さを晒さらさないためのカーテンのように、その顔にかかっていた。

「あたし以外の女を好きにならないで」

　泣いてはいなかったと思う。ここでは、まだ。

　ただ、震える体。今にも泣きそうな声。

「世界で誰より、あんたのコトを大好きなのはあたし。他の誰でもない。誰よりあんたの傍そばにいるのは、あたしなの。他の誰かじゃない。誰よりあんたを幸せにするのは、このあたしなのよ。あたしは」

　言葉は一度そこで途切れ、はあっと苦しそうな吐息が漏れる。おそらくそれは、体の痛みではない、心の痛み、恐怖心からのものだったんだと思う。

「ねえ、ユウト。あたしは。本当言うと、死は怖くない」

　奔放な子だ。細く長い人生よりも、一瞬でぱっと散り、けれど美しい、花火のような人生を選ぶ女。

　彼女はある意味、刹那的な人だった。だからそれに関しては、意外と言うほどではなかったかもしれない、けれど。

「ただ、あんたの傍そばにいられないのは、怖いの」

　──その言葉は、僕の時間を停止させた。

「……なんか、さ。よく、あるじゃんね。映画とかでさあ。ヒロインが、私のことは忘れて幸せになってください、とか言うやつ。わかんないよ、なんであんなコト言えるの？　あたしには無理だ。忘れて、なんて言えない。あんたの中から、あたしが消えちゃうコトが怖くて怖くてたまらない。あたしとの思い出を忘れないでほしい。いっそ傷でもいいから、あんたの中に消えない何かを刻みつけてやりたい。こんなコトを思うあたしは異常なの？　死んでもいい。でも消えたくない。あいしてるの。だけどこんな不純なのは愛じゃないの？　……ごめん。あたしのコトなんか忘れていいから幸せになって、って願えないあたしでごめん。でも、好きなの。どうしても好きなの。どうしても、ずっと一緒にいたい」

　そして彼女はその後、とうとう泣き出した。

　うあああああん、と子どものように泣きじゃくるヒカリ。僕は彼女を抱きしめ、背中をさすり、「大丈夫だから」と言い続けた。何が大丈夫なのか自分でもわからないまま。

　こんな彼女を見るのは初めてだった。彼女は危うい人でありながら、ずっと強い人だったから。

　服の裾を摑つかんだままの手、その力から伝わってくるのは、彼女から僕への愛と執着。どうしてそんなにまで僕なんかを、と思うほどの慟どう哭こく。

「ヒカリ」

　何度も僕は彼女の名前を呼び、頭を撫なでた。柔らかな髪。密着した体から伝わってくる温度。僕を呼ぶ声。これらが、この先失われるものだなんて信じられなかった。

「僕はずっと君のものだ。ずっと傍そばにいる」

　そうだ、ずっと。

　この命は、君とともにある。

　君が死んでしまったら、僕だってきっと、死んでしまうんだ。







　未来への約束はすべて噓うそになり反ほ故ごになり砕け散り消えた。ずっと傍そばにと心から誓ったのに、その誓いすら無意味だった。君がいなくなってしまった今、僕は君の傍そばにいられていない。

「……っ……」

　変だ。寒くなんてないはずなのに、どうして体が震える。

　疲れのせいかな。でも、どうして震えるんだろう。体があるからだ。どうして体があるんだろう。僕が生きているからだ。

　僕は生きているんだ。

　彼女は死んだのに。

「う……っ」

　唐突な吐き気。

　何による吐き気なんだろう。肉体の疲労のせいなのか、それとも精神的なものなのか。

「ぐ……、う……っ」

　口を押さえたまま俯うつむく。吐き気を感じるのに、吐くことができない。苦しいのに楽になれない。中ちゆう途と半はん端ぱなまま苦しみ続けるしかない。

「どうしました。大丈夫ですか、ユウトさん」

　今日の野宿場所は、河か川せん敷じきの橋の下。僕とクレセントは、橋の脚を挟んで反対側で休息することにしていた。座ったまま苦しむ僕を、クレセントは立って見下ろしている。

　一緒に旅をして野宿しているからって、仲良く隣で眠ったりはしない。僕はわざわざこいつに傍そばにいてほしいとは微み塵じんも思わないし、クレセントはクレセントで、眠っているところを見られたくないのだろう。寝ている間だけはかぶりものを外しているのかもしれない。

　だからといって、寝ている間に正体を見てやろうとまでは思わない。そりゃあ正体が気になりはするけど、眠っている間に許可なく見るのは反則な気がする。

　それに僕が知りたいのはセカイの謎についてであり、リセットについてだ。クレセントはただの同行者。僕にとっては監視者のようなものでもあり、こいつのことはどうだっていい。

「そろそろ眠ったほうがいいですよ。どうせ、明日もたっぷり歩くことになるのでしょうから」

　クレセントにセカイのアルジの言葉が届くのは、いつも朝だ。明日にならなければ、どこへ出発するのかもわからない。

「……わかってるよ。でも、寝られなくて」

「体調が悪いのですか？　無理はよくありません。本当に駄目なようなら、すぐ言ってくださいね。病院に行かないと」

「別に……。そこまでじゃないし……」

　そう、そこまでじゃない。病院に行くなんて。

　きっとこんなの、本当は苦しくない。

　だって、彼女はもっとずっと辛つらくて苦しかった──

「ぅぐ……っ」

　また吐きそうになる。けれど吐き気はするのに吐けない。苦しみがいつまでも僕の中に停滞し続ける。

　クレセントはそんな僕を黙って見つめていた。彼は何も言わなかったけれど、僕には今の自分を見られることが屈辱的だった。

「なんだよ……言えばいいだろ。馬鹿みたいだって」

　ずっと、埃ほこりのように積もっていた感情が、ドロドロと口から染しみ出だしてゆく。

「人間は、辛つらいことがあったって皆、いつかはちゃんと忘れて、立ち直って生きてゆくんだ。だけど断言できるけど、立ち直るなんて僕には絶対できない。僕は強くない」

　ヒカリ。君は言った。「あたし以外の女を好きにならないで」と。

　手紙にすら書いてあった。「あたしはあんたが、あたし以外の人と幸せになるなんて絶対ヤ」と。

　馬鹿じゃないのか。君は僕をなめすぎている。

　何度も、何度も伝えたはずだったのに、少しも伝わっていなかったんだろうか。それとも、伝えていたのに信じられていなかったんだろうか。どうして。

　僕がこんなにも好きになったのは、ただ一人、君だけで。

　他の誰も代わりになどならないし。

　もう誰も、この空虚を埋められやしないんだ。

「だから、『リセット』なんて可能性に縋すがるしかなかった」

　リセットのために、彼女との思い出の場所を巡るたび。得体の知れない不安感と焦燥感がどんどん膨らみ、真っ黒な雲のようになって、今、暴風雨を起こそうとしている。

　目的の地に辿たどり着つくたび思い知る。きっと、この先もそう。

　僕の知る景色が、彼女のいないもので上書きされてゆく。

　嫌けん悪おと言うにも生ぬるい、拒絶反応が皮膚の下で蠢うごめく。

　全身が拒む。彼女のいない世界を。彼女がいない中で進み、変わってゆく世界を。

　それを見たくない。だからもう進みたくない。だけど進まなければリセットは行えない。

　立ち止まってしまえば楽なのに、それは許されない。

　……いや。

　本当は、立ち止まっても、僕を咎とがめる人間はいない。

　なら僕はなぜ進む。彼女は、できないなら後を追えと書いていた。きっとそのほうが楽だ。

「なんなんだよ。おまえも、セカイのアルジって奴やつも。肝心なことは何もしてくれないまま、希望だけちらつかせて……っ。苦しんで、あがく僕を見て、嘲あざ笑わらっているのか」

　苛いら立だち。八つ当たり。吐き気で口を押さえたまま、立ち上がることさえできないのに、口調だけは乱暴になる。

「嘲あざ笑わらってなどいません。私は、あなたを羨ましく思いますよ」

「……羨ましい？」

「ええ」

　クレセントは頷うなずき、話す。

「私には、それほど苦しむまで人を愛せたことが──愛し愛されたことが、羨ましい。喪失を悲しめるということは、それほどの幸福を抱いていたということ」

　僕は、その言葉を聞いて。

　立つ力もなかったはずの僕の両足は、立ち上がり。僕の右手は。

　──奴やつの胸倉を摑つかんでいた。

「おまえに何がわかる！」

　自分でも不思議なほどの激げき昂こう。

　瞬間湯沸かし器のように頭が熱くなり、感情が決壊したように荒い言葉が流れ出る。

「羨ましい？　幸福？　なんだそれは。慰めのつもりか」

　普段の、もう少し落ち着いているときなら、受け流せたかもしれない。ここまで熱くならずにすんだかもしれない。

　でも今は、さっきヒカリとの病院でのやりとりを思い出してしまったばかりで。

　あんなふうに、いつもなら絶対泣かないヒカリが、泣きじゃくっていた。

　そんな現実を、「羨ましい」なんて言葉で片付けられたくなかった。まるで、彼女の命が安っぽいドラマみたいに軽んじられたようで、憎ぞう悪おが湧いたんだ。

「何がわかる。おまえに何がわかる。そんな綺き麗れいなものじゃない。ヒカリが、病気だとわかってから死ぬまで、どんな気持ちで過ごしていたか。おまえにわかるっていうのか。わかるはずない。僕だって、完全には理解してあげられていなかっただろう。回復の見込みもなく、一日一日死に向かってゆく日々。──自分のいない未来で、自分が忘れ去られてゆくという恐怖。わかりたかった。何かしたかった。なんでもしてやりたかった。でも、僕ができることなんてろくになくて──」

　せめて弱ってゆく彼女の支えになりたいと思っていた。彼女の前で、自分まで不安がらず、強くいて彼女を励ましたいと。

　だけど日々弱ってゆく彼女を前に、僕だって平静ではいられなかった。必死に、無理をして情けない姿を見せまいとしてきたけれど、そんなので彼女の支えになれていたのか疑問だ。

　彼女と出会ってからの三年間、僕は彼女からたくさんのものを貰もらった。

　だけど僕は、彼女に何をしてやれたというんだ。

「……僕だって。まだ、生きている人間を見るたび苦しくなる。鏡に映った、生きている自分を見るだけでも苦しくなる。どうして彼女が、彼女だけが生きてここにいないのか。どうして他の奴やつらが幸せそうに生きている中で、彼女だけが死ななきゃならなかったのか」

　脳裏を過よぎる、硝子ガラス片へん。

　あの空の青い日、彼女が割った硝子ガラス。割れた窓の先の光と、流れ込んできたぬるい風。

　一度ヒビが入ってしまった硝子ガラスは、絶対に元に戻ることはない。

　完全に割れてしまうまでは、ずっとヒビが入ったまま。カーテンの陰に隠され、誰にも気づかれることはない。

　壊されるか、ヒビが入ったままあり続けるか。

　そしてたとえ砕かれたところで、断じて元通りにはならない。

　新しいものに交換されたって、元の硝子ガラスは戻らない。

　選択肢があったところで、救いなど、ないのだ。

「幸福だなんて、簡単に言うな」

　彼女の病気が発覚し、死に至った、今まで。

　僕は周囲から、それ以前とは異なる態度で接せられてきた。

　愛いとしい人を亡なくしたカワイソウな僕に、周囲はいつも眉を下げ、遠慮がちに、言葉を選ぶ。

　あまり触れられたくないことだろうから、とあえて深く追及してこなかったり。

　元気出して、応援してるよ、と励ましの言葉をくれたり。

　あるいは今のクレセントのように、無理な「よかった探し」みたいなことを言おうとしたり。

　どんな言葉をかけてあげたらいいんだろう、と、少しでも僕を救おうとするように、皆が「正解」なんてものを探す。

　それが優しさだということはわかっている。

　だけど、色を色と認識できても美しいとは思えないように。たとえ優しさが優しさであっても、それは「ある」だけ。そして、無意味に僕をすり抜けてゆくだけ。

　どうして救おうとする。どうして救えるなんて思う。

　どんな言葉だって、救いになどなるはずないのに。

「ならあなたは、ヒカリさんと出会わなければよかったとでも言う気ですか」

　僕に胸倉を摑つかまれたままのクレセントは、怯ひるむ様子もなく、そんなことを言う。

「……は……？」

「でしたら、リセットの力で、彼女との出会いも、思い出も、すべて『なかったこと』にでもしてしまえばどうです。あなたは幸福ではなく、あなたが今苦しんでいる原因は、彼女なのでしょう？　だったらなくしてしまえばいい。そうすればあなたは苦しまない」

「……な……」

「──ですが、あなたはそんなことが望みなのですか？」

　ダン、と。

　僕はクレセントの体を、橋の柱に突き飛ばす。

「黙れ。……何も、何もわからないくせにっ！」

　頭に血が上っていた。吐き出す息は荒く熱く、自分で自分が制御できない。

「ええ、わかりません。私はヒカリさんでも、あなたでもないですから」

「僕だって、どうしたらいいかなんてわからないんだ。苦しい。なのにどうすることもできない。こんな自分が嫌なんだ」

「そうですか。でしたら、お好きなだけ自分を嫌っていればいいのでは。誰も文句は言いませんよ」

「なんなんだ、なんなんだよ、おまえは。人を引ひっ搔かき回まわすようなことばかり言いやがって。やっぱり僕を見下しているんだろう」

「これまであなたは、励ます言葉をたくさんかけられてきて、しかしそれらはあなたの慰めになってはくれなかったのでしょう？　なら私は、いっそ壊すような言葉を言ってみようと思いましてね」

「おまえが嫌いだ。皆嫌いだ。この世界のすべてのものが憎くて憎くて仕方がない。綺き麗れいだなんて思えるはずない、こんな、残酷な世界」

「そうですか。あなたがそう思うのは、あなたの自由です。どうぞ、嫌いなものを好きなだけ嫌い、好きなものだけを好きでいてください」

　クレセントの一言一言が、僕の神経を逆さか撫なでする。全身の血に火を放たれ、猫のように毛が逆立つような錯覚。

　かっとなったまま、殴ってやろうかと右腕を振り上げる──が。

「殴りたいのであれば、どうぞ？」

　クレセントは、怯おびえもしない。つられて怒ることもしない。どこまでも、感情を乱すことがない。

　そんな彼の様子を見て、殴ることすら負けに感じた。感情的になっている自分が馬鹿みたいでいたたまれなかった。ここで本当に殴ってしまったら、僕はただの愚かなピエロだ。

「……頭を、冷やしてくる」

　このままでは、いけない。かろうじて残っていた理性を総動員し、これ以上の無様を晒さらす前に奴やつから背をそむけた。







　幸福は確かにあった。

　けれどそれは過去のことだ。

「暑い。暑い暑い暑～い」

　いつだって鮮明に思い出せる、過去の声。

　彼女の声。

「ねえ、毎日毎日ほんと暑くない？　もう溶けそうなんだけど」

　これは高校三年生の夏休みの記憶。

　もう遠い過去のようなのに、まだ一年も経たっていないんだということに驚く。

　あの頃は、それから一年も経たたずに彼女を失うなんて、思っていなかった。

「……まあ、暑いけど」

　この日、僕は彼女の家──彼女の部屋にいた。

　名目上は、僕らは推薦入試で同じ大学を受けることになっているので、その小論文や面接対策を一緒にするため。

「暑いと言いながらこの状態は、矛盾じゃないのか」

「矛盾じゃないねえ」

　真面目に入試対策をするために二人で集まったはずだが。ミニテーブルの前に二人、並んでクッションに座り。彼女はぴったりと僕にくっつき、僕の肩に自分の頭を乗せてもたれかかっていた。

　今日は彼女の親は仕事でいないそうだが、あまり電気代を使いすぎると怒られるらしく、クーラーはつけてない。その代わり窓を開けていて、そこからぬるい風が流れ込んでくる。

「暑いコトと、あんたにくっつきたいコトは、まったくの別問題でしょ」

「離れれば多少は涼しくなると思うけど」

「離れてほしくなんかないくせに、心にもないコト言うのはやめなさいよ」

「いや、だって君が暑いって言うから」

「離れてほしいの？」

「……そういうわけじゃないけど」

「ふふん」

　してやったり顔が腹立たしいけど、そんな顔も可愛かわいいと思ってしまうあたり、僕はだいぶ重症らしい。

　すり、と彼女が僕の肩に頰ずりする。長い黒髪が、僕の背中にもかかりさらさらと揺れる。

「あー、来年の春からは一緒に大学生かあ。まだ全然実感ないけど、楽しそーだよね」

「いやまだ受かってないけどね？」

　そのために対策しようとしているんだし。

「ふふっ」

　彼女は頭を移動させ、ぽすん、と今度は僕の膝に乗せる。僕が、彼女に膝枕してやってる状態だ。

「大学入ったら、何しよっか。大学生って休みいっぱいあるらしいし、いろんな面白いコトできそうだよねー」

「いやだからまだ受かってないけど」

「いちいち夢のないコト言わないの。あたしはやればできる子だから受かるって」

「僕は？」

「頑張ろう」

「……頑張ろう」

　そう言っておきながら、彼女は僕の右手を取り、自分の頭に当てる。頭を撫なでろ、という無言の催促だ。

「これじゃペンも何も持てないんだけど？」

「あたしと受験、どっちが大事なのよ」

「横暴か」

「高校生活最後の夏だよ？　イチャイチャするコトだって大事だって」

　悪びれず言う彼女は、しばらくは絶対僕の膝からどく気配がなかったので、僕は諦めてご所望通り髪を撫なでた。彼女は気持ちよさそうに目を細める。

「……でさ、さっきの話の続き。大学生って、楽しそーだよね」

「でも大学生だって、レポートとかあるし、バイトだってしなきゃいけないし、そんな暇ってわけでもないだろ、多分」

「大学生っつったら酒だよねー。酒飲もう、酒」

「聞いてる？」

「手が疎おろそかになってる。もっと撫なでて」

「……はい」

　女王様かよ、と思いつつ、素直に従う。よろしい、とばかりに彼女が僕の膝に頰ずりする。

「お酒は二十歳になってからだぞ。大学入ったからって、すぐには飲めない」

「真面目だなー、そんなに真面目でよくこのあたしと付き合ってられるね。愛の力？」

「自分で言うな」

　猫にするように、喉を撫なでてやる。「んんぅ」と鳴き声のような声を出して小さく身じろぎをし、気持ちよがった。猫か。お猫様なのか。

「大体、君が酒飲むのって怖いな。すごいタチの悪い酔い方しそう」

「だいじょぶだよ、元からタチ悪いんだからこれ以上にはなりようないって」

「だから自分で言うな」

「あたしよりさあ、あんたみたいな一見おとなしそうな奴やつのほうが、酒飲むと豹ひよう変へんしちゃったりするもんよ」

「そうかな」

「そうそう、やだぁ怖い。襲われちゃったりして」

「襲いません」

「襲わないの？」

　これ見よがしにすりっと僕の膝に頰を擦すりつけ、上目遣いで僕を見るヒカリ。

　白い肌と、黒い髪。相反する二つの色はくっきりとコントラストをつくり、僕の目を離せなくする。

「……襲うかもしれないけど」

「んふふ」

　なんで満足げなんだろう。いい笑顔だ。

　窓の外は青く晴れ渡った空に、真っ白に輝く雲。

　遠くからは蟬せみの鳴き声、更にはどこからともなく風鈴の音が聞こえる。

　ミニテーブルの上、二つ並んだ、麦茶の入ったグラスは汗をかいて水滴をテーブルへと滴したたらせている。

　夏だ。

　暑く、溶けるような、夏。

「あー……幸せだね」

　僕の膝の上で髪を撫なでられたままの彼女が、そう呟つぶやいた。

「……別に、特別なことしてるわけじゃないんだけどね」

　二人でだらだらと、本来やるべき受験対策すら早々に放棄して、非生産的に過ごす怠惰な時間。何を残すわけでもなく流れてゆく時間。

「なんでもないコトが、幸せなのよ」

　そこで彼女は体を起こし、僕の顔に自分の顔を近づける。

　間近で、彼女は微笑を浮かべる。悪戯いたずらっぽく、けれど心底この時間に満たされているように。

「あたしは面白いコトは好きだけど、あんたがいたら、他に何もなくても、つまらないってコトはないと思うの」

　そうして彼女は僕の頰に、唇を当てた。
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　すぐ離されたけれど、感触は余韻のように留まり続け、まだすぐ傍そばにある彼女の口から感じる呼吸が温かい。

「だから今、こうしていられるコトが、幸せ」







　幸せは確かにあった。

　だけどそれは今、手の届かない過去だ。

　迎えに行ける未来ではなく。失われた過去にしか僕らの幸せは存在しない。

「……僕は……」

　さっきのクレセントの言葉を反はん芻すうし、自分で自分に問うように、独り言を口にする。

「僕は、ヒカリと出会わない運命があったとしたら、それを選択するのか？」

　そうすれば、こんな苦しみを味わわずにすむ。

　失うものを最初から持たなければ、喪失の苦しみを知ることもないのだから。
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「おい、今日はどこまで行くんだよ」

　小学四年生の僕は、歩いていた。

　クレセントと名乗る、猫のかぶりものなんかした、おかしな奴やつの後ろについて。

　奴やつは僕のことなんて気にしていないように、どんどん先へ進んでゆく。

　僕はときどき、もうこんな奴やつについていくのやめようかな、と思うんだけど。

　どうしても、気になるんだ。あの言葉が。

　──「さあ、『リセット』をして、世界を変えましょう──そして、すべてを忘却の彼方かなたに」

　こいつは以前、僕にそう言った。

　僕はそれがどういう意味か知りたくて、こいつについていっている。……けど。

「おい、クレセント！　聞いてるのか？　今日は、どこまで行くんだって」

　あの日から、こいつとは何度か会ってる。

　だけど全然、リセットとか、世界を変えるとか、そういう肝心なことは出てきていない。

　いつもクレセントは僕をつれて、ひたすら歩く。行く先は、猫がいっぱいいる路地裏だったり、噴水のある公園だったり、僕も存在を知らなかったような、古いけどいろんなお菓子や玩具のある小さな駄菓子屋だったり、いろいろだ。

　いろいろではあるけど……結局、どこへ行っても、ただ遊んでいるだけの気がする。世界を変えるっていうのは一体どうしたんだよ、おい。

「クレセント！」

「はいはい。そんなに大声を出さなくても、聞こえていますよ」

「聞こえてるなら、返事しろよ」

「いちいち行き先を聞くより、どこかわからない場所に連れていかれるほうが、サプライズ感があってワクワクしませんか？」

「サプライズなんていらない。僕が知りたいのは、おまえが前に言った『リセット』だ。おまえ、僕に噓うそをついて、単に僕をからかって遊んでるんじゃないだろうな？」

「失礼な。これが噓うそをついている目に見えますか？」

「かぶりものしてるだろ。目なんか見えねえよ」

「『リセット』を行うには、いろいろと、準備というものがあります。いろんな場所に、行かなくてはならないのですよ」

「本当かよ……」

　こいつは胡う散さんくさい。何せ猫のかぶりものなんかしてる、本当はどこの誰なのか、素顔も本名もわからない奴やつだ。クレセント、と名乗っているし仕方なく僕もそう呼んでいるけれど、喋しやべり方かた的に、絶対日本人だと思うし。

　結局クレセントは、僕の質問には全然答えず、マイペースに進んでいってしまう。

「あら、ユウ君、こんにちは」

「！」

　歩道橋の上を歩いていたところで、僕の家の近所に住むおばさんに声をかけられた。

　ここは僕の家から結構離れているっていうのに、なんでこんなところで会うんだよ。

「こんなところで会うなんて、奇遇ねえ。おばさんは、お友達の家に寄ってきたところだったんだけど。……ユウ君は、何しているの？」

　おばさんはちらりとクレセントを見る。その目には、少しの不信感があった。無理もない。何せ、相手は猫のかぶりものをしてるんだから。

「えっと……ユウ君のお友達？　何かのごっこ遊び？」

「はじめまして。私はクレセントと申します」

「え……？　外国の子？」

「なんでもないんです！　こいつのことは、気にしないでください」

　ああ、恥ずかしい。見られたくなかった。こんな変なかぶりものをした奴やつと遊んでいると思われるのは嫌だ。もう低学年でもないのに、猫のかぶりものでごっこ遊びなんかしないっての。

「最近ユウ君、なんだか……不思議な子とよく一緒にいるって話を聞いたからね。ちょっと気になってたんだけど……お友達、でいいのよね？」

　うげ。噂うわさになってるのかよ。

　学校では友達なんか全然いないし、周りのことは極力気にしないよう、目も耳も閉ざすような毎日を送っているから、そんなのまったく知らなかった。

「と、友達じゃないですけど……別に大丈夫です、なんでもないので。それじゃあ」

「え？　ちょっと待ってユウ君、お友達じゃないって……」

　おばさんはまだ何か言いたげだったけど、僕は気にせず走ってその場を去る。クレセントは同じように走ってついてくる。

「なんだ。あなた、ちゃんと話しかけてきてくれて、心配してくれる人だっているんじゃありませんか」

「家が近所だからってだけだし、それにあの人は心配してたんじゃなくて、憐あわれんでるっていうか……。あとは、自分ちの子に被害が出ないよう警戒してるんだろ」

　近所に住んでいる子が、得体の知れないかぶりものをした変人と遊んでいる。あのおばさんにとって、それは正直喜ばしいことではないんだろう。

「でも初めて会ったとき、あなた独りぼっちで泣いていたから、ちょっと心配していたんですよ」

「……っ」

　クレセントはただ、何気なく言っただけだったのかもしれない。

　だけどかっと、僕の顔と頭には血が上る。

「な、なんだよ……！　泣いてて、弱くて悪かったな」

　触れてほしくないこと、というのが、こいつには理解できないんだろうか。なんてデリカシーのない奴やつ。

　クレセントはじっと僕を見て黙っていたが、それが一層僕にはムカついた。やめろ──こっちを見るな。その、表情の見えないかぶりものが嫌だ。その下で、どんな顔をしているかわかったものじゃないから。

　おまえはその猫の顔の下で、僕を笑っているんじゃないか。

　隠されているから、疑ってしまう。

「おまえ、どうせ、僕のこと弱すぎるって思ってるんだろ。かっこ悪いって見下してるんだろ」

　一度怒りを口にしたら、そこからは止まらなかった。

　ひび割れたコップから水が流れてゆくかのように、言葉が流れ出てゆく。

「ふざけんなよ。『リセット』なんていうのだって、結局噓うそなんじゃないのか。弱い僕のこと、面白がって遊んでるんだろ！」

　僕は、弱い自分が恥ずかしい。

　僕には母さんがいない。だけど、同じ学年の中にはそういう子だって何人かはいるし、それでも皆友達と仲良くして、笑って毎日を過ごしてるんだ。

　僕が一人なのは、きっと僕のせいなんだ。だから僕は、そんな僕が嫌なんだ。

「もう、いい。……帰る！」

　僕はクレセントをその場に残し、全力で走っていた。

　もう、二度と奴やつが僕の前に姿を現すことはないだろう。

　そう、思った。







　翌日の日曜──夕方のこと。

「こんにちは、今日もいい天気ですよ。さあ、楽しく遊びに行きましょう」

「噓うそだろ」

　クレセントは普通に僕を訪ねてきた。

　わざわざ僕の家……僕の住むマンションの一室の、インターホンを押して。

　父さんにこいつを見られなくてすんだのは、不幸中の幸いだろうか。僕の父さんはとにかく仕事漬けな人なので、土日も関係なく働いている。だからこそ、僕は父さんと一緒に出かけたことなんて全然ない。

「噓うそ？　何が噓うそですか？　私は噓うそなどついていませんよ。正直者な猫ですから」

「そうじゃなくて……！　あんな気まずい別れ方したら、もう会おうなんて思わないだろ、普通！」

「気まずい別れ方……？」

　きょとん、とばかりに首を傾かしげるクレセント。おい、マジで噓うそだろ。どういう神経してるんだ、こいつ。

「別に昨日のあなたは、私に言いたいことを言っただけでしょう？　私はあなたを見下していたつもりはありませんが、あなたがそう受け取っていたなら、失礼いたしました。今後は誤解を招かないよう、注意するとしましょう」

　……昨日のは、僕が一方的に怒っただけで、八つ当たりだったとも思う。あんなふうにみっともなく自分の感情を押しつけて恥ずかしい、悪かったとも思っていたのに。

「なんです、昨日のこと、気にしていたんですか？　そんなの時間の無駄ですよ。私は気にしていないのですから、あなたも気にするのなんてやめて、忘れてしまいましょう。そんなことを考えるくらいなら、どうしたら世の中のデミグラスソースオムライスをすべてケチャップオムライスに変えられるか考えたほうが、よほど有意義なのです」

　クレセントは、まったく気にしていないみたいだ。

「さ、それより、行きましょう！　目的の場所に、昨日は行けませんでしたからね。今日こそ行くのです」

「マジか……」

　引っ張り出されるように、僕はクレセントによって外へと連れ出される。

　本当に、なんなんだろこいつ？　半ば呆あきれながら、僕は諦めてクレセントについてゆくことにした。

「なんていうか……おまえ、すごいな。いろんな意味で」

「ふふ、すごいでしょうか？　……嫌なことや、自分に都合の悪いことなんて、忘れてしまうにかぎるのですよ」

「そりゃあ、そうできたら楽なのかもしれないけど」

「ええ、楽です。そしてそれは、難しいことではありません。人間は、忘れることのできる生き物です。……たとえば、今は私わたし達たちはこうして一緒にいますが。あなたはこの先、私のことだって、すぐに忘れてしまうでしょう」

「ええ？　おまえみたいな変な奴やつのこと、そう簡単には忘れられないだろ。忘れたくても」

　猫のかぶりものという外見のうえに、ひどい言葉を浴びせられても平然と今日も会いに来たなんていう信じられないメンタル。インパクトはすごい。

「忘れることが、正しいことなのですよ。私は、忘れ去られるための猫です」

「……なんだ、忘れ去られるための猫、って」

「初めて会ったとき、言ったでしょう。すべてを忘却の彼方かなたに、と」

「覚えてたのか。なんなんだよ、忘却の彼方かなた、って」

「かっこいい響きですよね」

「そこは別にどうでもいい」

「『忘却』だけでもかっこいいのに、そのうえ『彼方かなた』までつくんですよ？　かっこよさの極みです。うっとりしてしまいます」

「中二病か」

　こいつは、いつもこうだ。よく喋しやべるくせに、肝心なことをはぐらかす。

「忘却の彼方かなた。その響きは美しい。ですが知らないことは、忘れ去ることもできません」

　気取った言い方。クレセントは、そのかぶりものの下でふっと笑みを浮かべ片目を閉じるかのように、微かすかに弾んだ声で言った。

「では、行きましょう。忘却に辿たどり着つくための道のりを」







「さあ、今回の目的地に着きましたよ」

「ここって……」

　クレセントに連れられ、やってきた場所。昨日は途中までで、今日こそ最後まで辿たどり着ついた先。それは……。

「いつも僕が来てる河原じゃないか！」

　僕がいつも通っている最短のルートじゃないから、途中まで気づかなかった。クレセントが辿たどった道順では、無駄にぐるぐる遠回りをしただけだ。

「なんなんだよ、ここなら、あんなに歩き回らなくたって、もっと早く来られただろ」

「たまには、回り道をすることも必要ですよ」

「もっともらしいこと言うな。おまえのせいで、もうこんな時間だぞ」

「こんな時間だから、いいのです」

　もう、辺りはすっかり暗い。小学生が外を出歩くような時間じゃない。

　……もっとも、僕は別に。父さんは、僕の心配なんかしないから、どうだっていいんだけど。

　クレセントは、昨日会ったときからずっと持っていた大きな鞄かばんから、ガサガサと何かを取り出す。

「花火をしましょう」

「なんで」

「私がやりたいからです」

「殴るぞ」

「動物虐待ですか？　なんてひどい」

　クレセントはしれっとそう言いながら、花火と、これまた鞄かばんに入れていた折り畳み式バケツを取り出す。バケツに水を入れ、あっという間に花火の準備を整えてしまう。

「……あのさ。おまえ、本当に僕に『リセット』について教える気、あるのか？」

　遊んだりするためじゃなく、そもそも僕は、そのために今までこいつと一緒にいたわけなんだが。こんなのばっかでは、目的を見失いそうだ。

「ありますとも。そのために、無駄なことが必要なのです」

　手持ち花火に火がつけられる。シュパアッと、花開くように光がひろがった。

「ほら、どうぞ」

　ずいっと押しつけられ、僕は仕方なく花火を受け取る。暗闇の中に、幾筋もの光が流れるように落下してゆく。

「……こんなの、本当に無駄なのに……」

「ですが、綺き麗れいです。楽しいと思いませんか？」

「…………」

　僕には友達がいないし、父さんだって絶対僕とこんなふうにのんびり花火なんてやってくれない。

　相手が猫のかぶりものなんかした変人だというのは癪しやくだけど、確かに花火は綺き麗れいだ。誰が買ったものであろうと、花火に罪はない。

「花火って、長くは続きませんが、綺き麗れいですよね。こんなふうに綺き麗れいなものを見て、楽しい時間を過ごしていると、悩んだりくよくよしたりするのって、馬鹿馬鹿しいと思いませんか」

「……なんだその、突然の綺き麗れいごと」

「綺き麗れいなものを見ているんですから、綺き麗れいなことを語りましょう、ということです」

　クレセントは自分も花火を持つ。その手もとから小さな光の雨が流れてゆく。

「私わたし達たち、出会ってからいろんな場所に行って、遊んだじゃないですか。だいぶ振り回してしまったことは反省していますが、楽しかったと思いません？　まるで友達のようだったと、思いませんか」

　ひらひらと手首を揺らすクレセント。それにより、奴やつの持つ花火の光も揺れる。

「……楽しいなんて……」

　認めるのは、癪しやくだ。

　クレセントも言ったように、本当に振り回されてイライラしてばかりだったし。

　……だけど、今まで僕にこんな時間はなかったことも事実。

　それに、昨日苛いら立だって感情を爆発させてしまった僕を、こいつは何も気にせず、今日も会いに来てくれた。

　こんなふうに、悪態もポンポンぶつけられる、なんでも言えて一緒に過ごせる相手は、今までいなかった。

「さっきも言いましたが。人間は、忘れてしまうことのできる生き物ですよ。記憶なんてものは、いくらだって上書きできるのです」

「記憶を、上書き……？」

「たとえ辛つらいことがあったとしても、こうして楽しい思い出で上書きしていれば、忘れられる。そう思いませんか」

「え……いや、それは」

　いろんな場所に行き、楽しい思い出を作ることで、悲しみを忘れる。……悲しみなんて、忘却の彼方かなたへ。

　ちょっと待て。まさかリセットって、そういうことなのか──？

「なんて、甘いことを言うとでも思いましたか」

「……え？」

　そこで、僕の額に何かがあてられる。

　辺りが暗いから、最初、よくわからなかった。

　けど。クレセントが、僕の額に何か、黒いものをあてている。

「お待たせいたしました。それではただ今から、行いましょう」

　黒くて、硬いもの──クレセントはそれを、確かに、僕に向けているんだ。

　……「それ」は……。

　銃──？

「あなたの人生の、『リセット』を」







[image: 六章　I love you──死んでもいいわ]




　線路沿いの道を、無言で歩く。

　ときおり、電車が通り過ぎる走行音がぬるい風を連れてゆくのと、ジョギングやら、犬の散歩やらの最中の人々が通り過ぎてゆく（その際、やはりクレセントは一体なんなんだろうと二度見される）足音を除けば、ほとんど音はない。

　なぜなら、僕もクレセントも無言だからだ。

　いや、いつも道中はほぼ無言なんだが。ただでさえ歩くのだけで精一杯なんだから、余計なお喋しやべりで体力を使いたくはないし。

　ただ、今日はなんとなく気まずい。

　昨夜あんなことがあったばかりだ。一夜明けてお互い頭も冷えたし、朝は昨夜のことには触れず起床して朝食もとり出発したけれど、やはり今日の無言はどこか重いものがある。

　何か、会話を切り出すべきなんだろうか。しかし、何を喋しやべれっていうんだ。

　迷い、結局何も言い出せず歩き続ける。それにしても足が痛い。もはや歩いているというより、そろそろ足を地面に擦すりつけ引きずっているという感覚だ。

「ユウトさん」

「な、んだよ」

　先に口を開いたのは、クレセントのほうだった。

「オムライスって半熟とろふわ派が多いですが、卵はしっかり焼けていたほうがおいしいと思いませんか？」

「おいそれ今この状況で言うことか」

「あと、かけるのはデミグラスソースよりケチャップです。これは譲れません」

「だからそれ今言う必要のあることなのか」

「いや……だって、そう思いませんか？　個人的には、オムライスは絶対固焼きケチャップでなければ」

「そうか、個『人』的に気になるのか、猫が」

「でも、店に入ってメニューに写真がなかったりすると、どういうオムライスが出てくるのか賭けだったりするじゃありませんか。ユウトさんは気にならないんですか？」

「別に……とろふわでもデミグラスでもこだわらない」

「そうですか。ではこの件については、今から少々一匹で思考するとしますね。まだ目的地までしばらく歩くようですし」

「ちょっと待て、そもそもなんでいきなりオムライスの話なんだよ。どっから出てきた」

「オムライスの話は、どこからだって出てくるものです。おいしいじゃないですか、オムライス」

「そりゃおいしいけど。いや、ていうか」

「なんですか？」

「おまえは、昨夜のことを気にしてないのか？」

「昨夜何かありましたっけ？」

　マジかよ。

「冗談はさておき。別にあのくらい、気にして引きずるようなことでもないでしょう。私わたし達たち、それなりに分別のある年齢ではありませんか」

「いや、僕はおまえの年齢とか知らないんだけど」

「おっと。猫に年齢を尋ねるのは、失礼にあたるんですよ。ご存じないんですか？」

「猫のマナーなんか聞いたことねえよ」

「そんな。マナーはちゃんと学んでおかなければ、他の猫達たちと話すとき、恥をかいてしまいますよ？」

「他の猫とは話す機会なんてないから安心しろ」

　気まずい、なんて考えていた自分が馬鹿みたいだ。いつも通りマイペースなクレセントの調子に、がくりと力が抜ける。

　もっとも、いつも通りマイペースに振る舞うことで、変な空気にしないようにしてくれているのかもしれないが。

「ともかく、私は昨夜のことなど気にしていませんよ。むしろ、懐なつかしさを感じました」

「懐なつかしさ？」

「ええ。……昔、同じようなことがあったのですよ」

　……なんだろう。気のせいか今のクレセントの声は、いつもの演技がかったものではなく、素で過去を懐なつかしんでいるように聞こえた。まるで、目を細め、そのときに思いを馳はせるように。

「昔、誰かとあんなふうに、喧けん嘩かみたいなことしたのか」

「喧けん嘩かというか、あのときはもっと一方的でしたけど。……でも、そうですね。もうだいぶ昔、幼い子どもの頃ですがね」

「…………」

　それはなんだか、僕が幼い子どもレベルということじゃなかろうか。

「別に、幼稚だと恥じることはありませんが。それでも恥ずかしいようなら、忘却の彼方かなたにしまっておけばいいのではありませんか」

「……忘れろって普通に言えばいいだろ。中二病か」

「別に中学二年生ではありませんよ？」

「ていうか、猫なんだろ」

「おっと、そうでした。私は猫ですね」

「おまえ本当にマイペースだな……」

「マイペースですか？　私は、あなたと私は似た者同士だと思いますけどねえ」

「はあ？　僕とおまえのどこが似ているっていうん……」

　反論の言葉を返そうとした、その瞬間。

「……っ……」

「どうしました。大丈夫ですか」

「大丈夫。……なんか、どんどん足の痛みがひどくなってきただけだ」

「まあ、普段はろくに運動なんてしない人が、連日これだけ歩き続ければ、そうなるかもしれませんね」

「おまえは平気なのかよ」

「そりゃあ疲れてますが」

「が？」

「あなたが進むのなら、私も進むのです。私はそういう猫なので」

「…………」

　よくわからない奴やつだ。だけど、ここまでずっと一緒に来てくれたことも事実。こいつだって、歩きっぱなしで疲れているだろうに。

「あなたが進むのをやめるなら、私も歩みを止めますが。いかがいたしましょう？」

「……大丈夫だ。まだ、歩ける」

「くれぐれも、ご無理はなさらないように」

「無理ぐらい、するさ。目的のためなら……」

「その心意気はご立派だと思いますが。あなたに何かあったら、あなたの身近な人が悲しむのでは？　……今更ですが、親御さんは心配していないのですか。私の家を出るとき、メールを入れてはいたようですが……」

「母には一応、しばらく友達の家に泊まるってメールしてある。返信は特にないし、心配なんてしてないよ。そういう人だ」

「……ユウトさんは今、母親と、暮らしているんでしたっけ」

「そうだよ。そういやクレセント、おまえには家族とかいるのか」

　ふと、思いつきで聞いてみる。

　クレセントの家に行ったときは、他に誰も人はいなかった。だが一人で暮らすには広い家だったし、他人が住んでいる気配もした。こいつ一人で住んでいるものだとは思えない。

「ええ。私にも、家族はいます」

「……家族も猫なのか？」

「ふふ。そのあたりは、ご想像にお任せします」

　秘密主義め。別に興味のあることではないから、追及も何もしないけど。

　だが、もう一点、気になることがあったので口にしてみる。

「セカイのアルジっていうのとは、家族じゃないのか」

　クレセントはセカイのアルジの言葉を聞くことができる。それに、初めて会ったとき、壊れた時計を一瞬で直すという不思議な芸当も披露してみせた。セカイのアルジと、血の繫つながりがあっても別に不思議ではない。

　けど考えてみたら、クレセントはセイナさんの店で、セカイのアルジのことを「恩人」と言っていた。家族とか、そういう繫つながりではないんだろう──と、口にした直後自分でそう気づいたんだが。

「…………」

　僕の質問に、クレセントは黙っていた。

　珍しい沈黙だった。クレセントは、僕の問いかけに、もったいぶって焦じらすようなことはたびたびする。けれど、そこにはいつも僕で遊ぶような、悪戯いたずらな空気が含まれている。

　この沈黙は何かが違う気がする。こいつは表情が隠れているから、外見で判断することは難しい。だけどこの旅が始まってから、ずっと一緒にいたのだ。あくまで直感的にだが、何かいつもと違うな、と感じた。

「ふふ。そこも、ご想像にお任せいたしますよ。どうぞ、あなたの想像の翼を自由にひろげてください」

　やけに気取った言い方ではぐらかされた。それ以上の詮索はしないことにする。

「さあ、行きましょう。リセットのための、三つ目の場所です。……そろそろあなたも、何かを見つけ出せるのではありませんか？」







　セカイのアルジから指示された今回の目的地は、公園。

　公園といっても、住宅街の片隅にある、砂場やら滑り台やらがちょこんとあるだけの小さなものではない。

　東京都内、しかしやはり二十三区の外──Ｔ市とＡ市をまたぐその場所は、面積約百五十ヘクタールほどの施設であり、入場の際には料金も必要となる、立派な園である。

　それだけのことはあって、園内にはボートの楽しめる広い池や、アスレチック広場、季節によって異なる種類の花が楽しめる花畑、茶室のある日本庭園まで、その他にもいろいろ……実にさまざまなエリアがあり、一日中いても回りきれないほどだ。

　園を訪れる人々も、家族連れから恋人同士まで幅広い層がいる。……この場所は。

　僕とヒカリとの、外での最後のデートとなった場所だ。







「うわーさっむ。さっむいねー。こんな寒い十二月の夜に、わざわざ外に出て公園歩くとかどうかしてるよね」

「なんだそれ、自嘲か」

　くそ寒い十二月の夜。僕らはわざわざ公園を歩いていた。

　この公園では各シーズン、集客のためさまざまなイベントが行われる。春にはマラソン大会、夏には花火大会、秋にはコスモス祭りなど。

　そして冬は、園内がイルミネーションで彩いろどられるのだ。

　その日の僕らは、それを目当てにここまでやってきたというわけ。

　普段、目的地もなく、ボス猫とその子分の散歩のようにふらふらしてばかりの僕らにしては珍しく、ちゃんと恋人らしいデートスポットだった。

「なんか、めっちゃリア充じゆうって感じ。慣れないなー」

「君が来たいって言ったんじゃんか」

「まーね。たまになら、こういうのもいいかと思って。綺き麗れいなものは、いいものだし」

「……まあ、確かに壮観だな……」

　入場ゲートを抜けてすぐ、枝にたっぷり光の粒を纏まとった木々に出迎えられた。

　暗い夜に映える、砂金を撒まかれたような木々がどこまでも連なり、絵に描いたような幻想的な光景を作り上げている。

「ね。ほんと、綺き麗れいな女の人ってのは、目の保養だよね」

「ん？」

「ほらほら。デートスポットなだけあって、美人がいっぱいだよ。皆、男連れなのが残念だけど」

「おいコラ。君は、何を見にここまで来たんだ」

「いやいや、だってさ。寒い中でも、大好きな人とのデートのためにお洒落しやれしてくる女の子は、とっても可愛かわいいと思わない？」

「まあ、そういう努力はけなげだと思うけど……」

「つまり、今日のあたしは？」

「……大層可愛かわいいらしいですね」

「ふふん」

　今日の彼女の格好。腰丈のミニダッフルコート、その中はふわふわな白いセーター。下はミニスカートに黒ニーソックス、ブーツ。

　率直に言ってめちゃくちゃ可愛かわいい。可愛かわいいんだが。

「スカートなんかで、寒くないの」

　この十二月の夜を歩くには、そのミニスカートは心もとない気がする。だって、スカートとニーハイの間、いわゆる絶対領域は、素肌なんだろ？　この冬空の下に素肌を晒さらしているって自殺行為なのでは。

「寒いに決まってるでしょ。あんたに見せるために頑張ってんのよ」

「……それはどうも。でも、無理とかしなくていいよ」

「なんだよー、あんたは可愛かわいいあたしが見られて嬉うれしいし、あたしはあんたに褒められれば嬉うれしい。ギブアンドテイクみたいなもんなんだから、可愛かわいい可愛かわいいひゅー最高だぜーって褒めときゃいいのよ」

「いや、そりゃ可愛かわいいよ。でも、見てるほうが寒そうだし」

「こんぐらい平気だっての。大体、制服だってスカートなんだしさあ」

「それはまあ、そうなんだけど」

「そうそう、今日はパンツもすごいかわいーんだよ、見せようか？」

「こんなとこでめくるな！　ていうか、パンツとか言うな」

「パンツはパンツじゃん。他になんて言うの？　下着？　ショーツ？　おパンツ様？」

「……もういいから一回黙ろう」

　どんな場所にいても、ヒカリはヒカリだ。外見は超美少女でも、口を開けば「ヒカリ」なのだ。

「ともかくさ……き、君が可愛かわいいことなんか十分知ってるから、冬にあんまり肌が出るような格好するなよ。風邪ひかないかとか、心配だし。別に僕は、君なら何を着てたっていいから。もっと温かい格好して」

「おお？　そんなコト言っちゃって、あたしがデートに全身着ぐるみとか着てきたらどうすんの」

「君なら別に何着てきたって驚かないよ」

「あたしをなんだと思ってんのよ」

「三み日か月づき緋ひ花か里りだと思ってるよ」

「あんたの可愛かわいい可愛かわいい彼女の？」

「そうだね」

　いつも通りぽんぽんと適当な会話を交わしながら、光に彩いろどられた道を二人、歩いてゆく。

　はあ、と大きく息を吐き出す音。見ると、ヒカリが両手を口もとに当て、吐息で手を温めていた。夜の中に、白い息が溶けてゆく。

「手袋もしてこなかったのか」

「こうしてこれ見よがしに息とか吐きかけてれば、ユウトが手を繫つないでくれるんじゃないかと思って」

「…………」

「だから、手を繫つなごうって言って」

「……手を繫つなごう」

「しょーがないなあ、繫つないでやろう」

　即、彼女は僕の指に自分の指を絡からめてくる。ご丁寧に、恋人繫つなぎだ。ちらりと横目で様子を窺うかがえば、ふんふんとご満悦。

「手袋より、こっちのがあったかいよ」

　とどめのように、にこりと笑ってきたりする。

　ああ、もう。

　……可愛かわいいな。

　こんなふうに思っている僕は、やっぱり、どうしようもなく重症だ。

「あんただって、そうでしょ。手だけじゃなくて、顔まであったまってるみたいだし」

　彼女は繫つないでないほうの手で、熱くなった僕の頰をぷにぷにとつついてくる。

　その日の僕らはどこまでも、バカップル全開だった。







「あたし、ちょっとトイレ。荷物置いてっていい？」

「うん。荷物なら見とくから」

　植え込みが、並木道の金色とは異なる、氷をイメージしているような青い電飾で彩いろどられている広場まで辿たどり着ついたとき。彼女はそう言い、ベンチに自分の荷物を置いて歩いていった。僕はそのまま、しばし待つ。

　それから、数十分が経たった。

　変だ。ただトイレに行っただけにしては、いくらなんでも遅すぎる。

　もしかして何かトラブルにでも巻き込まれたんじゃ？　そんなまさか、とも思うが、相手はヒカリ。あのトラブルメーカーだ、油断できない。

　外見だけは可か憐れんな美少女だ。ナンパ男にでも会ってからまれて、ヒカリが何か妙なことを言って事態をこじらせる、なんていうこともありえるし。他にも、セイナさんの店でのときのように、他人のトラブルにわざわざ自ら首をつっこんでいるなんてこともあるかもしれない。

　不安になり電話してみたが、彼女が置いていった荷物の中からバイブ音は聞こえてきた。スマホはこの鞄かばんの中。今の彼女は、連絡がとれるものを何も持っていないわけだ。

「くそ……っ」

　いてもたってもいられなくなり、僕は荷物を持ち、立ち上がる。もし彼女が入れ違いで戻ってきたときのために、「すぐ戻ってくる」というメモを残し、メモが飛ばされないための重しとして小石を置いて。

　一番近いトイレに行き、その外にいた女性に中を見てもらったところ、ヒカリはここにはいないようだったので、別の場所へ移動する。

　僕は入場ゲートのほうまで戻ってみることにした。……その途中の並木道に、彼女はいた。

「ヒカリ!?」

　僕が発見したとき、彼女は見知らぬ男女の前で、蹲うずくまっていた。

　人を外見で判断すると痛い目にあうというのはヒカリが体現しているとはいえ、それでも、男のほうはだいぶガラが悪そうだった。嫌な予感がし、僕は蹲うずくまったヒカリとその男の間に、走って割って入る。

「彼女に何をした！」

「わっ、なんだ、テメェ」

　男は、突然の僕の出現に面食らった様子。

「ヒカリ、おい、どうした。大丈夫か」

「ユウト……」

「おまえ、ヒカリに何しやがった！」

　僕は普段、荒々しい声を上げたり、ガラの悪い相手に強気に出ることなんて滅多にない。

　だけどこの日ばかりは、なりふり構わず立ち向かっていた。

「なんもしてねえって、本当だよ」

「噓うそつけ！　じゃあ、この状況はなんなんだよ！」

「ユ、ユウト」

　彼女が、僕を呼んで服の裾を引っ張る。

「ほんと。別に何も、されてはないから」

「何？　じゃあ、どうして……」

「説明するから、ちゃんと」

　彼女は立ち上がり、目の前の男女に言った。

「もういいから、あんたら、行って。もー彼女にあんなコトすんなよ」

「チッ、なんなんだよ……！」

　男女は去ってゆく。……僕はまだ何もわからず、ヒカリが大丈夫なのかと、気が気じゃなかった。







「いや、なんか一番近くのトイレ、ちょうどあたしが行ったとき、混んでたのよ。だから、ちょっと遠くのトイレに行ったんだけどさー。その帰りに、あのカップル見てね、そんときなんか、すっごい揉もめてたわけ」

　さっきの広場に戻ると、ヒカリは説明をしてくれた。

「なーんかやばやばな空気で、ひっどい口くち喧げん嘩かしててさ。そんだけならまあ、放置しといてよかったんだけれども。男が、女の子叩たたこうとしたからさー。さすがに見てらんなくて」

「……で、飛び出していったわけか」

　見ていなくても、もはや目に浮かぶレベルで想像がつく。

「……なんでそうやって、いちいちトラブルに首をつっこむんだ……」

「やーほら、喧けん嘩かを見ると血が騒ぐっていうか、参加せずにはいられないとゆーか……」

「ヒカリ！」

　珍しく、僕は声を大きくした。

　つっこみとかならともかく、真剣な場面ではあまりないことなので、彼女も目を見開く。

「君のそういうまっすぐな性格、確かに好きだ。だけど目を離した隙に無茶されると……心配するだろ」

「……や、ごめん。心配してくれて、ありがと……」

　こちらの真剣さが伝わったのか、ヒカリは珍しく素直に、しおらしく謝罪と感謝を述べた。

「いやでも別に、ほんとに、殴られたとかじゃないんよ。二人の間に入って、ちょっと男に物申してやろうと思ったところで、なんか急におなか痛くなっちゃってさ。それで蹲うずくまってたってわけ。割って入ってきた美少女が急に蹲うずくまって苦しみ出すもんだから、男も意表をつかれたってか、なんか毒気抜かれたみたい。あたしのコト見てぽかんとしちゃってさー。だからほんと、なんもされてないの」

「……って、いやそれ、逆に大丈夫なのか。体調悪いのか？」

「あーだいじょぶだいじょぶ、ちょっと蹲うずくまってたら落ち着いたし。なんか最近たまにあんのよね、妙におなかの辺りが痛くなんの」

「ちゃんと病院行けよ」

「病院嫌いなんだよー。ま、あたし頑丈だし。ちょっとしたおなかの風邪かなんかでしょ、どーせすぐ治る」

「……ヒカリ、今日は帰るぞ」

「ええ？　何言ってんの、来たばっかじゃない」

「体調悪いのに、こんな寒い中にいるのはよくない」

「だーいじょーぶだってばー、心配性すぎ。もっと先のほうまでちゃんと見たーい」

「また来ればいいだけだろ」

「入場料払ってんのに、こんなすぐ帰るとかもったいないじゃない」

　ベンチに座ったまま、足をぱたぱたさせるヒカリ。僕の言うことを聞いてくれそうにない──ので。

　僕は、問答無用でヒカリを抱き上げる。

「ひゃ!?　ちょ、ちょっと何、恥ずかしいんだけど」

「そうか。ざまあみろ」

「意地悪か!?」

「君が恥ずかしがっているのは珍しいし、可愛かわいいし」

「え、ちょ、マジでどうしちゃったのユウトさん」

　確かに、普段僕はこんなことしない。だからこそ彼女も動揺しているようで、無駄にさん付けになっていた。

「……頼むから、具合が悪いときに無理しないでくれ」

　僕は、彼女の目を見て言う。

「心配性って言われてもいいよ。嫌なんだ、僕は、君に何かあったら」

「…………」

「また、一緒に来ようよ。それでいいだろ」

「……う、ん」

　夜だからあまりはっきりと顔色がわかったわけじゃないけれど、多分彼女は相当赤くなっていたと思う。普段、自分からは積極的にからかってくるくせに、自分が何かされると弱い。そういう人だ。

「てか、降ろしてよ。ほんと恥ずかしいし。周りの人も見てるし……」

「具合、悪いんだろ？　歩けるのかよ」

「平気だってば……てか、重くないの？」

「重いよ」

「おいコラ」

　もっとも、ヒカリはかなり華きや奢しやだ。ただ僕の腕が貧弱という問題もあるかもしれない、が。

　よく漫画とかじゃ、ヒロインをお姫様抱っこしたヒーローが「全然重くない」とか「羽根みたいに軽い」とか言うけど。現実的に考えてそんなはずない。米一袋だって持って歩けば重いのに、人間一人分が重く感じないはずないだろ。

「そこは、噓うそでも重くないって言おうよ」

「僕は、君に平気で噓うそをつくようなひどい男じゃないんだよ」

「この場合にかぎっては、正直なほうがひどい男じゃない？」

「重いものは重いんだから仕方ない」

「うーわ、だからそういう……」

「重かろうが、君なら抱える」

「…………。ユウトはさあ、ときどきめっちゃずるいよね」

「君ほどじゃないと思うけど」

　ヒカリは唇を尖とがらせ、小声でぶつぶつ文句を言う。文句というより、単なる照れ隠しか。

「……どーせ、ほんとにたいしたコトないと思うのに……」

「ヒカリ」

「はいはい、今日は帰ったらたっぷり寝るから。それでもやばそうだったら、ちゃんと病院行くよ」

「本当だな。夜よ更ふかししたり、腹出して寝たりするなよ」

「わかったってばー」

　そこで会話は途切れ、僕もヒカリも、照れくささもあってなんとなく口を開かなくなる。

　すれ違う人ひと達たちがときおり、バカップルだとひやかすようににやにやと僕らを見てきたけれど、どうでもよかった。それより今は、彼女のことが気がかりだったから。

「…………」

　そのまま、ゲートに戻り退園するつもりだった。が、少し歩いたところで、抱えられたままの彼女が僕の服の胸の部分をくいくいと引っ張った。

「ねえ、あのさ……やっぱり、もう少しだけでいいから、一緒に見たい」

「ええ？」

「だって、まだ見てない場所あるし」

「あのさあ、だから今日は、君の体調が悪いから駄目だってさっきも……」

「お願い。本当に、少しだけでいいから」

　どうしたんだろう。さっきのような駄々とは違う。真剣だ。

「……また来ればいいだけのことなのに」

「そうなんだけど、なんだろ。なんか……」

　どう言ったらいいものかと、口ごもるヒカリ。

　彼女は、隠していたとかいうわけでもなく、このときは本当に自分の病気を知らなかった。

　それでも何か、虫の知らせでもあったんだろうか。

　──「また」なんて機会は。

　永遠に、訪れないものになってしまったんだから。

　だけどそんなことは、このときは僕も彼女も露知らず。

　知らないまま、彼女は言った。

「……まあ、今日という日は、二度と来ないわけだし？」

　そうだな。

　尊い日々は、二度とかえらない。

　あのときはまだ、よくわからなかったけれど。

　今なら、痛いほどわかる。

「……じゃ、ほんとーに、ちょっとだけだぞ」

　何もわかっていなかったあのときの僕も、彼女の妙に切迫した感じに折れた。

「ありがと。……でもその、お姫様抱っこはちょっと、そろそろ羞恥プレイなんだけど」

「自分でまだいたいって言っておいて、我わが儘ままな……。じゃ、背中に乗って」

「ん」

　彼女は一旦降りた後、僕の背中に乗る。

「えへへ。うわあ、おんぶとか子どものとき以来なんですけど。ありがとー、ユウト」

　お姫様抱っこは恥ずかしいのに、おんぶはいいのか。基準が謎だ。

　さっきまでの体勢と違い、今度は彼女の顔は見えない。

　だけど、触れ合った部分から、彼女の存在を感じる。

　そうして僕らは、さっきまでいた場所の、更に先まで進んだ。

「わあー、すごーい」

　僕らを迎えるように、夜闇の中に光をひろげていたのは、大きな大きなクリスマスツリー。

　枝葉の中に、幾千もの宝石のような電飾を纏まとい、更にところどころに、林りん檎ごのように赤く艶つややかなオーナメントをを下げている。

　僕は別に、綺き麗れいなものが大好きという人間じゃない。どちらかというと花より団子タイプだ。

　だけどこれは、そんな僕にも確かに綺き麗れいだと思わせるほどの魅力があった。

　何より、僕におぶられたままのヒカリの声は、とても嬉うれしそうだった。だから、より一層綺き麗れいだと思えたのかもしれない。

「……ねえ、ユウト」

　そこで彼女は、小さな声で囁ささやくように言った。

　声が小さくとも、耳もとでのことなので、確かに聞き取ることができる。し、なんだかドキドキする。

「あたしはさあ、あんたの全部が好きなんだけどさ」

　いきなりなんの話だ。そう思うけれど、彼女が語り続けるので、止めずにそのまま聞く。

「でもさ、どうしてこんなに大好きなんだろーって、たまに不思議になるコトもあるの。それは別に、あんたのコトが嫌になったとか、あんたを低く見てるとか、けしてそういうコトじゃなくてね。あたしが本当に、あんたを好きすぎるから、なんでこんなにも、って不思議ね」

「……どうした、なんだかずいぶん素直で可愛かわいげがあるじゃないか」

「あたしはいつだって素直で可愛かわいいでしょ、あんたには」

「……ん？」

　普段なら、「いつだって素直で可愛かわいいでしょ」だけで終わっている台詞せりふ。

　今日は、「あんたには」というおまけがついている。なんとなく、違和感を覚えた。

「あたし、一般的に可愛かわいい性格はしてないでしょ」

　ここで「そうだね」と言うこともできたけど。

　なんだか彼女の様子が普段と少し違うから、僕も、普段とは少し違う──だけど正直なところを呟つぶやいておいた。

「僕からしたら、世界で一番可愛かわいいけど」

「……ドーモアリガトウ」

「なんでカタコト？」

「照れるでしょお」

　言っておくが、言ったこっちだって照れている。だが、ヒカリも照れくさいなら、いい。道づれだ。

「だって、さ。今更だけど、初対面で窓まど硝子ガラス割ってるような女とか、普通嫌じゃない？」

「普通のことは知らないけど、僕は嫌じゃなかった」

「だよね。次会ったとき、黒酢ドリアンジンジャー茶渡したって、一緒に飲んでくれたもんね」

「なんだ、あれは嫌がらせだったのか？」

「違うよ。本当にあれ、一回誰かと飲んでみたかったの。一人で飲んでもつまんないし。でも、断られるかなとも思ってた」

「そうなのか」

「あたし、顔だけならすごい可か憐れんな美少女じゃん」

「中身も含めて可愛かわいいぞ」

「うんアリガトウさすがにもういいから」

　多分、今のヒカリはまた赤面しているのかもしれない。そんな声。おぶっているから表情を窺うかがえないのが残念だ。

「でもさ、顔だけで、中身までね、勝手に期待されるんだよね。『普通に可愛かわいい』コトを。それで皆、男女問わず、あたしのこの言動とか性格とか知ると、『え、そんな子だったの？』って幻滅なりどん引きなりするわけ。なんか、理想と違うみたいね。外見と性格の、ギャップがね。

　だからさあ、あたしは皆をがっかりさせちゃう変人なのかなーって、自分で思ってた。まあ、『だからってなんであたしが皆の勝手な理想に合わせにゃならんのよふざけんな』って変人街道貫いてたんだけどね」

「君らしいね」

「だってそんなんで自分を曲げるなんて悔しいじゃない！　だからさ、この性格のせいで、敬遠されたり、嫌がらせとかされるコトだってあったんだけど。……周りが自分に冷たくたって──辛つらいコトがあろうが嫌なコトがあろうが、下向いて立ち止まるような真ま似ねなんざしてたまるかよって。逆風の中こそ突き進んでやるぜって、あたしはあたしのままでいた」

　ヒカリらしいことだ。清すが々すがしくて、心地いい。

「でもこんなあたしを、全部受け入れて、本当に好きになってくれる人なんていないかもなって、思ってた」

　ぎゅ、と。

　彼女の、僕にしがみつく力が、強くなる。

「あんたに会うまでは」

　冬の外気は、耳まで凍らせるように冷たいけれど。

　彼女のその声、吐息で、一気に熱くなる。

「あたし、今はあんたの全部が好き。でも、一番最初に好きになったきっかけは、それかも」

「それ、って……」

「あんたは、あたしを変な女だとは思ってるだろうけど、それで見下したり嫌けん悪おしたり、そういうのは全然ないじゃない」

「そりゃそうだ。ヒカリは変わってはいるけど、だからこそ面白いし。それに、可愛かわいいところや優しいところがあるのも、十分知ってる」

「そういうトコだよ」

　くすりと、小さく笑う声。胸がくすぐったい。

「……二年生になったばっかの、春にさ。聞いたでしょ。『あたしのコトどう思ってる？』って」

「……ああ」

　あの、部室棟でのやつか。二階からそう聞かれたせいで、大声で告白することになった。当時は、一体なんの羞恥プレイかと思ったものだ、が。

「あれ聞いたとき、ほんとは、死にそうなほど緊張してた」

　当時の緊張を思い出しているかのように、微かすかに震えた声で、彼女は言う。

「だからわざと、離れたトコから聞いたの。いざとなったらすぐ、顔引っ込めて逃げられるように。だって、『どうとも思ってない』とか言われたら死にたくなるじゃない」

「そう……だったのか」

「だから、あんたがああ言ってくれて、嬉うれしくて、嬉うれしくて、二階から落ちた」

「危ねえな、おい」

　思い出すだけで肝が冷える。本当にお願いだから、あんなことは二度とやめてほしい。

「死んでもいいと思った」

　真面目な声で、熱を秘めた声で、彼女は言った。

　なぜだか、妙に、胸が締めつけられた。

「いや、自殺しようとしたとかじゃないよ？　全然。……ただ、もうほんと、目が眩くらんだ。呼吸が乱れた。心臓がドクドクって、生まれて初めてな感じにうるさかった。……それほどに。あんたの、言葉が」

　だんだん早口になってくるヒカリ。言いながら、自分でもどう伝えればいいのかわからなくなってきているようで。それでも、必死に伝えようとしてくれていて。

「──そのくらい、嬉うれしかったの」

　ぎゅう、と。

　言葉で伝えきれない分の感情を補うように、彼女は腕に力を入れる。すりっと、僕の頰に自分の頰を擦すりつける。

「今日も、そう」

「……今日も、って何が」

「あたしのコト、あんなに心配してくれて、嬉うれしかった。……なんか、大事にされてる感じで」

「……大事に、してるよ」

　本当に。

　他の、何よりも。

「ありがとう」

　僕の想おもいに、彼女から返ってきたのは、ありったけの感謝。

　満面の笑みを浮かべているような、幸福に満ちた声。

「あたしのコトを、好きになってくれて、ありがとう」

　あの日の僕らは、冷たい冬の空気の下、夜の暗闇の中で。それでも温かさと、光に溢あふれていた。

　そのどちらも、もう失われてしまったけれど。







[image: 七章　I love you──月が綺麗]




「いやあ、いい天気でよかったですね。ここまでの道中、雨が降らなかったのは何よりですよねえ」

　園内に入ってすぐのところで、クレセントが言った。

　相変わらず、周囲からはチラチラとクレセントを窺うかがう視線が多い。

　場所が場所なだけに子ども達たちも多く、クレセントのことを、この園のマスコットキャラかと勘違いしてきゃっきゃとタックルをかましてきたりもする。普段は落ち着いているこいつも、腹部に突進されてきたときには「ごふっ」と苦しそうな声を出して、少しいい気味だ。かといってこいつは子ども相手に怒ることはなく、咳せき込こみながらも「元気がよくて何よりですね」なんて言っていたけど。

　そして子どもの親御さん達たちには「ちょっとした企画の最中なんです、お気になさらず」なんて手を振ってみせる。顔は隠れているが、にこやかで爽やかなオーラを全開にしているため、青空の下ではあまり怪しく見えない。

「さあ、ユウトさんも、もっとテンションを上げていきましょう。せっかくこのような楽しい場所にいるのですから」

「遊びに来たわけじゃないだろ」

「え？　じゃあ何しに来たんですか？」

「リセットのために来たんだろうが」

「ああ。それもそうですねえ」

　のほほんとした声で言うクレセント。その吞のん気きさに若干苛いら立だつけれど、ここで怒っていても仕方がない。

「……とりあえず、園内を回ろう。何か、リセットのための、ヒントになるものがないか……」

　僕はヒカリを取り戻すために、これまでずっと歩いてきた。

　その目的は最初から今までずっと変わらないけど。

　先へ進めば進むほど、彼女を遠く感じていくのはなぜだろう。

　取り戻すために歩いているのに、歩くほどもう取り戻せないと思い知らされている気がする。

　これまで訪れたどの場所も、彼女との思い出が濃厚だったから。

　彼女のいなくなった景色が、今隣に彼女がいないという事実が、顕著になる。

「春の公園というのは、気持ちがいいものですねえ。この陽気、散歩日和ではありませんか」

　疲労で重い足をひきずる僕の横を、クレセントはそんなことを言いながら歩く。

　今、僕がいるのは、十二月に来たのと同じ場所だけど、あのときとは違う景色だ。

　あのときの光は、今はどこにもない。

　あのとき綺き麗れいだと思えた世界は、もうどこにもない。

　世界で最も綺き麗れいなもの。

　それは、なんだ？







「疲れた……」

　この園内は、広い。とても広い。

　入場ゲートから、ボートのある大池や、コートでスポーツしている人々なんかを眺めつつ、広大な原っぱまで来たところで、僕の足は限界に達した。

　普段なら、園内を歩いただけでここまで疲れはしない。けど今日は、ここに来るまでに既に相当な距離を歩いていて、いいかげん倒れてしまいそうだった。

「ベンチで休憩しましょうか。売店で食べ物と飲み物も買ってきましょう」

「そうだな……」

　もう、正午はとっくに過ぎている。いいかげん何か腹に詰めたい。

　クレセントはベンチに荷物を置き、僕に見張りを頼むと、売店のほうへと去っていった。

　僕はベンチに座り、空を仰ぐ。

　青い。そういう色だ。今日もちゃんと、色はわかる。

　ただ青い「だけ」の空から目を逸そらすと、ふと、隣のベンチに座る相手と目が合った。

　小学校高学年くらいの、ショートヘアの女の子。一人で座っている。親か友達と一緒に来て、今は誰かを待っているところなんだろうか？

「……っ、ね、ねえ」

「え？」

　別に構うつもりはなかったのに、女の子は自分から僕に話しかけてきた。

「さっきの……猫？」

　ああ、クレセントのことか。そりゃあ、あんなの見たら気になるよな。

「……猫……では、ないと思うな」

「そっか……」

　会話はすぐ終了した。……それにしても、なんだろう、この子。

　僕は小さな女の子の知り合いなんていないはずだ。だけどなぜか、初めて会った気がしない。どこかで見た気がする。

　……まあ、どうでもいい。小学生に嬉き々きとして声をかける変質者とは思われたくないし、僕はそのままもう、この子のことは放っておくことにした。

　どうせすぐクレセントが戻ってくるだろう、と思っていたんだが。それからしばらく時間が経過した。

　クレセント……あいつ、かなり遅いな。

　ヒカリの帰りが遅かったときは、彼女の身に何かあったんじゃないかと心配になったが。クレセントの場合は、まったく違った意味で心配になる。あいつ、園の職員さんから職務質問にでもあっているんじゃないだろうか。

　そしてかなり時間が経たったにもかかわらず、隣の子のところにも、誰も来ない。

　気にしないようにしていたんだけど、すぐ隣のベンチに座っているものだから、どうにも気になってしまう。最初は、誰かを待っているんだろうと思っていたんだが。小学生がこんなに長時間一人でいるとなると、ちょっと。

「……あのさ。君、誰か、待ってるの？」

　結局、どうしても気になって、僕は声をかけてしまった。

　もしかして迷子じゃないだろうな、と。だったとしたら、さすがに放っておけないし。案内所に連れていくなりなんなりしないと。

　しかしそんな僕の心配をよそに、女の子はきっぱりと言った。

「そーよ。わたしは、人を待ってるの」

　はっきりした態度。しかし直後に、眉を吊つり上あげ、どこか思い詰めた顔で言った。

「ずっと、ずっと……来るまで、待ち続けるんだから……」

　……なんだ？　迷子ではなくても、なんだかわけありっぽいか？

　まあいい。別に何か困ってるとかじゃないなら、放っておこう。見ず知らずの小さな子どものことを、無関係な人間が詮索すべきじゃない。

「お待たせしました、ユウトさん」

　そこでクレセントが、飲食物を持って戻ってきた。

「ずいぶん遅かったな。何かあったか」

「失礼。おいしそうなソフトクリームが売っていたもので」

「単に食べてただけかよ」

「いやあ、すみません。猫は、人前ではソフトクリームを食べることはできないもので」

「ようするに、僕の前でそのかぶりものを取りたくないから、一人で食ってたってわけか」

「かぶりものとは、なんのことかわかりませんが、お先に食事もいただいてしまいました。ああ、こちらはユウトさんのぶんです」

　クレセントは僕に、サンドイッチとペットボトル入りの緑茶を渡す。僕は自分の財布から代金を支払う。

「大体、なんだよソフトクリームって。猫を自称するなら、キャットフードでも食ってろよ」

「私はグルメな猫なんです」

「ささみでも食ってろ」

「まあまあ。お待たせしてしまったお詫わび……というわけではありませんが、こんなものを買ってきましたよ」

「……は？」

「どうぞ」

　クレセントに差し出されたもの。それは、プラスチックの容器に入ったシャボン液だ。

「なんだ、これ」

「ご覧の通り、シャボン液です」

「なんで、僕に」

「売店で売っていたので。たまにはこういうもので童心にかえるのも、いいんじゃないかと」

「……いやいや。何が悲しくて、もうすぐ大学生になる男が、シャボン玉で遊ばないといけないんだ。やるなら一人でやってろ」

「いやあ、ほら、私は猫じゃないですか。私一匹でというのは、ちょっと」

「……自分でできないもんを買ってくるなよ」

　ようは、かぶりものをした状態ではシャボン玉は吹けないということだ。ならなんで買った。

　わざわざ吹く気にもなれないし、僅かであっても荷物が増えるのは嫌だから、捨てさせてこようかと思ったんだが。

　そのとき、じーっとこちらを見ている視線に気づく。

　ずっと隣のベンチに座っていた女の子だ。

「……いる？」

「……貰もらっていいの？」

　若干だが、瞳が輝いている。好きなのかな、シャボン玉。

「あー、普通なら、知らない人から物を貰もらったりするべきじゃないと思うけど。まあ、これはたった今売店で買ってきたものだそうだから、変なものじゃないし。な」

　クレセントにそう確認し、念のため、「たった今売店で買ってきた」証明としてレシートを見せておく。そして更に、少女に言い聞かせた。

「知らない人相手だったら、飲食物とかは絶対貰もらって食べちゃ駄目だよ。これも、いらなかったら断ってくれていいし、捨ててもいいから」

　馬鹿丁寧なほどに言っておく。親切心であっても、男が女の子に声をかけたり何かあげたら怪しまれる、そういうご時世だしな。

「お兄さん、真面目だね。いちいちそんなこと言うなんて、変なの」

「……まあ、余計なお世話かもしれないけど。怪しい奴やつだと思われるのは心外だからな」

「そうですよね、怪しい奴やつだと思われるなんて、心外ですよね」

「おまえの場合は仕方がない」

「……そっちのお兄さんは、なんなの？」

「ご覧の通り、猫ですよ」

「信じちゃ駄目だよ」

　少女は「変なお兄さん達たち～」と早々に興味の対象を僕らからシャボン液に移す。

　シャボン液の付属ストローをくわえ、少女はふうっと息を吐く。ただの液体だったものが、少女の息によって命を吹き込まれたかのように、透明な丸い形を得て空へ上ってゆく。

「わ、きれーい！」

「……綺き麗れい？」

「え？　綺き麗れいでしょ！」

　あの日見たイルミネーションは、夜闇を人工の光で照らす煌きらめき。

　今の光景は、硝子ガラスのようなシャボン玉が、日中の自然光を受けることによる煌きらめき。

　空は青い。

　シャボン玉はキラキラと光る。

　だからなんだ。

　それだけだ。

「いやあ、これはいいですね」

　目の部分の上に、敬礼のように手を当て、眺めるポーズをしているのはクレセント。

「キラキラと、まるで青空に宝石をちりばめている気分ではありませんか？　私、シャボン玉はあまりやったことがないので、新鮮です」

「……まあ、やる機会なんてそんなにないよな」

「シャボン玉でなく花火なら、昔やりましたが。あれも、とても綺き麗れいでしたねえ……」

　クレセントは、そこで黙り空に浮かぶシャボン玉を眺める。

　僕の気のせいかもしれないけれど、その沈黙は、花火だけでない他の何かを思い出しているかのようだった。

「ねえ。変なお兄さん達たちは、ここに何しに来たの？　なんか、ここにいる他の人ひと達たちとは、雰囲気違うよね。そんな猫かぶってたりするし」

「猫かぶっているだなんて、そんな。別に私は、上辺だけいい子ぶっているわけじゃなく、本当に可愛かわいい猫なんですよ？」

　いちいちつっこむのも面倒なのでクレセントの言葉は無視する。

　しかし少女の質問には、どう答えたものか。こんな小さな子、しかも初対面の相手に、いちいちリセットがどうとか説明することはないだろう。

「き、君は？　人に尋ねるときは、まず自分からだよ」

　そんな常識ねえよ、と自分で自分につっこんでしまう。焦あせって変な言い方になってしまった。

「わたしは……さっきも言ったけど。人を、待ってるの」

「……待ち合わせ、とかなの？　相手は遅刻してるとか？」

　待ってるといっても、もう三十分以上彼女は一人でいる気がする。それに、彼女がさっき言っていた言葉も気になるし。何か、おかしいように思う。

「わたしの……お姉ちゃんが」

　彼女はぎゅっと自分の服の裾を握りしめ、俯うつむき気味に言った。

「……辛つらいことが、あったんだって。それから、ずっと部屋に閉じこもって、一人で暗い顔してるの」

　当然ながら僕はこの子の姉を知らないし、何があったのかも皆目見当がつかない。

　だがこの子の表情、口調から、けして軽くはない何かがあったのだろうと察することはできた。

「本当は今日だって、ここに、わたしと一緒に行くって、約束してたの。……わたしの誕生日には、いつも二人でお出かけしてたから。でも今年はお姉ちゃん、『そんな気分になれない』って、行かないって言うの。だから……わたしは一人で、ここに来たの。で、スマホで『先に一人で行ってる。迎えに来てくれるまで家に帰らないから』ってメッセージ送った」

「……それで、お姉さんは、来るって？」

「……メッセージ、既読にはなってるけど、返信はない」

「あの……余計なお世話かもしれないけど、そっとしておいてあげたほうがいいんじゃないかな。君としては約束を破られて面白くないのかもしれないけどさ。辛つらいことがあったんなら、今は仕方ないよ」

「違う、約束を破られて面白くないとか、そういうことじゃないの！」

　女の子は、どこか必死な様子で前のめりになる。

「じゃあ、どういうこと？」

　僕が尋ねると、まっすぐな目で彼女は答える。

「……桜を」

　曇りのない、真剣な瞳だ。小さな子とはいえ、しっかりとした意志を感じる。

「桜を、お姉ちゃんに見てほしくて……。だって、綺き麗れいな桜を見たら、少しは気分だって明るくなるかもしれないじゃない。暗い部屋でずっと膝抱えてたんじゃ、いつまでも元気なんて、出ないじゃない」

「……綺き麗れいなものを綺き麗れいだと感じられるのは、心に余裕があるときだけだ」

　真剣に姉のことを想おもっている子ども相手に、こんなこと言うのは大人げないとわかってはいる。

　けど僕は、自分の現状と、会ったこともない彼女の姉を重ねて、そんなことを口に出してしまっていた。

「綺き麗れいなものを見れば心が晴れるなんて、きっとそんな簡単なものじゃない。無理矢理外に出そうとするのは、よくないんじゃない」

「わたしは、お姉ちゃんに元気になってほしいの。それだけなの！　だから、絶対お姉ちゃんが来るまで、待ち続けてやるんだから。夜まで帰らなければ、皆心配するだろうし……」

　さっきから、目を吊つり上あげたり不安そうに眉を下げたりと、表情の変化が忙しい。今度は、ふっと苦しげな顔になる。

「そりゃ……それでも、お姉ちゃんは来てくれないかもしれないけど……っ。結局、迎えに来るのはお父さんかお母さんかもしれないけど……」

　女の子は不安そうにぶつぶつ言うけれど、僕としては、誰であっても迎えに来てくれるだけいいじゃないか、と思ってしまう。自分の帰りが遅ければ家族が心配してくれる、なんて、疑いもせず信じられるだけ恵まれているじゃないか、と。

　もっとも、自分の家庭事情は特殊なほうだという自覚はあるし、自分よりずっと年下の子にこんなこと思うのは、本当に大人げないんだろう。ヒカリが生きていたときなら、このくらい自然と受け流せたかもしれないけど。今はそれだけ、心に余裕がないんだ。

「……家族を困らせるのはやめておきなよ。余計なお世話だろうけど、家に帰ったほうがいいと思う」

「別に困らせるつもりなんかじゃ……！　だ、だって、だったら」

　意地になっているというわけでもなく、どこか切迫した──焦あせりにも似た声色で、彼女は尋ねる。

「だったら、お姉ちゃんは、どうしたら元気になってくれるの？」

　そうだ。彼女にとっては、善意なんだ。

　明るい空の下に出て、綺き麗れいな桜を見てほしい。そうして笑ってほしい。それだけなんだろう。空回りしているだけで、きっと優しい子のはず。

　ただ、僕は自分の境遇と重ねてひねくれた見方をしてしまうだけ。

　辛つらい思いをしているときに、どんなふうに接してほしいか。つい昨夜、クレセントと喧けん嘩かになった原因の一部でもある。

　どんなふうに手を差し伸べられたって、救いになんか、ならない。

　放っておいてほしい。

　下手に気遣われたところで、礼を言ったりするのも、早く元気にならなきゃいけないんだ、とプレッシャーをかけられているようなのも、苦しいし煩わしい。

「今は、無理に笑わせようとか、明るくなってもらおうとか、そういうことを思わないほうがいいんじゃない。周りにそう思われると、かえって焦あせるだろうし」

「……だったら。傍そばにいる人は、何もしてあげることができないの？　何をしても無駄で、邪魔でしかないの？」

「何もしてあげることができないんじゃない。そっとしておいてあげることができるんだよ」

「そっとしておく、なんて、ただ放っておくのと同じじゃない。……お父さんもお母さんも、時間が解決してくれるって言った。なら時間が流れていくのを、ただ待つことしかできないの？　その間、黙って見ていることしかできないの？　──どんなに、その人が大切でも？」

　ドキッと、心臓に冷たい水をたらされた気分だった。

　周囲からの気遣いなんて煩わしいだけだと、そんなのなんの慰めにもならないと、僕は自分のことしか考えていないんだと、と思い知らされるようで。

　……だけど、仕方ないじゃないか。世界で一番、何より大切な人を失って、立ち直ることなんてできない。明るく笑うことなんて、できない。

「まあまあ、お二人とも。こんなに天気がいい日の平和な公園でそんなに険しいお顔をするなど、もったいないというものです」

　そこで、僕らの間に割って入ったのはクレセント。

　僕ははっと我に返る。今ここに鏡はないとはいえ、クレセントの言った通り、今の僕は険しい顔をしていたんだろう。初対面の子ども相手に、熱くなりすぎた。反省する。

「お嬢さん。あなたがお姉さんを想おもう気持ちはとてもよくわかりました。その気持ちは尊いものです。ですが、あまり焦あせるのはよくありません。それと、誰かに笑ってほしいのなら、まず自分から、ですよ」

　クレセントは女の子の目線に自分の目線を合わせ、穏やかな声で語る。

「自分から……？」

「ええ。誰かに笑っていてほしいと願う者が、険しい顔をしていてはよくないです。笑ってほしいのなら、まず自分から笑わなければ。私のように笑顔、笑顔です」

「……笑顔なの？　表情、わかんないんだけど」

「ふふ。ともかく、これも何かの縁です。今から三人で遊びませんか？」

「って……クレセント！　何言ってんだ、おまえ」

　僕らはここに、「セカイで一番綺き麗れいなもの」を探しに来ているんだ。リセットのために。遊んでいる時間なんてない。

「ああ、失礼」

　クレセントはふっと微笑を浮かべるような息を吐き出した後、言った。

「私は猫なので、二人と一匹ですね」

「そこの訂正かよ」

「というわけで、お嬢さん」

　僕の不平など無視し、クレセントはまた女の子に語りかける。

「……チユよ。わたしの名前は、チユ」

「そうですか、ではチユさん。お姉さんには、スマホのメッセージで居場所は知らせられるのでしょう？　ならお姉さんを待つ間、私わたし達たちと一緒に過ごしませんか？　待っている間も、時間は流れていくものですからね。人生の中の、今しかない貴重な時間ですよ？　ただ流してしまうのは、もったいないじゃありませんか。ましてチユさん、今日お誕生日なのでしょう？　でしたら尚なお更さら、楽しく過ごすべきなのですよ」

「おい、クレセント！」

　僕は奴やつの肩を摑つかみ、チユには聞こえないよう小声で言う。

「やめろっての。余計なことに首をつっこむなよ」

「おやおや。余計なことだなどと、冷たいですねえ。……あなたの恋人さんは、こういうとき率先して遊ぶような人だったのでは？」

「────」

　そりゃあ、ヒカリだったら。

　他人ごとにも首をつっこんで、かつ、自分が一番楽しむだろう。

　周囲に何か問題があったら、放っておくのは性に合わないし、物事をひっかき回すタイプ。そのくせ、なんだかんだいってちゃんと解決に導いてくれる。

「それは……おまえの言う通りだけど。だからって、男二人が、こんな小さな女の子を連れまわすなんてまずいだろ……」

「いいよ」

　僕がクレセントにそんな話をしている間に、チユは彼の話に乗ると決めてしまったらしい。はっきりとした声でそう言った。

「わたし、お兄さん達たちと遊ぶ。どうせ、お姉ちゃんがいつ来てくれるかわからなくて、退屈だったし。それに」

　チユは自分のスマホをいじる。今か今かと、姉からの連絡を期待しているように。

「変なお兄さんと一緒にいるってメッセージ送っておけば、お姉ちゃん、来てくれるかもしれないし」

　──そのとき、ふと。見るつもりなんてなかったのに、目に入ってしまった。

　彼女の持つスマホ、その、待ち受け画面が。

「……その待ち受け……」

「え？　ああうん、お姉ちゃんとの写真なの。これがわたしのお姉ちゃん。可愛かわいいでしょ」

　チユはそう言って、僕のほうへスマホを近づけてくる。

　その画面に映る女子に、僕は見覚えがあった。

「…………」

「ん？　どうかした、お兄さん」

「いや、なんでもない」

　チユにそう言った後、僕はクレセントの肩を摑つかみ、声を潜める。

「おいクレセント、耳貸せ」

「わかりました。頭についている猫耳をどうぞ」

「そこじゃ意味ねえだろ。いいから聞け」

　僕はクレセントの、かぶりものの下の、人間なら耳がある場所に向けて小声で話す。

「あの女の子の姉……あれって。美み空そら──ヒカリの親友じゃないか」

　どうりで、どこかで見たことがあると感じたはず。チユが、美み空そらに似ているから、見覚えがあると思ったんだ。

「え？　そうなんですか？」

「とぼけるな。おまえ……。おまえというか、セカイのアルジか。こうなることがわかっていて、わざとここに連れてきたのか」

「はは、そんな、まさかまさか。疑うたぐりすぎですよ、ユウトさん」

　クレセントはのほほんとした声で言うが、その言葉を信じていいのかは疑問だ。偶然でこんなこと、本当に起きるだろうか？　狙ってやったんじゃないのか。

　そりゃあ、美み空そらとは、同じ高校に通っていた者同士だ。家自体は遠くない。あと、このへんで特別な日に遊べる場所は限られているというのはあるけど。

「ちょっとお、お兄さん達たち。遊ぶんでしょ？　そっちが誘ったんじゃない。早く行こうよ」

　チユは、まさか僕が自分の姉を知っているなどと思ってもないような無邪気さで急せかしてくる。

　誘ったのはクレセントであって僕じゃない。正直言って僕は、子どもの遊び相手なんてしていられる余裕はないし、関わりたくないな、と思ったけれど。

　でも、クレセントとチユだけで遊ばせておくと、クレセントがいかにも怪しいし、何か問題になりそうな感じもして心配だ。見張るとかフォローするとかいう意味で、一緒にいたほうが後々困らない気もする。

「どうしました？　ユウトさん。チユさんもああ言っていますし、早く行きましょう」

　何より、このムカつく自称猫は、ここで僕を一人になどさせてくれないんじゃないか。声色から、にこやかに有無を言わせぬ圧を感じる。

　結局僕は、はあ、と大きく息を吐き、諦めることにした。

「……チユ。これ」

「ん？　何これ」

「僕の保険証。身分証明になるもの、これくらいしか持ってないし。……ああそうだ、僕の財布、預けておく。僕はけして怪しい者じゃないけど、君みたいな小さな子は、知らない男の『怪しくない』なんて自称を信じるべきじゃないし。もしも、少しでも僕を怪しいと思ったら、警察に電話してくれて構わない」

　姉の知り合いだということを明かせば、少しは身の潔白の証明になるのかもしれない。だけどそれを言うのは気がひけた。知り合いならお姉ちゃんを説得してよ、とか言われたらたまったものじゃないし。

「え、いいの？　さっきのシャボン液のことといい、お兄さん、真面目だねえー。真面目すぎて、やっぱり変」

「はいはい。危ない奴やつだと思われるよりは、変な奴やつだと思われたほうがマシだ」

　もちろん僕には、下心なんて何もない。だけど小学生に、初対面の男を簡単に信じて一緒にいてもいい、なんて思ってほしくはなかった。

　どうせ僕は、リセットが行えなかったときはヒカリの後を追う身だ。財布だとか、そんなの渡してしまったって構わない。それらは僕にとって意味もあるものじゃない。

「さて、それでは行きましょうか」

「うん、行こう行こうー。ねえねえ、向こうのアスレチックのほう、行こうよ！」

　クレセントとチユは、吞のん気きにすたすたと歩き出す。

　僕の頭には、彼女の姉である、美み空そらのことが過よぎっていた。

　彼女が塞ぎ込む原因となったのは、間違いなくヒカリの死だろう。

　──美み空そら。

　君も、ヒカリのいない世界を受け入れられずにいるのか。







　脳裏に蘇よみがえるのは、二月の日曜。

　僕と美み空そらは、ヒカリが入院している病院の階段で顔を合わせた。美み空そらはヒカリのお見舞いから帰るところで、僕はヒカリの病室へ向かう途中だった。

「……久しぶり」

　そう挨拶してきたのは、彼女のほうだ。

　僕と美み空そらは、ヒカリを通した知り合いで、話したこともあったけれど、クラスは別だったので、顔を合わせるのは久々だった。

「ああ……」

　久しぶりに会った、一応友人、みたいなものではある。

　だけど僕らは共に気落ちしていて、とても雑談を弾ませたりできる状態じゃなかった。

　かといって、それだけでお互いスルーして立ち去ることもできず。美み空そらは、自分の肩にかかるセミロングの髪に触れながら、か細い声で聞いてきた。

「……ねえ。日ひ野の君は、大丈夫なの」

「大丈夫なわけない」

　ヒカリが、死んでしまうことについて。

　彼女の前では、なるべく情けないところを見せまいと。必死に、強くあろうと。そうして彼女を支えていたいと努力してはいるけど。でも、平気なはずない。

　誰でもいい。誰か。どうか、彼女を死なせないでくれ。そう願うことしかできず、無力な自分と無慈悲な運命に泣き叫びたくなる日々。

「そう、だよね」

　そう言った彼女の声は、まるで世界の終わりのような響きがあった。他人ごとではない。きっと僕もこんなふうか、もっとひどいんだろう。

「ヒカリは……あの子、ああいう子だから、笑ってみせてるけどさ。本人だって、辛つらくないはずないよね」

「……ああ」

　僕はついこの前、彼女が病室で泣きじゃくったのを見たばかりだ。平気なように見えたって、苦しんでいる彼女を知っている。

「……おかしいよね。突然すぎない？　私、さ。受験終わったら、いっぱいいっぱい遊ぼうって、ヒカリと約束してたんだよ。大学生になっても、これまでと変わらず会おうって。むしろ、成人したらもっと自由に、遠くへ行ったり、遅くに星を見たりもできるねって……。そうそう、私がよく妹に、ヒカリの話をするからさ……。妹がヒカリに会いたがってて。今年の妹の誕生日に、ヒカリも一緒に遊びに行かない？　なんて約束もしてたし……他に……他にも……たくさん……」

　震える声で、美み空そらは話した。

　ヒカリほどはじけた性格ではないにせよ、美み空そらはもともとは、別に暗い子じゃない。だけど今の彼女の顔には、濃い影がある。

「未来なんて、来るのが当たり前だと思ってた。そこにあるのが普通なんだと思ってたの。だけど当たり前だって信じていたことは少しも当たり前じゃなかった。普通だと思っていたことは、すごい幸せで奇跡だったんだ」

　項垂うなだれるように一度顔を俯うつむけた後、彼女は静かに顔を上げ、僕を見た。

「どうして、」

　問いかけ。それは僕にではなく、誰でもない誰かにあてた問い。

「どうして、ヒカリなの」

　──そんなの。

　僕だって、聞きたい。

　どうして他の誰かじゃなくヒカリなんだ、と。

　代われるものなら代わりたい。その痛みをすべて引き受けてやりたい。

　僕はその問いに答えられるはずもなく、ただ立ちつくしていた。重苦しい沈黙だけがその場を支配していた。

　美み空そら。君もまだ、彼女の死から立ち直れずにいるのか。

　立ち直る、ってなんだ。

　人が一人死ぬということは、人が一人死ぬというだけのことじゃない。

　人の死は、その人を想おもう人間に、消えることのない傷を、終わることのない痛みを残してゆく。

　忘れろだとか、前を向けだとか、笑えなんていうのは。

　励ましの皮をかぶった、残酷なんじゃないのか。







「……ふふ、どうです？　やはり私のほうが早かったでしょう」

「っあー！　もうちょっとだったのにー！」

　アスレチック広場にて。チユが、「一人で遊ぶのは恥ずかしいしつまんない」と言うものだから、僕らはチユの提案もあり「誰が一番早くゴールできるか（このアスレチックを全部クリアできるか）」を競っていた。

　クレセントがいると周囲から怪しまれるんじゃないかと思ったが、チユが普通にクレセントと接しているため、周りは多分、子どもと遊ぶためちょっとふざけたかぶりものをしているお兄さん、くらいに思ってくれたようだ。

　なお競争の結果は、クレセントが一着だった。チユは悔しがり、きいきいと高い声を上げる。

「クレセント、大人げないぞおまえ」

「猫はいつだって本気なのです」

「……ていうか、ここまでずーっと歩きっぱなしだったのに、よくそんな元気があるよな。意外と体力馬鹿なのか？」

　僕なんか、立っているだけでもいっぱいいっぱいだったりして、とても元気に走ったり、アスレチックをすいすい進むことなんてできず。小学生のチユより遅れてゴールすることになった。チユは「お兄さん、そんなんでだいじょぶなのー？」とけらけら笑ってくる。女の子に悪戯いたずらっぽく笑われるのはヒカリのせいで慣れているし、別に悔しさとかは感じないが。

「そうですねえ、昔、結構ひ弱だったので。もう少し自分を変えたくて、毎朝ランニング始めたりしましたね」

「そうだったのか。……猫なのにか」

「ええ、猫なのにですけど、それが何か？　ユウトさん、あなたが思っているより、猫の世界は広くて複雑なのですよ？」

「いいかげん、その猫設定やめりゃいいのに」

　なんのキャラづけなんだか知らんが、はっきり言ってもうぐだぐだだ。

「ねー、もう一回！　もう一回、最初からやり直しー！」

　そしてチユはといえば、この結果が不満なようで、地団駄を踏みやり直しを要求する。

　……やり直し、か……。

「ん？　お兄さん、どうかしたの？　ぼーっとしちゃって」

「あ……いや」

　チユに声をかけられ、はっと我に返る。

　これをチユに問う意味はあるだろうか、と一瞬考えたものの、聞いて失うものがあるわけでもないし、どうせだから質問してみることにした。

「……なあ。チユは、『リセット』ってなんだと思う？」

「リセットって……ゲームの？　どっかでセーブして、敵に負けたりしたら、リセットしてまたセーブポイントからやり直すとか？」

「……まあ、やっぱりそういうイメージだよな」

　だが、これを僕とヒカリのこととして考えると、どこが「セーブポイント」になるんだろうか。それが謎だ。

「あとは、クラスの男子とか、ソシャゲで欲しいキャラが出なかったら何度でもやり直すとか言ってる」

「ああ、ソシャゲのリセマラですね。私もよくやります」

「やるのかよ」

「そりゃあ、ゲームを楽しむにあたって、最初からお目当てのキャラがいるかいないかでは、その先のやる気も大きく変わってくるではありませんか」

「おまえ猫っていう設定どこいったんだ」

「広い世の中には、ソシャゲを嗜たしなむ猫だっています」

「適当なことを……」

「でもさ。現実でもそんなふうに、自分にとっていい結果が出るまで、何度だってやり直せたらいいのにね」

　チユは、笑いながら言った。──笑ってはいるけれど、どこか皮肉じみている。

「そうすれば、辛つらいことだって全部、なくしちゃえるじゃない。お姉ちゃんだって……」

　チユはポケットからスマホを取り出し、眉根を寄せる。

　美み空そらが来る気配はないし、チユの反応からして、メッセージが既読になってすらいないのかもしれない。

「……チユはさ」

「ん？」

「世界で一番綺き麗れいなもの、ってなんだと思う？」

　セイナさんにも聞いた質問。僕が求めているのは、セカイのアルジが望む答え。

　だが本来は人の数だけ答えがあるはず。だからこそ、他人の答えを聞いてみたくなる。

「一番綺き麗れいなもの？　なんか……宝石とか、ドレスとか、そういうの？」

「……多分、そういうものじゃないんだ」

　きっと、もっと抽象的なもの。

　セカイのアルジがわざわざ、僕と彼女の思い出の場所ばかり巡らせて。幸福な思い出の中で、それを失ったことを思い知らされ傷を抉えぐられるような中で。僕が、探し求めているもの。

「普通とか、一般的な常識とか、そういうのは考えなくていいから。……君にとっては、何？」

　チユは僕よりずっと小さな子どもだ。だからこそ気になった。幼い子どもが、どんな答えを言うのか。

　しかしチユは悩むように俯うつむいてしまい、数秒の沈黙の後、小さく首を傾かしげる。

「……わかんない」

「……そっか。そうだよな」

　綺き麗れいなもの。一般的で普遍的なものなら、僕だっていくらでも思いつきはする。

　空、海、太陽、大自然。花に宝石、夕焼けや流星。

　だけど、それらが「自分にとって」綺き麗れいかといったら、別問題だ。

「…………」

　答えられなかったことを申し訳ないと思ったのか、あるいは僕の中の薄暗い感情が読み取られてしまったのか。チユは黙り、気まずい沈黙が流れる。

「や、急にこんなこと聞かれても困るよな。変なこと聞いて悪かった。ごめん」

　小学生相手に、こんな空気を味わわせたままなのは申し訳ない。僕は慌てて、なるべく暗くない声でそう言った。

　チユはほっとしたように息を吐き、更に空気を和らげるように、にっと笑う。

「じゃ、お詫わびにあと三回くらい勝負して」

「マジか」

　嫌な空気は払ふつ拭しよくできたが、足は死にそうだ。







「もー、お兄さん体力なさすぎー」

「……普段はもっと動けるよ。ただここ数日、慢性的に筋肉痛だから……」

　あの後、本気で三回ほどアスレチックに付き合わされ、もはや僕は生まれたての小鹿のようにプルプルと震えていた。足腰に力が入らず、その様子をチユは笑う。

「しょーがないから、休憩してあげるよ」

「どうも……」

　チユを真ん中にして、三人でベンチに座る。彼女はまたすぐにスマホを取り出し、姉から連絡がないか確認していた。

「そんなに、お姉さんのことが心配？」

「そりゃあそうだよ。だって、今まで落ち込むことはあっても、ここまで塞ぎ込むことなんてなかったから。全然部屋から出なくて、幽霊みたいで……。ごはんだって全然食べないし。このまま死んじゃうんじゃないかって思うくらい……」

　ヒカリと美み空そらは本当に仲がよかったし、それに美み空そらは、親友を亡なくすなんて初めてだろう。僕だって、こんなにも身近な人間を失ったのは、初めてだ。

　僕が今こうして生きているのは全部、ヒカリが手紙を残してくれたから。まだ終わりじゃない、微かすかでも縋すがれる希望があるのだと思えたからだ。

　それがなかったら、きっと今僕はこの世にいなかった。

「チユさんは、お姉さんのことが大好きなんですね」

　クレセントがチユにそう言うと、チユはぽそりと呟つぶやくように言った。

「……だって、お姉ちゃんだけは、いつもわたしに優しいから」

「……他の人は、優しくないのか」

　お姉ちゃん「だけ」というのが気になって、僕は反射的に聞いてしまったわけだが。口に出した後はっと、まずったかなと思う。こんな質問、地雷だろうか。

「別に、そういうわけじゃないけど。ただわたし、前にクラスで、皆から冷たくされたことがあって」

　チユはスマホを見つめたまま、ぶらぶらと足を揺らして話す。

「もう昔のことで、今はクラス替えもしたから平和にやってるけどさ。でも、今でもときどき思い出しちゃう」

　けして笑顔でではないけれど、意外とすんなり語ってくれた。

　──姉についてのこともそうだけど、多分、この子は、誰かに話してしまいたかったんじゃないだろうか。心の内のモヤモヤは、抱え込むより言ってしまったほうがすっきりする。

　それに、僕らのような知らない相手──その場かぎりの相手だからこそ、話せるものというのがある。話したことで気まずくなってしまうとしても、今この時間だけのことだから。

「最初はね、クラス内で皆から馬鹿にされてる子がいたから、そういうのよくないよって、わたしが皆に言ったのが始まりだった。皆はふざけてただけだったんだろうけど、本人は嫌がってたみたいだし……。でもそしたら、それからわたし、『面白くない奴やつ』って、無視されるようになった。おかしい、よね。わたしは、駄目なことは駄目ってはっきり言っただけじゃない」

　眉根を寄せるチユ。彼女は、本当に不器用なんだと思う。姉を気遣う気持ちとか、そういうのは、どこまでもまっすぐなんだけど。まっすぐすぎて、要領よく生きられないんだ。

「……お母さんとお父さんには、皆から無視されてるなんて、言えなくて……。でもお姉ちゃんは、何も言わなくても、わたしが辛つらい思いしてること、気づいてくれた。それで、話を聞いてくれて、抱きしめてくれた。嬉うれしかった。……お姉ちゃんだけは、いつだってわたしの味方でいてくれる。そう思えることが、すごく心強かったの。だって、この世にたった一人でも、絶対自分を好きでいてくれる人がいるんだよ？　それって、とっても素敵なことじゃない」

　そこで、やっとチユは笑顔になる。自分の姉を誇り、愛おしむような、明るい笑顔。

「お姉ちゃんはわたしを、悲しみから助けてくれた。だから、今度はわたしがお姉ちゃんを助けるの」

　曇りのない目。姉思いなところと、不器用ながらもどこまでもまっすぐなところは見ていて清すが々すがしいし、微笑ほほえましいとも思う。

「む……な、何。お兄さん、何じっと見てるの」

「あ、いや、ごめん」

　そんなふうにチユに視線に向けていた僕を、チユは何か誤解したようだ。むうっと、恥ずかしそうな顔になる。

「どーせ、そんなこと言っても空回ってるとか思ってるんでしょ？　自分でもわかってるもん。わたしは、いつも全然何もできなくて……」

　彼女はぎゅっと拳を握りしめ、どこか苦しげな顔になる。

「今のままじゃ駄目なことは、自分でもわかってるの。……でも、どうすればいいのかわかんないよ」

　声のトーンが落ちた。あ、やばい。なんかこれ、泣きそうじゃないか？

「え……いや、あの。とりあえず、弱気にはならないほうがいいんじゃないかな……」

　何か声をかけなければ。そう思うものの、うまい言葉なんて出てこない。

　そこで、「ヒカリならなんて言うんだろう？」という考えを経由して、やっと僕の口から言葉は出る。

　あの日の、彼女の言葉が。

「そう……辛つらいことがあろうが嫌なことがあろうが、下向いて立ち止まるような真ま似ねなんざしてたまるかよって。逆風の中こそ突き進んでやるぜって……」

「……お？　どしたの。お兄さん、急にいいこと言うじゃない。なんか……お兄さんじゃないみたい」

「あ、うん……。これは僕じゃなくて……以前、僕の大切な子が言ったんだ」

　脳裏に、また過よぎる。

　あの、長い黒髪。対照的に白い肌。華きや奢しやな体。まっすぐに僕を見る瞳。悪戯いたずらな笑顔。

　きっと永遠に忘れられない。

「その子は、今は、いないけど」

「ふうん？」

　子どもの前であまり暗い顔を見せるべきではない、と自分に言い聞かせつつ、表情がひきつる。

　駄目だ。励ますためとはいえ、彼女の言葉を使ったりしたのは失敗だった。

　どうしても思い出してしまう。いつでも、どこにいても、こういう瞬間ふと、急激な苦しさが込み上げる。

　彼女は僕の光だった。

　僕の世界から、光は失われたんだ。

「そっか。じゃあ」

　チユはベンチに座って足をぷらぷらさせたまま、なんでもないことのように、言った。




「お兄さんの中に、その子がいるんだね」




「……え？」

「なんか、そんなカンジ。今のお兄さんの言葉さー、お兄さんの中にいる、誰か別の人が言ってるってカンジだったもん」

　──ヒカリは。

　いなくなってしまったんだ。

　そう、思っていた。

　もう、どこにも、いないのだと。

　すべては、失われてしまったんだと。

　だけど、もう彼女はいないのに。彼女を知らない人──彼女とはもう二度と会えない人が。僕の中の彼女を、わかってくれた。

「お兄さん？　どうかした？」

　急に黙ってしまった僕を不思議に思うように、チユは顔を覗のぞき込こんでくる。……そのとき。

「！」

　チユのスマホが、震えた。

「お姉ちゃんだ……」

　チユはやや緊張した面持ちで、その電話に出る。

「……お姉ちゃん？　うん……わたし、今、あの公園にいるよ。……来てくれる？　一緒に、桜、見ようよ……」

　ぎゅっと自分の服の、胸の部分を握りしめ、勇気を振り絞るように、スマホの向こう側へ語りかけるチユ。

　不器用でも、空回りばかりでも、余計なお世話のようでも。その根底に光り続けるのは、姉に元気になってほしいという真摯な気持ちだけ。それだけなんだ。

　しかしチユはその後、自分の中の時計の針を止められたように、動かなくなってしまう。

「……え……」

　──多分。美み空そらは彼女の誘いを断ったんだろう。

　妹の想おもいに対して優しさがないとか、そういうことじゃない。美み空そらは優しい子だ。優しい──だからこそ、親友の死から立ち直れない。ヒカリに降りかかった理不尽を、忘れることができない。

　美み空そらはおそらく、こう言った。そんな気分になれない、と。

　それは彼女の悪意でも、弱さでもなく。

　それは、彼女の──。

「え……ちょ、ちょっとお兄さん!?」

　僕は、チユの手からスマホを取る。

　そうして、電話の向こうの相手に、語りかけた。

「美み空そら、久しぶり」

「……え？」

　美み空そらは一瞬、固まったようだった。無理もないだろう、妹と話していたのに、突然僕の声が電話から聞こえてきたんだから。

「その声……どうして、日ひ野の君が、うちの妹と一緒にいるの」

「どうしてかな」

　クレセントは、偶然だと言っていた。

　だけど、偶然ではない気がする。

　ここで僕とチユが会ったこと、こうして僕と美み空そらが話すことは、何かに、仕組まれていたような。

「ヒカリが、引き合わせてくれたのかもな」

　電話越しであっても、ピクリと、触れてはいけない部分に触れてしまったような緊張を感じる。

　きっと、他人から見た僕もこんなふうなんだろう。ヒビだらけの硝子ガラスのような、迂う闊かつに触れることのできない、脆もろくなったモノ。

「日ひ野の君は……もう、平気なの？　……なんの痛みもなく、その名前を、口にできるの……？」

「平気なわけない」

「……だよね。ごめん。そう、だよね……」

　一度会話が途切れ、重苦しい沈黙が生じる。電話越しであっても気まずい静寂。

「……けど、美み空そら。君の妹さんは、君を心配していた」

「……わかってる。だけど、ヒカリのことを忘れて前を向くなんて、できないよ……」

「……そうだな。僕は、君に何も言えない。言えるはずない」

　忘れることも、前を向くことも、自分が一番、できていないのだから。

「チユが私を気遣ってくれてることも、チユが優しい子だってことも、わかってるの。……それでも、私はもう二度と、心から笑うことはできないんだと思う」

　それは本来、なんの希望もない言葉のはずだった。

「だって私は、ヒカリが大好きだった。……ううん」

　それは彼女にとって、「自分は立ち直らない」という宣言のはずだった。

　だけど。

「過去形じゃない。これからも、大好きなの」

　だけど、決意、覚悟にも似たその言葉は。透き通るように、優しく。

「ずっと、ずっと。ヒカリは、私の親友なの」

　……優しく、僕の中に、深く差し込まれるようだった。

「────」

「……日ひ野の君？　聞いてる？」

　聞いてる。

　でも、返事の言葉は出てこなかった。今、自分の中にある感情の正体がわからなくて。

　感情というと、言葉では喜怒哀楽、と四つに分けられている。けれどそんな単純なものじゃない。

　心の奥に生じた、どこに区分したらいいのかわからない、どこにも区分できない感情。それをうまく処理できなくて、機械がショートしたように、何も言えなく、動けなくなってしまう。

「…………」

「日ひ野の君？　え……ねえ、どうしたの、日ひ野の君？」

　電話の向こうの美み空そらは、だんだんと心配そうな声になってくる。

　隣で僕を見守るチユも、幼いなりに何かを感じ取ったのか、はらはらした表情で僕を見ていた。

「日ひ野の君……？　大丈夫……？」

「だ、い……じょうぶ……」

　とにかく、何か言わなくては。そんなふうにして一応問いに言葉を返したんだが。

「…………」

　一瞬の間を置いて、何かを諦めたような、小さな吐息が聞こえてきた。

「……一時間、そこにいて。今から行く。……そこに、行くから」







　美み空そらがここに来る、と告げると、チユは驚いた顔をした。

　お姉ちゃんの知り合いなら、どうして最初から言ってくれなかったの、と怒られた。

　だけど僕が「ごめん」とだけ謝ると、それ以上は追及してこなかった。多分、さっきの僕の、電話でのやりとりを傍そばで見ていて、ただならぬ空気を感じたんだろう。

　僕らは静かに美み空そらを待った。僕は何も喋しやべる気になれなくて、ただ黙っていた。チユとクレセントはときどき二人で何かを話していたけれど、交ざる気にはならなかった。

　単なる無気力とは、少し違う。

　自分の中の、処理できないこの感情を、どうにか言語化することはできないのだろうかと、考えていたんだ。

　考えいていて──でも、わからなくて。

「お姉ちゃん……！」

　結局僕が答えを出せないまま、美み空そらは、やってきた。

　ヒカリより短い、セミロングの髪が春風に揺れる。ずっと塞ぎ込んでいたためか顔色はあまりよくない。もともと華きや奢しやだったけれど、更に瘦せたようにも見える。

「……本当に来たんだ」

「……大丈夫って言いながら、全然大丈夫じゃない声をしてたから」

「……それは、ごめん」

「謝ることはないけど。さすがに、放っておけないじゃない」

「……いい奴やつなんだな、君は」

「違うよ。私はヒカリのことが好きなだけ。私がここに来たのは……日ひ野の君が、ヒカリの大切な人だからだよ」

　美み空そらは僕の言葉を否定したけど、その目は、僕には優しく見えた。

　けれど、表情は笑顔というわけじゃない。嫌でもヒカリがいなくなったことを思い出させる僕という存在を前にして、彼女は少し苦しげだった。

「……今更だけど、久しぶりだね。日ひ野の君」

「まあ……。本当は、そんなに久しぶりでもないはずなんだけどな」

　卒業式は約三週間前。そしてヒカリの葬式にも、彼女はいたはずだ。……もっとも、僕は絶望していたし、彼女も泣きじゃくっていたはずで、そのときはお互い一言も交わさなかったが。

「お姉ちゃん……」

　来てはもらったものの、話すようなことなどない。重い沈黙が流れ、心配するようにチユが僕らの顔を見る。

　……チユと目が合ったことで、僕の中に、さっきの彼女の言葉が蘇よみがえる。

　──「お兄さんの中に、その子がいるんだね」、と。

　それで。どうしてと、説明は全然できないけれど。

「せっかくだから、桜でも、見ないか」

　気づいたら、そんな言葉が、僕の口から零こぼれていた。

　僕は返事を聞くこともなく、一人で勝手に桜のエリアのほうへ歩き始める。やがて美み空そら、チユ、クレセントもついてきてくれた。

　不思議なものだ。かつて彼女と歩いた場所を、彼女を知る人、僕の中の彼女に気づいてくれた子と歩く。

　僕はヒカリがいない中で、ヒカリのことを思い出す。

　あの笑顔。

　あの声。

　あの吐息。

　今はもう、失われてしまった。

　そう思っていた。

「僕、は」

　歩きながら、話す。

　考えながら話すのではなく、ただ、自然と口から言葉が零こぼれてゆくように。気づいたら、声が漏れていた。

「ヒカリがいなくなって、ヒカリは、世界から失われてゆくんだと思っていた。周囲に励ましの言葉をかけられても、それはまるで早く忘れて、笑えるようにならなくちゃいけないんだと圧をかけられるようで。──忘れなければならないんだと、忘れることが正しいことなんだと感じていた」

　風が吹き、そこで初めて、春の匂いに気づく。

　匂いが、突然変わったわけじゃないはずだ。なのにどうして今、そんなことに気づくのか自分でも不思議だった。

「でも違う。忘れることと、立ち直ることは、違うはずだ」

　忘れることによる救いがある。忘れないことによる救いがある。

　忘却は、確かに救いなのかもしれない。

　だけど、忘れるのは「悲しみ」であって、「その人との記憶」ではない。

　彼女は、「いなかったこと」になんかならない。

　たとえ誰かが彼女を忘れたとしても、誰かが彼女を覚えていてくれる。誰かが、僕の中の彼女に気づいてくれる。

　僕は彼女を覚えているし、僕は僕の中の彼女に、ふとした瞬間に気づくのだろう。

　過去も、今も、未来も。

　彼女は、存在している。

　──ザア、と。

　風が吹き抜け、春の匂いが更に濃くなる。

　そうして辿たどり着ついた先、桜咲く園。

　僕とクレセントがこの公園に辿たどり着ついたとき、既に昼は過ぎていて。そこからチユと出会い、アスレチックで遊び、更には美み空そらを待って──と長い時間を過ごしていたため、辺りはもう暗い。

　そして、そんな暗くなった景色の中。淡い光を帯びた桜の木々が、僕らを待っていたかのように出迎える。

　夕方を過ぎ暗くなったことで、桜がライトアップされているのだ。昼間の明るい華やかさとは趣の異なる、幽玄の光景。

「……色が……」

　色が、わかる。

　ちゃんと、認識できるのは、今までもそうだった。けど違う。

　世界が、色づいている。

　夜色の中に浮き上がるように、ぼうっと桜色を柔らかに発光させ佇たたずむ木々達たち。

　暗い空と桜色の光が混じり合う境界は、互いの色が溶け出すように青く紫に滲にじみ、柔らかな風に揺られるたび、色の濃淡もひらり、ひらりと舞うように揺れ動く。

　無数の花びら。無数の色。闇と光と花の融合。

　圧巻の光景。息を吞のむほどに幻想的──別世界に迷い込んだかのような錯覚を起こすが、確かに現実の世界だ。風に舞う花びらは、手を伸ばせば触れることだってできる。

　以前、この公園で彼女と見たのは、冬のイルミネーションだ。花の代わりに幾千もの光を纏まとった木々。クリスマスツリー。

　もうあのときの、宝石のような煌きらめきはない。

　だけど春を迎えた今、ここには花が咲いている。
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　──久しぶりの。

　──綺き麗れいな、世界。

「……人がどんなに絶望してるときだって、綺き麗れいなものは世界にあり続けるんだよね」

　ぼそりとそう呟つぶやいたのは、美み空そら。彼女はそのまま話し続ける。

「本当は、ヒカリと一緒に見たかった。……ヒカリの人生は本当に、短かった。私は、もし運命の神様なんてものがいるなら、ヒカリをこんな早く死なせた神様を絶対に許さない。……けど」

　美み空そらはそこで、視線を桜から僕へ移した。

「けど……その短い人生の中で、日ひ野の君と出会えたことは、ヒカリにとって奇跡だったんだろうね」

　彼女もまた、自分の中のヒカリとの記憶を蘇よみがえらせているのだろう。その目は、少し潤んでいる。

「でも私は、やっぱり運命の神様には感謝しない。だから……感謝するなら、君にする」

　泣きそうだけれど、はっきりとした声で。彼女は、僕に告げる。

「……ありがとう。ヒカリと、出会ってくれて」

　その言葉に、僕はまた何も言えなくなってしまって。

　ただ──ふと。美み空そらの背後。空に、三日月が浮かんでいることに、気づく。

　まるで微笑ほほえんで、僕を見つめるように。空の上で、優しく輝いている。

　今まではただ、指の隙間から零こぼれていった水を掬すくおうとするように、失ったものに手を伸ばすことに必死だった。

　だけどその月の光で、僕はヒカリの笑顔を、ヒカリという女の子のことを、また思い出す。

　──自分が死ぬと知った中で、終わりへの日々を過ごすとき。

　彼女なら、何を望む？

　彼女は何を思って、僕にあの手紙を僕に遺のこした？

　彼女の性格だったら。

　僕の知る、彼女だったら。

「……あ……」

　ここまで、来て。

　ようやく、辿たどり着ついた。

　この世界で最も綺き麗れいなもの。

　そして「リセット」の意味に。

「っ……」

　だからこそ、僕はその場に崩れ落ちてしまった。

　ガシャン──と。

　いつか聞いた、硝子ガラスの壊れる音が、僕の中に響いた気がした。

　同時に、彼女の声も蘇よみがえる。

　──「ヒビだけなんて中ちゆう途と半はん端ぱじゃん。それならいっそ砕いてやったほうが清すが々すがしくない？」

　──「たとえばさ。目の前にものすごく苦しんでる人がいて、でもその人はものすごく無理をして笑っているとき。そんな我慢なんかしないで、いっそ思いっきり泣かせてあげたいって思わない？」

　──「ようは、窓まど硝子ガラスにはヒビが入ってた。あたしはその窓まど硝子ガラスを割った。それだけだよ」

　ヒビ割れた硝子ガラスは砕け散り、その向こう側には、晴れた空が姿を現す。

　絶望と希望。

　破壊と再生。

　忘却と記憶。

　空虚と愛情。

　すべての感覚が入り乱れ、制御が、できない。

「あ……あ……」

「日ひ野の君？」

「あ、ああああああああああああああああ……っ」

　僕はこの場所のことも、美み空そら達たちのことも構わず、みっともなく泣いてしまう。止めようとしても、どうしても、涙を止めることができなくて。

　けれど大声で泣くことは、まるでその涙で、僕の中の何かが洗い流されてゆくようだった。

　美み空そらは僕につられて泣き出し、チユはそんな僕らを精一杯励ますように、ずっと傍そばにいてくれた。クレセントはただ、夜空の三日月を見上げていた。

　……この日、僕と美み空そらの中で、唐突に何か変わったわけじゃない。

　変わるとしたら、これからだから。

　リセットなんてもの、自分次第だから。
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　あなたの人生のリセットを行いましょう──そう言って、クレセントは僕に銃を向けた。

　なんだ。何が起きている。どういうことだ。その銃で何をする気だ。……いや、銃の使い道なんて一つに決まっている。

　リセットって──まさか。

　一度死んで、人生をやり直すとか。

　そういう、ことなのか。

　そんな……まさか。

　僕は、殺される？

　呆ぼう然ぜんとしている間に、躊ちゆう躇ちよなく引き金は引かれる。パン、と破裂音のような銃声が響き──

「うわあああああ───────────っ！」

　僕は、死ぬ。そう思ったら、強く目を閉じ悲鳴を上げていた。

　死。死ってなんだ。死んだらどうなる？　死んだら、生まれ直すことができるんだろうか。やり直すことができるんだろうか。今度は優しい親のもとに生まれて、毎日楽しく過ごすこととか、できるんだろうか。

　……でも、それって僕なのか？

　今の僕はこうして殺され、死ぬのに、生まれ直した僕は、「僕」なのか？

「う……っ、はぁ……」

　日々が辛つらくても、死というものに真剣に向き合ったことはなかった。そして今、撃たれたことで初めて、僕は自分の死に直面し、恐怖で涙が出てきて──

「……ん？」

　僕は額に銃を突きつけられたし、確かに銃声を聞いた。

　なのに、どこも痛くない。

　どういうことだ。恐る恐る、目を開く。

「見事に騙だまされましたねえ。これ、玩具ですよ？」

　クレセントの持つ銃。その銃口からは、さっき引き金を引いたことによってだろう、花が出ている。

「ぷ。本物の銃なんか持ってると思ったんですか？　そんなわけないじゃないですか」

「な……っ!?　お、おまえぇ……っ！」

　かぶりものをしていたって、にやにやと意地の悪い笑みを浮かべているのがわかる。いくらなんでも腹が立った。一発ぶん殴ってやろうか、と拳を握りしめた、そのとき──

「ユウ！」

「……え」

　この、声は……。

「父さん……!?」

「ユウ、無事か。何があった」

　父さんは、息を切らして僕のもとへ駆け寄ってくると、いつもより焦あせった声色でそう聞き、僕を抱きしめた。

「な、なんで、父さんがここに」

「家に、おまえがいないから探しに来た。近所の人に聞いたら、最近、友達でもない、かぶりものをした変な子と一緒にいたというから、何かあったのかと心配で……」

「……父さん、僕の心配なんか、するの？」

「何言ってる。心配するのは当たり前だろ」

「父さんは、僕が嫌いなんじゃないの」

「……？　俺がおまえに、嫌いだと言ったことがあったか」

「そ……っ」

　そう言われれば、直接言われたことはないけど。

　だってそもそも、何か言ってくれたりするほど、一緒に過ごす時間が全然ないし。

「でも、だって、いつも家にいないし、全然一緒にいてくれないじゃないか。いつも、家に帰ってくるのは深夜とかだし……」

「仕事が忙しいんだから仕方ないだろ。それより、結局今の声はなんだったんだ。銃声みたいなのも聞こえたぞ。本当に、大丈夫だったんだろうな」

「う、うん。今のは、クレセントがふざけて……」

　そこで僕は、状況を説明するべく、クレセントのほうを振り返る。

「クレセント……？」

　しかし振り返った先に、既に、奴やつの姿はなかった。

「おい。なんだ、クレセントっていうのは」

「え、えーっと、知り合い。さっきの銃声も、玩具で、その……遊んでただけだから」

「おまえな……子どもが遊んでいい時間じゃないだろ！」

　怒鳴られて、ビクッと肩が跳ねる。

「あまり変なことをするな。さっきも言ったが、おまえに何かあったらと思うと、心配だ」

「……いっつも遅くまで帰ってこないし、全然話もしてくれないのに？」

「心配することと、仕事が忙しいことは別だろう」

　真顔で言われる。

　……あの、ちょっと待て。もしかして、だけど。父さんって。

　ものすごーく、わかりづらくて不器用なだけなのか？

「ほら、ユウ、帰るぞ」

　今までさんざん寂しい思いをさせておいて、実は不器用なだけでした、なんてオチにがっくりと肩が落ちそうになるけれど。そんな僕に、父さんは手を差し出してくれた。

　もう四年生なのに父さんと手を繫つなぐなんて、なんだか恥ずかしいという思いはあった。だけど、僕はおずおずと手を差し出す。……こんなふうに父さんと手を繫つなぐなんて、どのくらいぶりだろう？

　繫つないだ大きな手は、冷たくは、なかった。







　それからまた、次の土曜日。

　もう一度だけ、あいつは僕に会いに来た。

「で、その後どうです？」

「どうですって……」

「あの、父親ですよ。息子が、猫のかぶりものなんかした得体の知れない変人に連れまわされた挙句、夜になっても帰宅せず、極めつけには命の危機に瀕ひんしているような悲鳴を上げていたのです。いくらなんでも肝が冷えて、少しは優しくしてくれたのでは？」

　出会ったときと同じ河原。クレセントは、いつも通り飄ひよう々ひようとそんなことを聞いてくる。

「おまえ……それが狙いだったのか？」

「ふふ。大人にだって、お仕置きというものが必要なのです。素っ気ない親なら、たまには心配かけてやればいいのですよ。いい子にしすぎてるなんて、つまらないじゃないですか。せっかく私わたし達たち、子どもなのに。我わが儘ままを言うのは子どもの特権ですよ。ま、私は大人になっても我わが儘まま全開で周囲を振り回してやろうと思いますが」

　クレセントは、河原の砂利の感触を楽しむように、無駄にざくざくとその場を歩き回る。

「欲しいものがあるなら、手を伸ばせばいいのです。そして、伸ばした手というのは、自分の欲しいものをぶん取ることも、親を殴り飛ばすことだってできるのです」

「……なあ。おまえが前に言ってた、『リセット』ってさ……」

「ああ、あれですか。そんなもん、毎日がリセットなのですよ」

「毎日が……？」

「自分の運命は、自分の手で切り開くことができるのです。悲しみも辛つらさも、どんな出来事も……覚えているのも忘れるのも、それを嘆くのも楽しむのも、自分次第。世界なんざ、自分の力でいくらでも変えてやれる──リセット、っていうのはそういうコト」

　だんだん「クレセント」の仮面が外れ、地が出てきているのだろうか。話し方が雑になってきている。

「……なあ、クレセント。おまえは、一体、何者なんだ？」

「私は──いや。あたしは」

　そうして奴やつは、今までずっと外すことのなかった、猫のかぶりものを、脱ぐ。

「あたしの名前は、三み日か月づき緋ひ花か里り」

　そうして下から出てきたのは、長い、さらさらの黒髪。対照的に白い肌。

　そして──僕に、よく似た顔。

「あんたのお姉ちゃんよ、ユウシ」

　クレセント……もとい三み日か月づき緋ひ花か里りは、僕の名を呼ぶ。

　夜よる橋はし悠ゆう士し。それが、僕の名だ。

「……お姉ちゃん……？」

「そそ。あたし達たちのお父さんお母さんが離婚して、あたしはお母さんに、あんたはお父さんに引き取られるコトになった。別々に暮らすコトになったとき、あんたはまだ小さかったから、全然覚えてないかもしれないけど──ってか、あたしだってよく覚えてないんだけどね。年齢差、一つだけだし。……ともかく、あんたにはね、あたしみたいなとっても可愛かわいいお姉ちゃんがいたのよ。知らなかった？　ま、聞いてないか。うちのお母さん、『お父さんは全然何も言ってくれない、不器用な人だった』っていつもぶつぶつ愚痴言ってるしぃ」

　べらべら喋しやべる姉の口調に、「クレセント」だったときの物腰の柔らかい感じはもはや全然ない。今までのは全部、「クレセント」としての演技だったんだろう。

「……あたしはね、自分の、弟ってモンに興味があったの。いるコト自体はなんとなーく覚えてたけど、今どうしてんのかなーって」

「……それで、僕のところに来たのか？」

「そそ。でもさー、親が離婚してるのに、あたしの好奇心だけで会うとか、話ややこしくしちゃうかなー、お母さん嫌がるかなーとか思ってさ。最初は、正体隠して、こっそり覗のぞき見みようと思ったのよ。かぶりものは変装用に持ってたってわけ。住所とか昔の写真とかは、お母さんの棚漁あさったら見つけられたし。あんたとあたし、顔似てるから、成長しててもひと目見たらすぐわかった。……でも見つけてみたら、あんた泣いてるからさあ」

「あ……あれは……」

「姉としては、泣いてる弟を見過ごしておけないじゃない？　これは、お姉ちゃんとしてなんとかせねば！　と思ってね。いやーでも、楽しかったなー、クレセントごっこ」

「……そもそも、『クレセント』ってなんだったんだよ」

「あー。元はね、あたしの好きな絵本のキャラなの。めっちゃマイナーな絵本だから、知らないだろうけど。クレセントっていうのは、不思議な力を持つヒーロー猫なのよ。紳士で超かっこいいんだから」

「へえー……」

「で、どうどう？　あたしのクレセントっぷり、かっこよかったでしょ？」

「タチが悪かった。めちゃくちゃ振り回されたし」

「えー、何よう。お姉ちゃんけっこう頑張ったのにー」

「……けど」

　振り回されまくったのは事実。だから、認めるのは、癪しやくだけど。

「ありがとう」

　──あの銃声騒動の後、父さんが少しだけ、僕に優しくなった。

　父さんなりに、仕事にかまけて僕を放置しすぎていたことを、後悔したのかもしれない。

　それは僕が上げたあの悲鳴のおかげ。ひいては、この姉のおかげなんだろう。

　……それに。振り回されたけど、今思い返してみれば、クレセントといるのは楽しい面もあった。花火も、綺き麗れいだったし。

「ふふん。あたしは、あんたが悲しんでるのを助けてやった。これは高くつくぞ～」

　にっ、と。笑う姉。悪魔的な笑顔だ。背中に羽根と尻尾でも見えそうな。

　……だけど、不思議なことに、とても眩まぶしい笑顔でもある。

　悔しいけど、あの変な猫……この、僕の姉は。

　僕の、恩人だ。

「……なんだよ。何か、見返りが欲しいってのか」

「んー？　そうねえ。見返りが欲しいってわけじゃ、ないけどさ。前言ったけど、あたしのコトなんて、忘れちゃったほうが正しいもの。クレセントは忘れ去られるための猫。絵本の中でそういう設定だし。大体、別に恩を着せるためにやったわけじゃないからね。……ただ、ひとつだけ言うとするなら……さ」

　砂利を楽器のように踏み鳴らし、姉は舞うように、両手を伸ばしてくるくるとその場で回る。

　そうして、三日月のように目を細め、笑って言った。

「この先いつか、誰かが悲しんでるときは。あんたがそいつの『クレセント』になってやれば？」

「……僕が……誰かの、クレセントに？」

「そ。やってみてわかったけど、『クレセント』はいいものよ。誰かに手を差し伸べるのって、意外と悪いもんじゃないわ。何より、自分が楽しい」

　突拍子もない提案だと思った。……だけど、それはとても素敵なことに思えた。

　クレセント。紳士のくせに人を振り回す、不思議な力を持つヒーロー猫。

　僕もあんなふうに、どん底にいる誰かの、力になることができたら。絶望から立ち上がるための、手伝いができたら、と──

　……それが、今から七年ほど前のこと。

　その後僕は祖母と暮らすため、父と今の家に越すことになり、姉とは全然、会うことがなくなっていたけど。

　頼みたいことがある、と久々に姉から連絡を受けたのは、二月のことだ。

「久しぶり、ユウシ」

　再会の場所は病室。先に電話で、姉が病気であることは知らされていた。

　七年ぶりに会った姉は、年頃らしく、昔より更に綺き麗れいで女性らしい外見に成長していて。肌は青白く、体も瘦せ細っていたけれど、それでもなお彼女の美しさは損なわれることなく、瞳には自身の運命に負けない光が宿っている気がした。

「悪いね、来てもらっちゃって。ま、おねーちゃんの最さい期ごのお願いだと思って聞いてくんないかなあ」

　最さい期ご。その意味、重みにズキリと胸が痛む。

　七年間会っていなかった人だ。いきなり実感は湧かないし、この人が死ぬなんて信じられない。

　それでも、信じられなくても、現実は現実。なら僕は、今こそあのときの恩を返したい。この姉の望みなら、なんだって叶かなえたかった。

「……もちろんだよ。なんでも聞く」

　噓うそ偽りなく言った僕に姉は、まっすぐ、その強い光を秘めた目を向けてきた。

「あたしの大事な人の、『クレセント』になって」

　真剣な願い。こちらを見る両の目から、切迫した想おもいが伝わってくるようだ。

「あたしはもう長くない。このままだとあたしは、世界で一番幸せにしてやりたかった奴やつを、とんでもなく悲しませるコトになる。……そいつは、あたしのコトをとっても大事にしてくれてたから」

　僕はもちろん、その人と会ったことはない。だけど、語る姉の表情、声色から、二人がいかに愛し合っているのかはすぐにわかった。そのくらい──死の淵ふちにいるというのに、姉は彼のことを語るとき、とても幸せそうだったから。

「……ほんとはね、そいつのコト、連れていっちゃいたかったんだけど」

「連れていく……って」

「一緒に死んでほしかった。……あたしはね、自分が死ぬんだって知ったとき、まっ先に思ったのはそのコトだったの。この先の人生がなくて、あたしは何にもなれなくて、もう何もできないんだってコトよりも。何より怖かったのは、あいつと離れ離れになるコトだった。それこそ……死、そのものよりも。この先あいつの傍そばにいられないんだってコトが、ショックだった。あたしは前向きが信条だけど、さすがに絶望したし運命を恨んだよ。どうして、あいつとずっとずっと一緒にいられないの、って。

　だから本気で、連れていってやろうと思った。あいつならきっと頷うなずいてくれるから。あたしの命が消えるときは、あいつにも消えてほしかったの。……あたしはね、どこへいくのにも、あいつと一緒でさえあれば怖くないから。あたしが一番怖いのは、あいつと離れ離れになるコトだもの」

　姉は本気だった。本気で、恋人に自分と一緒に死んでほしいんだ。その人とずっと一緒にいたいから。ただそれだけの純粋さで。

「でもさ、一緒にきてほしいけど、やっぱり生きててほしいなって思いもあるわけよ。だって好きなんだもの。──離れたくない、けど死んでほしくない。結局あいつにどうしてほしいのか、自分でも、わかんなくなっちゃって。なんだか頭ぐるぐるしちゃってさ。この前あいつに、ずいぶん情けないトコ見せちゃった」

「……情けないとこ？」

「うん、あはは。あたしこの前、あいつの前でめっちゃ泣いちゃってさ。あたし以外の女を好きにならないでーとか、あんたの傍そばにいられないのは怖いーとか。いろいろ弱音吐いちゃったわけよ」

　姉は冗談めかして笑いながら頭をかいているが、別にそのくらい、ちっとも情けなくない。

　確実な死を前にして、平然と強くいられるわけない。無理に気丈に振る舞うより、いくらでも甘えてやればいいんだ。姉が選んだような人なら、姉のどんな言葉も行動も、きっと真摯に受け止めようとしてくれるだろうし。

「変なコト言って、泣なき喚わめいてさ。普通困る場面じゃない？　……でもね、あいつさ。はっきりと『僕はずっと君のものだ』って言ってくれて。……嬉うれしかった、な」

　柔らかに、姉は笑う。僕は、彼女の悪戯いたずらっぽい笑顔なら知っていたけど、こんなふうに笑う人だということは知らなかった。

　僕は姉の恋人を知らない。だけど僕は、彼に感謝する。

　その人のおかげで、姉の人生は、短くてもとても幸せなものになったんだろう。

　会ったことも、見たことさえなくたって。その人もまた、僕にとって恩人だ。僕の恩人である姉を救ってくれたんだから。

「だけどさ……忘れてほしくはないけど、あたしはあいつにとって、呪いみたいにいつまでも縛りつけるような存在にも、なりたくないんだよね」

　そこで姉は、窓の外に目をやる。

　窓の外には、取り立てて珍しいわけでもない、平凡な世界がひろがっているだけだ。

　けれど姉の目には、とても愛いとしく、美しい、この世というものが映っているかのようだった。

「あたしはあいつの言葉に、終わりを受け入れる勇気を貰もらったの。……だから、あたしはあいつに……その逆を贈りたい」

　そうして姉は僕に、自分が死んだ後僕にしてほしいことを伝えてきた。

　それはもちろんというか、姉の恋人のためのことで。

　不謹慎かもしれないけれど、僕はこんなにも愛されている姉の恋人を羨ましく思った。けれど同時に、こんなにも想おもい合あった相手を喪うしなうのだから、とてつもなく辛つらいのだろうとも思った。

　深い悲しみと絶望。そこに手を差し伸べるのが、僕に与えられた役割だ。

　いいだろう。やってやろうじゃないか。

　姉の望み通り──僕がその人の「クレセント」になるんだ。
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「ユウトさん、そろそろ起きましょう」

　クレセントの声が聞こえる。

　近くから聞こえているはずなのに、遠く聞こえる。

　今回の野宿の場所は、公園。あの桜を見た園とは違う、入場料もなく普通に入れる公園だ。僕はベンチで一夜を明かした。

「先程、セカイのアルジの声を聞きました。リセットのために行く場所ですが……これで、最後の場所となるようです」

「……ああ……」

「……ユウトさん？」

「……ちゃんと、行くさ。絶対……絶対に、諦めない……」

　自分の声が弱いのが、自分でわかる。それでも、意志だけは強く込めて言った。

「大丈夫ですか。ずいぶん具合が悪そうですが。熱があるのでは」

　具合は、悪い。春だっていうのに妙に暑いし、それに吐き気がする。

　もともと精神が弱っていたところに、連日の慣れていない長距離移動、そして野宿。いいかげん、体が本格的に休息を求めているんだろう。

「……少し、ほんの少しだけ、出発を遅らせてくれ。もう少しだけ、休む。……でも」

　意識は朦もう朧ろうとしていて、けれど覚醒している。目の前のクレセントにじゃない──もっと、別のものを摑つかむように、僕は手を伸ばす。

「でも、必ず行く」

　セカイのアルジの、望む場所まで。

「必ず、辿たどり着つくから」







　少しだけ、休んでいる間。

　夢をみた。

　夢だ。これは今まで、彼女との思い出の地を巡る中で回想してきたような、過去に実際起きたことじゃない。

　本当に、単なる、僕の夢。

「すごーい、これが大学かあー」

　ヒカリが病気だったなんてすべてが噓うそで、僕らに未来があった場合の、「イフ」の夢。

　それこそ、セイナさんが言っていた「パラレルワールド」のような。

　新入生ガイダンスの日、大学の門を抜けてすぐのところで。ヒカリは、僕の隣で笑っている。

「なーんつって、見学とか文化祭とかも来たし、そんな新鮮ってカンジでもないよね」

「おいコラ、初日から冷ますようなことを言うなよ」

「いやーでも、いいねいいねー。可愛かわいい女の子いっぱいだねー。制服じゃなくて、皆私服なのって新鮮だよね」

「そうだね」

「あ？　そうだねって何よ、あんたにとってはあたしが一番可愛かわいいでしょ、そうでしょ」

「あーはいはい、可愛かわいい可愛かわいい」

「ねえねえ、あとで大学の周り、探検しよー。何か面白い場所とかあるかなー」

「面白い場所って。一体何を求めてるんだよ」

　彼女のことだ。おしゃれなカフェだとか、可愛かわいいスイーツのお店だとか、一般的な大学生が求めているものはお呼びじゃないんだろう。

「なんかこう……伝説の剣がある洞窟とか、迷宮とか、異世界と繫つながってる扉とか……」

「現実を生きろ」

「最低でもゴーレム、できればドラゴンと出会いたいよね」

「ゲームでもやってろよ」

「何言ってるの？　ゲームの中のドラゴンは、現実のドラゴンと違って実際に触るコトも乗るコトもできないのよ」

「いや君が何言ってるの？」

「いいからほら、今日から始まるあたし達たちの冒険の旅へレッツゴーだよ」

　彼女は僕の手を取り、走り出す。

「いやいや、今からガイダンスだっての！」

　彼女は相変わらずだ。すごく疲れるのに、自然と笑顔になってしまう。

　そうして僕らは、平穏な……いや。平穏というには彼女がトラブルばかり起こすけれど、楽しい僕らの日常を送って。

　休みの日には一緒に遊んだり。大学生になる前彼女が言っていたように、一緒に酒を飲んだり。

　もっとも僕は大学から、家を出て一人暮らしを始めたし、なるべく親に頼りたくなくてバイトをたくさん入れてたから、なかなか二人の休みが合わなかったりもしたけれど。

　それでも彼女は、合鍵でよく僕の部屋に侵入してきたし、料理や洗濯をしておいてくれることもよくあった。まあ、そんな日は決まって「可愛かわいい彼女がおいしいごはんを作ってあげたんだから、ご褒ほう美びは？」と甘えるようにすり寄ってきたものだけど。

　他にも、学生らしく、一緒にレポートをやったり。夏休みには、お金のない貧乏旅行ではあるけれど、二人で遠出したり。

　そんなふうにして、季節は巡る。

　くるくる、くるくると巡る。

　時計の針はどこまでも回り、町の景色も移り変わってゆく。夏の緑は秋に色づき、冬に散って、春には花をつける。

　世界は、色を変えながら。

　僕と彼女の関係も、変わってゆく。

「ねえ、これからあたし、『ひのひかり』だよねー」

　役所に婚姻届を出し、僕らの家へ帰ってきて、彼女はにへっと笑った。

　──大学を卒業し、僕らが就職してしばらく経たった頃のことだ。

　結婚前から同どう棲せいはしていて、お互い仕事が忙しいけれど、家事を分担し、元気づけながら仲良くやっていた。

　そうして僕らの関係は、「恋人同士」から「夫婦」へと変わったわけだ。

「前にも言ったけどさー、ほんと、日の光、だよね。シャレみたいな名前ー」

「別に、僕は三み日か月づき夕ゆう斗とでもよかったけど……」

　僕のほうが苗みよう字じが変わることになっても構わない、と。前もって彼女にはそう伝えていたんだが、彼女は僕の申し出を断っていた。

「んー、でもまあ、ほら。これまでずっと三み日か月づきだったしー、これからは日ひ野のがいいかなーって」

「……もう少し素直に言ってみると、もっと可愛かわいいと思うけど？」

「んぁーうっさいなあぁ、あーそうよ、たとえシャレみたいな名前であろーと、あたしは、ずっとこうなりたかったの」

　微かすかに顔を赤く染め、ぷくっと頰を膨らませるヒカリ。けれど、またすぐ微笑ほほえむ。

「へへ。式も、楽しみだねー」

　先に婚姻届を出したので、式の予定はまだ先だ。だけど正直、僕は今からかなり、楽しみにしている。

　彼女のウェディングドレス姿なんてきっと、ものすごく、綺き麗れいだろうから。

　そうして、期待と幸福を胸に、仕事と式の準備で慌ただしく過ごしながら、時間はまたくるくると回る。

　くるくる、くるくると──

　巡り、回り。

　あっという間に、その日は訪れた。

　見学のとき、彼女がひと目で気に入ったチャペルの中。床から天井まで届きそうなほどの大きなステンドグラスから、柔らかな光が射さし込こんでいる。僕はその前で、彼女を待っている。

　やがて彼女は、後方の扉から姿を現す。

　雪明かりを纏まとっているような純白のウェディングドレスに身を包んだ彼女は、息を吞のむほど美しく、不覚にもこの瞬間から既に僕は泣きそうだった。

　列席者誰もが彼女に見み惚ほれ、各おの々おの感激の笑みを浮かべていたり、今にも感涙しそうに目を細めていたり。あの日の約束通り、セイナさんだってこの式に来てくれている。満面の笑みで、僕らを見守ってくれている。

　彼女は親の離婚により幼い頃父と別れているので、バージンロードをともに歩くのは、彼女の母だ。

　そうして、やがて彼女は僕のもとへ辿たどり着つく。

　それぞれ、健やかなるときも、病めるときも、互いに愛し続けることを誓い。

　僕らは、唇を重ね合わせる。──誓いのキス。

　思い出す。初めてのキスは、二階から降ってきた彼女に、突然奪われた。

　あれから本当にいろんなことがあった。

　そうして今僕らはここにいる。

　柔らかな感触。唇を離せば、彼女は泣きそうな顔をしている。

　けして悲しみではない、満たされすぎた感情が溢あふれ、どうすることもできない……言葉で表すことは、できない感情。

　それを見て、僕もまた泣きそうになってしまう。

　幸せだ。

　ああ……しあわせだ。

　──なんて。

　わかっている。

　これは夢だ。

　こんな未来は、ない。

『ユウト』

　僕を幸福な眠りから覚ますように、彼女が僕の名を口にする。

　刹那、周囲がぼやける。

　甘い夢は淡い光となり、世界は真っ白に染まる。彼女は煌きらめく粒子となって上ってゆく。緩やかな風が、すべてをさらってゆく。

　夢の終わり。目が覚めたとき、こんな幸福な現実はない。

　運命は残酷だ。幸福があったぶんだけ、それを失ったときの空虚は果てしないのだから。

　それでも。

　それでも僕は、彼女と出会えたことを、後悔しない。

　たとえ彼女と出会わず、こんな悲しみを知らない運命があったとしても、僕はそれを選ばないだろう。

「ヒカリ」

　僕を呼んだ彼女に応えるように、僕は、口にした。

「ヒカリ。──僕は、進むよ」

　君が僕に、遺のこしてくれたもののために。

　最後の場所に、辿たどり着つくために。

　それが君から僕への、最後であり永遠の贈り物のはずだから。







　……痛い。

　……辛つらい。

「はあ……っ」

「大丈夫ですか、ユウトさん。休憩にしますか」

　僕とクレセントは、最後の目的地に向けて歩き出していた。

　今日は、そんなに気温が高いわけではない。それでもぼたぼたと、真夏日のように汗を流す僕を見て、クレセントは心配そうな声を出す。

「いや……まだ……」

「無理はよくありません。少し休んでください。水分補給もしなければ」

　休憩したいときに、そう都合よくベンチがあるわけじゃない。僕はなるべく邪魔にならないよう、道の隅に、半ば倒れ込むように座った。

　喉から、ひゅうひゅうと細い息が出ている。歩いている最中よりも、こうして動きを止めたときのほうがかえって全身の疲労、痛みを感じる。

　ドクン、ドクンと全身が熱く脈打つ。留まることなく一秒ごとに痛みは襲いかかる。限界などとうに越えている。辛つらい。辛つらい辛つらい辛つらい、もうこれ以上一歩も動きたくない。進むことなどやめ、このままここで眠りに落ちてしまいたいほど。

　──その痛みも苦しみも、今僕がここにいることの証あかし。

　立ち止まることもある。休むこともある。

　それでも、また。

　立ち上がり、歩き出す。

「行こう、クレセント」

　痛みを引きずりながらも、前を向いて。

　目指す場所まで、ひたすらに足を動かし続ける。

　その中で僕はふと、チユの言葉を思い出していた。

　チユは言ってくれた。──お兄さんの中にその子がいるんだね、と。

　そうだな。

　こうして歩いていると、僕の中から、彼女の声が聞こえてくるみたいだ。




『ほらほらぁ、もうちょっとじゃん。歩け歩け～』




　いつもみたいに悪戯いたずらっぽく笑って、ばんっと、痛いほどに僕の背を押して。




『にしても、すごいねえ。あんたにしては、よく頑張ったじゃない。あたしのために、愛の力ってやつ？　へへ、なんてね』




　自分で言っておきながら、照れたように頰を染めて。そうやってずっと、僕の、中で。




『ちょっとぉ、何泣いてんの。もー、しょーがない奴やつ』




　情けない僕をからかうようにしつつ、彼女は本気で僕を蔑むことはない。

　どんなときだって、彼女は。




『ほんと、ばかだね。あたしは、ここにいるじゃん』




　彼女は、微笑ほほえんでいる。

　馬鹿げた妄想、幻覚、幻聴、なんでもいい。なんとでも言えばいい。

　夢を見ているわけでもなく、確かに僕は現実を歩んでいる。けれど、彼女はここにいてくれている。

　ここに、いてくれているんだ。




『あたしは、あんたのここ中にいるよ』










「ここ……か……」

　セカイのアルジに指示された、最後の場所。

　僕は、辿たどり着ついた。

　それは、僕が住む町を一望できる、高台の上。

　今までの場所はどこも、ヒカリと二人で来たことある場所だった。だけどこの場所には、初めて来た。

　夕ゆう陽ひが、僕の町を金色に染めている。眩まぶしいほどの、けれど柔らかな──優しい、光。

「……綺き麗れいな景色ですね」

　クレセントが言った。

「……そう、だな」

　僕は、同意する。

「綺き麗れい、だ」

　心から、素直に、そう思えたから。

　優しい金色。それは夕暮れの橙だいだい、夜へ向かう赤紫と混ざり溶け合い、町全体を包み込むようだ。

　この空の下、優しく照らされる無数の建物の中で、無数の人々が暮らし、毎日を生きている。僕の知らない人々、会ったことのない人々、けれどいつかもしかしたら会うかもしれない人々が、今この瞬間も、この景色の中にいる。

　ただの「色」じゃない。

　これは、「綺き麗れい」だ。

「クレセント」

「なんでしょう」

「……わかったよ。セカイのアルジと、『リセット』の意味」

　クレセントは無言で、僕の言葉の続きを待ってくれた。

「セカイのアルジは、ヒカリなんだろう」

　クレセントが、毎朝セカイのアルジの言葉を聞くことができるなんていうのは、噓うそだ。

　僕が向かうべき場所。それは彼女が死ぬ前、クレセントに、遺言として遺のこしておいたものだったのだ。

「そして、リセットっていうのは、やり直すっていうことだ」

「ええ、そうですね」

「ヒカリが死んで、僕の人生は一度バッドエンドを迎えた。……けど、そこからまた、立ち上がり、歩き出すことはできるって。一歩一歩進んでゆけば、どんな場所にだって辿たどり着つけるって。すべてを白紙に戻すことはできなくても、塗りつぶしてゆけば新しい色に出会えるって。……それが、彼女が僕に与えたかった『リセットやり直し』ってことなんじゃないのか」

　乗り物禁止、という制約のせいで、僕はここまでひどく長い距離を──本当に、ここまで歩いたのは間違いなく生まれて初めてだという長い距離を、自分の足で歩いてきた。

　最初は、景色を美しいと思うことなんてできなかった。

　それでも、ここまで歩いてきて。

　今、この目に映る景色は。

　確かに、とても美しい。

「不思議なチカラなんてない。いらない。なくていい──そんなものなくたって、僕は自分の力でやり直せるんだ、って。……そういうことを、伝えたかったんだろ」

　悪戯いたずらに小さく舌を出して、笑っている彼女が目に浮かぶようだ。やっと気づいたね、と。

「……この世界で最も綺き麗れいなもの。それは、ゆっくりでも、一歩一歩でも、前に進んでゆく人間であり、僕の中に残っているこの記憶だ」

　彼女はもうこの世界に存在はしない。

　けれどこの記憶があるかぎり、僕は前に進める。

　長い距離の果てに辿たどり着ついたのは、結局そんな綺き麗れいごとであり、現実。

　だけど、ここまで歩いて来たからこそ、僕はそれを理解できた。

　言葉は、言葉だけでは力を持たないことがある。

　ここまでの道のりがあったからこそ、僕はようやくこの答えを受け入れられた。

「──ええ。それこそ、セカイのアルジが──」

　クレセントはそこで一瞬、懐なつかしむような間を空けた。

「……僕の恩人であり、姉。三み日か月づき緋ひ花か里りが、求めた答えです」

　ザアッと、風が吹く。木々の葉を鳴らし、揺らして遠くへ抜けてゆく。

「……おまえ、弟だったのか」

「ええ。といっても、親の離婚で別々に育ったので、小学生の頃何度か会ったことがあるくらいでしたが」

「……結局おまえ、猫じゃないんじゃないか」

「ええ。僕はただの人間です。クレセントは仮の姿、本当の名前は、夜よる橋はし悠ゆう士し」

「だよな。……初めて会った日に懐中時計を直してみせたのも、さ。あれ、やっぱりただの手品だろ」

「おっしゃる通りです」

　あの時計だらけの部屋や、クレセント自身の不思議な雰囲気に騙だまされかけたが。同じ種類で、壊れた時計と壊れていない時計を用意し、すり換える。ごく単純な手品だ。

「……ユウトさん。あなたはセカイのアルジの言葉に従い、ここまで辿たどり着ついて、世界で一番綺き麗れいなものを見つけ、『リセット』の答えに辿たどり着ついた」

　クレセントは自分の鞄かばんから、ごそりと何かを取り出す。

「さあ。あなたの願いを、叶かなえましょう」

　クレセントが取り出したのは、タブレット。

　彼はそれを操作し、とある動画を、僕に見せる。

「これ……は……」

　そこに、映し出されたのは──

「……もう一度だけ、彼女に会いたい。それが、あなたの願いだったのでしょう？」

「……彼女には、全部お見通しだったってことか」

「言いそうじゃないですか、『あんたはどーせあたしが死んで寂しいんだろーし、ちゃんとこんなの用意してやったのよ、ありがたく思え』って」

「……言いそうだな」

　タブレットに映る動画の中。あの長い黒髪が、さらりと揺れる。




「よくここまで来たね。偉いじゃん」




　懐なつかしい、彼女の声。いつも僕をからかう小悪魔的な、けれどどこまでも澄んだ声。




「ねえ、最初はちょっと信じたりした？　ほんとにばかだね。不思議なチカラなんかあるわけないっしょ。それが現実」




　彼女らしい言葉。にへっと悪戯いたずらに笑う顔が、ふと真面目なものへ変わる。




「あたしは死んだ。どうやったって、それは変えられない。……けど、人はいつかは死ぬもんだよね。あたしもいいかげん、それを受け入れようって決めた」




　……この動画を撮った時点では、当然だが、彼女はまだ生きていた。

　それでももう、僕がこれを見るときのことを、わかっていて。自分は「死んだ」と。

　彼女は覚悟をし、そのうえで、残される僕のことを想おもってくれていたんだ。

　セカイの謎探しは、面白いこと好きな彼女が僕に残してくれた、最後の遊びであり、彼女からのメッセージ。




「……あたし一度、『あんたの傍そばにいられないのは怖い』って、みっともなく泣いちゃったコトあるでしょ。あのときあんた、『ずっと傍そばにいる』って言ってくれたじゃない。それで、あたしは……死ぬときも、死んだ後も、一人じゃないんだって、思うコトができたの。

　あたしの中には、あんたと過ごした大切な思い出が、たくさんたくさんある。それは絶対に消えるコトなく、あたしの心にあり続けるから。……それさえあれば、この先はもうどんどん弱っていくだけだとしても。それでも、あたしは無敵だって。そう、思えたの」




　その言葉に噓うそ偽いつわりはなかった。映像であっても、ずっと一緒に過ごしてきた彼女のことだから、わかる。強がりではなく、彼女はそう言ってくれている。




「あたしは死んだ──けどさ、あんたは生きてる。そのコトで、あんたは悲しんでくれるのかもしれない。絶望しちゃうのかもしれない。でもね、不思議なチカラなんてなくても、『リセットやり直し』できるんじゃないかとは、思ってるよ」




　風が抜けてゆく。

　最愛の人を亡なくした痛みも苦しみも、この先たとえ薄らぐことがあったとしても、永遠に消えることはない。

　彼女が、僕の中から完全に消えてしまうことがないように。




「ねえ、ここ、いい景色でしょ。前に、一人でふらふら散歩ってか、冒険してるときに見つけたの。こっから飛べば死ねるけど、死ぬには惜しいくらい、世界がキレーに見えんだよね」




　高台の上。金色に染まる世界。確かに、ガードレールを越え、ここから飛べば、僕は彼女のもとへいけるだろう。




「あたしは我わが儘ままだから、やっぱり、あんたがいつか、あたしじゃない他の女の子と幸せになるなんて、心から祝福はできないんだけどさ。でも、あたしのカラダはもうこの世界にはない。それが現実」




　少しだけ泣いているように。けれど涙は流さず強がって笑う。そんな彼女がそこにいる。




「だから、決めるのはあんた。あたしを追うか、その世界で生き続けるか。どっちを選んだとしても、あたしは怒らない。あんたが選んだ道が、あたしの望んだ道だよ」




　眼下にひろがる美しい世界は、一歩踏み出すだけで僕の命を奪い取るものでもある。

　これは彼女が僕に突きつけた、最後の選択。

　だけど。




「──じゃあね。幸せにな」




　あんたが決めて、なんて言いながら。彼女は既に、僕がどちらを選ぶかわかっているかのようだった。

　潤む世界。違う、潤んでいるのは世界じゃない。僕の目から溢あふれ出でるものが、見えるものをぼやけさせてゆく。僕は腕でそれを拭い、最後まで彼女を見届ける。彼女は、笑う。どこまでも優しい笑顔。

　そうして彼女から僕への最後の言葉は、いつか僕が彼女に言ったのと、同じ──







「大好きだよ」
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　　　あとがき




　小説を書き始めるとき、最初はいつも真っ白です。

　まだ何もない画面を前にして、「ここから本一冊分の文章を書くのか」と思うと、ワクワクする気持ちと「ちゃんと完成させられるかな」という気持ちが湧いてきます。

　私の場合、だいたい一万字くらいまでは「新しい作品だ！　楽しい！」みたいな高揚感スタートダッシュでうきうき書き進めます。

　ただまあ最後までダッシュし続けることは難しく、途中でだんだん息切れを起こしてきます。

　全体の半分くらいまで書いてしまえば、「ここまで書いたんだからもうとにかく最後まで完成させよう」と思えるのですが、半分に辿たどり着つく前だと「これ本当に面白いのか？　まだ引き返せるんじゃないか？　書き直すか、別の作品にしたほうがいいんじゃ……」みたいな思いも襲ってきます。一旦文章を書いても、なんだか思うようにならなくて消すこともよくあります。

　そのへんを突破し、起承転結でいう承の部分を乗り越えると、盛り上がりの場面やら書きたいシーンやらが多くなってくるので、もう一度力が湧いてきます。

　更にそこを乗り越えると、あとはラストシーンに入るので、もはや力尽きた感がありつつも、最後の力を振り絞ってどうにかこうにか書き上げます。

　そうして気がついてみれば、真っ白だったはずの画面が文字で埋まり、何もなかったところに一つの物語が生まれています。

　本作の主人公は、徒歩で目的の場所を目指してゆくわけですが。そんな感じで、休みながらでも、一歩一歩でも、歩いていればどこかしらには辿たどり着つけるんじゃないか、みたいなことをぼんやり思いながら書きました。少しでもお楽しみいただければ、それ以上の喜びはありません。




　さて、それでは謝辞を。

　今作から担当していただいた、担当様。未熟な私を、的確にご指導してくださって誠にありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

　イラストレーター様。このあとがきを書いている時点ではまだイラストを拝見していないのですが、きっと素敵なものになっているんだろうなあと楽しみです。引き受けてくださってありがとうございます。

　他、拾い上げていただき、前作までお世話になった、前担当様。校閲様やデザイナー様、この本にかかわってくださったすべての方々。いつもお世話になっている母。前作でいろいろ助けてくれた桃ももさん。皆様本当にありがとうございました。

　そして、何よりこの本を読んでくださった読者様。

　この物語を見届けてくださって、本当に、ありがとうございました。
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